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◉ 
は
じ
め
に

　

こ
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
小こ
ご
し
お
々
汐
の
尾
形
家
住

宅
を
対
象
に
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
以
下
、
歴
博
）
が
こ
れ
ま

で
行
な
っ
て
き
た
調
査
、
地
域
文
化
の
復
旧
に
関
す
る
支
援
活
動
の

成
果
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

歴
博
と
尾
形
家
と
の
関
わ
り
は
二
〇
〇
八
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

当
時
、二
〇
一
三
年
春
の
開
室
を
め
ざ
し
て
、第
四
展
示
室
「
民
俗
」

の
展
示
を
新
し
く
す
る
事
業
を
進
め
て
い
た
。
そ
の
展
示
の
一
つ
と

し
て
計
画
し
た
の
が
気
仙
沼
・
尾
形
家
住
宅
の
再
現
模
型
で
あ
る
。

　

尾
形
家
住
宅
は
一
八
一
〇
（
文
化
七
）
年
に
建
て
ら
れ
た
築

二
〇
〇
年
の
住
宅
で
あ
る
。
当
館
で
は
こ
の
住
宅
を
展
示
す
る
こ
と

で
、
家
族
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
と
し
て
の
住
宅
と
は
異
な
る
、
信

仰
や
年
中
行
事
な
ど
を
通
じ
た
公
的
世
界
、
あ
る
い
は
精
神
的
世
界

と
つ
な
が
る
場
と
し
て
の
イ
エ
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
。

　

こ
の
展
示
に
向
け
た
調
査
が
進
み
つ
つ
あ
っ
た
二
〇
一
一
年
三
月

一
一
日
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
東
北
か

ら
関
東
に
か
け
て
の
太
平
洋
岸
を
中
心
に
広
い
範
囲
で
津
波
被
害
が

起
き
た
。
こ
の
と
き
、
尾
形
家
住
宅
も
津
波
で
お
よ
そ
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
流
れ
て
、
屋
根
だ
け
が
残
っ
た
。
こ
の
災
害
を
機
に
、
当
館
の

職
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
尾
形
家
住
宅
や
小
々
汐
集
落
を
対
象
に
、

生
活
用
具
や
文
書
な
ど
の
生
活
に
関
わ
る
物
質
文
化
を
保
全
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
支
援
活
動
に
携
わ
っ
た
。

　

二
〇
一
一
年
一
一
月
ま
で
に
、
小
々
汐
の
尾
形
家
住
宅
で
お
よ
そ

二
万
点
の
生
活
用
具
・
文
書
を
拾
っ
た
。
拾
っ
た
も
の
は
リ
ア
ス
・

ア
ー
ク
美
術
館
、
気
仙
沼
市
教
育
委
員
会
、
気
仙
沼
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
会
員
、
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
多
く
の
機
関
や

人
び
と
の
支
援
を
受
け
て
、
泥
や
カ
ビ
な
ど
を
落
と
し
塩
分
を
除
去

す
る
な
ど
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
な
い
、
資
料
管
理
用
の
タ
グ
付
け

や
資
料
カ
ー
ド
づ
く
り
な
ど
の
資
料
整
理
・
保
管
に
関
す
る
作
業
を

続
け
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
作
業
を
通
じ
て
、
私
た
ち
は
救
っ
た
モ
ノ
（
生
活
用
具

や
文
書
）
の
所
有
者
で
あ
り
、
尾
形
家
の
現
当
主
で
あ
る
尾
形
健
さ

ん
や
そ
の
ご
家
族
、
さ
ら
に
は
小
々
汐
の
人
び
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
語

り
、
記
憶
に
出
会
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
を
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
地
域
の
人
び
と
が
培
っ
て
き
た
生
活
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
き
た
。
ま
た
作
業
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
気
仙
沼
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
方
々
も
、
折
に
触
れ
て
自
ら
が
経

験
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
を
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

さ
ら
に
救
っ
た
モ
ノ
と
の
出
会
い
も
あ
っ
た
。二
〇
一
三
年
三
月
、

当
館
の
新
し
い
民
俗
展
示
が
開
室
し
た
。
そ
の
開
室
と
同
時
に
六
ヶ

月
間
の
会
期
で「
東
日
本
大
震
災
と
気
仙
沼
の
生
活
文
化
」と
銘め
い

打
っ

た
特
集
展
示
を
開
催
し
た
。
そ
の
準
備
の
過
程
で
、
救
っ
た
資
料
の

な
か
に
、
尾
形
家
の
前
当
主
の
弟
に
あ
た
る
尾
形
栄
一
氏
が
書
き
残

し
た
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
の
日
記

を
発
見
し
た
。
こ
の
二
年
間
に
尾
形
栄
一
氏
は
尋
常
高
等
小
学
校
を

卒
業
し
、
公
民
学
校
に
進
学
し
た
。

　

特
集
展
示
で
注
目
し
た
の
は
、
一
九
三
三
年
三
月
三
日
に
起
き
た

昭
和
三
陸
大
津
波
の
記
録
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
改
め
て
日
記
の
内
容

を
み
な
お
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
尋
常
高
等
小
学
校
か
ら
公
民
学

校
に
か
け
て
の
栄
一
少
年
の
目
を
通
し
て
、
当
時
の
尾
形
家
と
い
う

イ
エ
の
生
業
、
衣
食
住
、
年
中
行
事
な
ど
が
事
細
か
に
記
述
さ
れ
、

ま
た
尾
形
家
と
関
わ
る
人
び
と
の
往
来
な
ど
も
記
録
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
日
記
の
読
解
を
通
し
て
わ
か
っ
て
き
た
こ
と
と
支
援

活
動
を
通
じ
て
我
々
が
聞
き
取
っ
た
事
柄
と
を
結
び
つ
け
、
体
系

的
に
み
え
る
形
に
し
て
お
こ
う
と
い
う
の
が
こ
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

の
ね
ら
い
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
小
々
汐
に
つ
い
て
は
、
竹
内
利
美

ら
（
一
九
五
九
年
）
や
気
仙
沼
市
教
育
委
員
会
・
東
北
大
学
教
育
学

部
（
一
九
五
六
年
）、
東
北
歴
史
資
料
館
（
現
・
東
北
歴
史
博
物
館
、

一
九
八
四
年
）、
川
島
秀
一
（
二
〇
一
四
年
）
な
ど
に
よ
る
多
く
の

調
査
が
あ
り
、
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
先
行
研
究

の
成
果
を
踏
ま
え
、
こ
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
で
は
一
九
三
三
年
の
昭
和

三
陸
津
波
や
二
〇
一
一
年
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
と
も
な
う

津
波
災
害
の
あ
と
の
尾
形
家
の
儀
礼
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
小
々
汐

オ
オ
イ
（
大
家
＝
小
々
汐
の
総
本
家
）
で
あ
る
尾
形
家
の
生
活
が
ど

う
変
化
し
た
の
か
を
整
理
す
る
。
こ
の
巻
で
は
、
と
り
わ
け
尾
形
家

の
年
中
行
事
に
注
目
し
て
、
生
活
の
有
り
様
と
そ
の
変
容
を
描
く
。

　

こ
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て
は
多
く
の
人
び
と
の

協
力
を
得
た
。
私
た
ち
の
あ
つ
か
ま
し
い
お
願
い
を
聞
き
入
れ
、
生

活
用
具
の
救
援
活
動
と
調
査
を
お
許
し
い
た
だ
き
、
聞
き
取
り
調
査

に
も
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
尾
形
健
さ
ん
、
尾
形
民
子
さ
ん
、
尾
形
健

浩
さ
ん
、
快
く
写
真
を
提
供
し
て
下
さ
り
監
修
も
引
き
受
け
て
く
だ

さ
っ
た
東
北
大
学
教
授
の
川
島
秀
一
先
生
、
ま
た
写
真
を
提
供
し
て

く
だ
さ
っ
た
リ
ア
ス
・
ア
ー
ク
美
術
館
学
芸
員
の
萱
岡
雅
光
氏
、
そ

し
て
歴
博
の
職
員
が
持
ち
込
ん
だ
生
活
用
具
や
民
具
を
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
す
る
枠
組
み
を
つ
く
り
救
援
活
動
の
チ
ー
ム
を
組
織
し
て
く
だ

さ
っ
た
気
仙
沼
市
教
育
委
員
会
、お
よ
び
同
委
員
会
の
幡
野
寛
治
氏
、

活
動
当
初
の
作
業
場
所
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
リ
ア
ス
・
ア
ー
ク

美
術
館
、
内
海
孝
志
氏
・
佐
々
木
和
弘
氏
・
庄
司
さ
だ
子
氏
・
橋
本

和
子
氏
（
五
十
音
順
）
ほ
か
気
仙
沼
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会

員
で
作
業
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
そ
の
他
多
く
の
方
の
お

世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

二
〇
一
七
年
三
月

は
じ
め
に

は
じ
め
に
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東
北
地
方
の
太
平
洋
岸
は
、
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
リ
ア
ス
式
海

岸
が
続
く
。
そ
の
リ
ア
ス
式
海
岸
の
一
角
に
、
宮
城
県
気
仙
沼
市

が
あ
る
。
気
仙
沼
市
は
宮
城
県
の
最
北
部
に
位
置
し
、
お
よ
そ

六
万
六
〇
〇
〇
人
の
市
で
あ
る
（
二
〇
一
七
年
三
月
現
在
）。
気
仙

沼
湾
の
奥
部
に
は
、
天
然
の
風
待
ち
港
と
し
て
栄
え
て
き
た
気
仙
沼

港
が
あ
る
。
気
仙
沼
は
こ
の
港
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
。
現
在
、

気
仙
沼
港
は
カ
ツ
オ
や
マ
グ
ロ
の
遠
洋
漁
業
の
基
地
で
あ
る
。

　

こ
の
気
仙
沼
港
の
向
い
、
気
仙
沼
湾
の
東
岸
に
小こ
ご
し
お

々
汐
集
落
が
あ

る
（
地
図
１
）。
気
仙
沼
の
市
街
地
か
ら
小
々
汐
に
行
く
に
は
、
現

在
で
は
一
度
、
鹿し
し
お
り折
地
区
ま
で
北
上
し
て
浪な
み
い
た板
橋
を
渡
り
、
浪
板
、

大
浦
と
約
三
キ
ロ
の
道
を
南
下
す
る
。
し
か
し
気
仙
沼
湾
を
渡
る
便

船
が
さ
か
ん
だ
っ
た
頃
に
は
、
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
移
動
で
町

に
行
け
た
。

　

気
仙
沼
湾
の
東
岸
は
、鹿
折
の
平
地
を
過
ぎ
て
南
に
下
が
る
浪
板
、

大
浦
、
小
々
汐
、
梶か
じ
が
う
ら

ヶ
浦
、
鶴つ
る
が
う
ら

ヶ
浦
と
、
山
際
と
谷
に
沿
っ
て
各
集

落
が
点
在
す
る
。
そ
の
う
ち
の
浪
板
を
除
く
集
落
は
四し
か
は
ま
ヶ
浜
と
総
称

さ
れ
る
。
四
ヶ
浜
は
鹿
折
川
の
川
上
に
位
置
す
る
鹿
折
八
幡
神
社
の

祭
礼
圏
で
あ
り
、
浦
島
小
学
校
の
通
学
圏
で
も
あ
る
。

　

四
ヶ
浜
の
一
つ
、
小
々
汐
も
小
さ
な
谷
の
平
場
を
中
心
と
し
た
集

50m

100m

150m

タクバ

天王様

古い墓地

共同墓地

シンヤイリ

ミミダレ神様

オオダシ
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ミツミネサマ (磐座様 )

尾形家墓地
オクヤマイリ

明神様
オオイ（大家）

金毘羅様

旧浦島小学校

井戸神様

0 500m

こんぴら

いわくら

落
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
の
小
々
汐
は
五
四
戸
、
一
四
〇
名
ほ
ど
の

集
落
だ
っ
た
。
こ
の
地
区
の
世
帯
は
大
半
が
同
族
で
あ
る
と
さ
れ
、

尾
形
姓
を
名
の
っ
て
い
る
。地
域
内
の
各
家
々
は
、屋
号
で
呼
び
合
っ

て
い
る
。
そ
の
集
落
の
総
本
家
が
、
オ
オ
イ
と
呼
ば
れ
る
尾
形
家
で

あ
る
。
尾
形
家
は
日
々
の
暮
ら
し
や
年
中
行
事
で
地
域
の
中
心
的
な

役
割
を
担
っ
て
き
た
。

⑴ 

イ
ワ
シ
網
漁
で
発
展
し
た
尾
形
家

　

藩
政
時
代
中
期
、
四
ヶ
浜
を
中
心
に

イ
ワ
シ
網
漁
が
は
じ
ま
り
、
カ
キ
養
殖

が
さ
か
ん
に
な
る
昭
和
初
期
ま
で
続
い

た
。
尾
形
家
は
こ
の
イ
ワ
シ
網
漁
で
発

展
し
た
。

　

こ
の
地
域
の
イ
ワ
シ
網
漁
の
発
展

は
、
二
つ
の
経
済
的
要
因
に
支
え
ら
れ

た
。
ひ
と
つ
は
カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
の

エ
サ
需
要
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
当

時
の
農
作
業
の
肥
料
需
要
で
あ
る
。
カ

ツ
オ
一
本
釣
り
漁
は
大
量
の
生
き
た
イ

ワ
シ
を
エ
サ
と
し
た
。
ま
た
農
作
業
は

肥
料
と
し
て
〆し
め
か
す粕
を
必
要
と
し
、
そ
の

原
料
が
イ
ワ
シ
だ
っ
た
。
〆
粕
は
気
仙

沼
の
問
屋
を
通
し
て
江
戸
に
送
ら
れ
る

商
品
だ
っ
た
。

　

気
仙
沼
の
カ
ツ
オ
漁
の
漁
法
は
、

藩
政
時
代
中
期
の
一
六
七
五
（
延
宝

三
）
年
に
紀
州
、
現
在
の
和
歌
山
県
か

◉	
小
々
汐
と
尾
形
家

0 5km

大島

亀山

最知

階上

大谷

波路上

安波山

小々汐浪板

大浦

鮪立

小鯖

宿

只越

気仙沼湾

羽田神社

南気仙沼

松岩

気仙沼

梶ヶ浦
鶴ヶ浦

御崎

鹿折

鹿折八幡神社

興福寺

地図１	気仙沼のなかの小々汐

地図２	小々汐の詳細図

小
々
汐
と
尾
形
家

小
々
汐
と
尾
形
家
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い
、
仙
台
藩
と
地
域
の
人
び
と
を
つ
な
い
で
い
た
。
肝
入
は
当
初
、

代
官
が
直
接
に
村
の
有
力
者
を
指
名
し
た
が
、
の
ち
に
は
ム
ラ
の
寄

り
合
い
で
決
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
［
気
仙
沼
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
九
〇
］。
し
か
し
選
出
方
法
が
変
っ
て
も
、
経
済
的
な
中
心
で

あ
っ
た
尾
形
家
は
肝
入
の
役
職
を
期
待
さ
れ
た
。

　

明
治
時
代
に
な
る
と
、
地
域
の
代
表
は
選
挙
で
選
ぶ
も
の
に
な
っ

た
。
尾
形
家
は
そ
こ
で
も
地
域
の
政
治
的
中
心
で
あ
り
る
こ
と
を
求

め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
尾
形
家
か
ら
政
治
家
が
誕
生
し
た
。

　

尾
形
家
の
先
々
代
当
主
で
あ
っ
た
尾
形
貞
七
氏
は
、
小
々
汐
を
含

む
地
域
に
あ
っ
た
鹿
折
村
の
村
議
会
議
員
を
歴
任
し
、一
九
〇
五（
明

治
三
八
）年
か
ら
一
九
〇
七（
明
治
四
〇
）年
と
一
九
一
七（
大
正
六
）

年
か
ら
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
か
け
て
村
長
に
な
っ
た
。
村
長

の
在
任
中
は
小
々
汐
の
自
宅
が
村
役
場
と
な
り
、
多
く
の
人
び
と
が

出
入
り
し
た
。
政
治
家
に
な
る
こ
と
は
、
家
に
多
く
の
客
が
訪
れ
る

機
会
が
増
え
る
こ
と
だ
っ
た
。

⑶ 

文
化
の
結
節
点
と
し
て
の
尾
形
家

　

生
業
活
動
や
政
治
の
上
で
重
要
な
任
を
担
っ
て
い
た
尾
形
家
に
は

多
く
の
人
び
と
が
出
入
り
し
、
そ
こ
に
集
落
内
外
の
人
び
と
を
巻
き

込
ん
だ
生
活
文
化
が
形
づ
く
ら
れ
た
。

　

尾
形
家
に
は
大
量
の
神
札
が
残
っ
て
お
り
、
大
き
な
神
棚
に
神
仏

を
祀
り
、
オ
シ
ラ
様
も
信
仰
し
て
き
た
。
神
札
は
イ
エ
の
人
び
と
だ

け
で
な
く
、
尾
形
家
に
来
る
人
び
と
が
持
ち
込
ん
だ
も
の
も
多
い
。

尾
形
家
の
神
札
に
は
、
気
仙
沼
市
唐か
ら
く
わ桑
の
御お
さ
き崎
（
日ひ
だ
か
み
高
見
）
神
社
や

気
仙
沼
市
松ま
つ
い
わ岩

の
松
し
ょ
う
が
ん岩

寺
な
ど
の
地
元
の
寺
社
に
混
じ
っ
て
、
日
本

海
側
の
山
形
県
遊ゆ

ざ佐
町
に
あ
る
鳥
海
山
大お
お
も
の
い
み

物
忌
神
社
や
岩
手
県
紫し

わ波

町
に
あ
る
紫
波
稲
荷
神
社
、
同
県
陸り
く
ぜ
ん
た
か
た

前
高
田
市
に
あ
る
氷ひ
か
み上
神
社
、

宮
城
県
大
崎
市
に
あ
る
斗と
け
い瑩

稲
荷
神
社
な
ど
の
名
前
を
確
認
で
き

る
。
こ
れ
ら
の
神
札
は
、
尾
形
家
に
関
わ
る
人
び
と
の
信
仰
圏
を
表

わ
し
て
お
り
、
人
び
と
の
出
入
り
の
記
録
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
神
棚
や
オ
シ
ラ
様
も
イ
エ
の
人
び
と
だ
け
が
信
仰
す
る
も
の

で
は
な
く
、地
域
の
人
び
と
が
年
中
行
事
を
通
じ
て
信
仰
し
て
き
た
。

尾
形
家
は
多
く
の
年
中
行
事
を
執
り
行
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
の
年

中
行
事
は
集
落
の
人
び
と
が
参
加
し
て
成
り
立
つ
も
の
も
多
か
っ

た
。
の
ち
に
詳
し
く
述
べ
る
が
、
年
末
の
ス
ス
ハ
キ
や
年
始
に
執
り

行
う
ノ
ウ
ハ
ダ
テ
な
ど
に
は
、
イ
チ
シ
ン
ル
イ
⑴
と
呼
ば
れ
る
尾
形

家
と
関
係
の
深
い
人
び
と
が
参
加
し
て
い
た
。

　

経
済
や
政
治
の
中
心
で
あ
る
こ
と
は
、
金
銭
や
権
力
の
問
題
だ
け

で
は
な
く
、地
域
の
内
外
の
人
び
と
の
結
節
点
に
な
る
こ
と
だ
っ
た
。

尾
形
家
は
経
済
の
中
心
で
あ
り
、
か
つ
政
治
の
中
心
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
結
節
点
と
し
て
の
役
割
を
期
待
さ
れ
、
そ
こ
に
人
と
人
が
交
流

す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
生
活
文
化
が
育
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

ら
鮪
立
の
古こ
だ
て館
家
に
伝
わ
っ
た
［
気
仙
沼
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
九
七
］。
気
仙
沼
で
カ
ツ
オ
漁
が
さ
か
ん
に
な
る
と
、
漁
の
エ

サ
と
し
て
イ
ワ
シ
が
必
要
と
な
り
、
四
ヶ
浜
の
イ
ワ
シ
網
漁
が
そ
の

需
要
を
満
し
た
が
、
必
要
と
さ
れ
る
の
は
夏
の
一
時
期
だ
け
だ
っ
た

［
川
島　

二
〇
一
二
］。

　

イ
ワ
シ
網
漁
に
は
夏
網
と
冬
網
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
権
利
が
必
要

だ
っ
た
。
夏
網
は
カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
の
エ
サ
に
使
う
イ
ワ
シ
、
冬

網
は
〆
粕
に
加
工
す
る
イ
ワ
シ
を
と
っ
た
。
尾
形
家
は
夏
冬
両
方
の

権
利
を
も
ち
、
一
年
を
通
し
て
イ
ワ
シ
を
と
っ
て
生
計
を
立
て
て
き

た
［
気
仙
沼
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
九
七
］。

　

言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
尾
形
家
は
イ
ワ
シ
網
漁
で
成
功
し
て
住
居

を
高
台
の
タ
ク
バ
か
ら
小
々
汐
の
谷
に
移
し
た
と
い
う
（
地
図
２
）。

谷
に
移
っ
た
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
尾
形
家
は
一
八
一
〇
（
文

化
七
）
年
に
小
々
汐
の
谷
に
家
を
建
て
た
。
そ
れ
が
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
で
被
災
す
る
ま
で
約
二
〇
〇
年
、
海
の
端
に
あ
っ
た
尾
形

家
住
宅
で
あ
る
。

⑵ 

地
域
の
政
治
的
中
心
と
し
て
の
尾
形
家

　

藩
政
時
代
、
尾
形
家
は
肝き
も
い
り入
と
い
う
役
職
に
つ
い
て
い
た
。
肝
入

は
一
般
的
に
は
庄
屋
や
名
主
に
あ
た
る
役
職
で
あ
る
。
地
域
の
人
び

と
か
ら
租
税
を
徴
収
す
る
ほ
か
、
戸
籍
の
整
理
や
地
域
で
工
事
を
す

る
と
き
の
人
夫
の
手
配
、
人
び
と
の
請
願
を
藩
に
伝
え
る
役
割
を
担

小
々
汐
と
尾
形
家

小
々
汐
と
尾
形
家

⑴
小
々
汐
集
落
に
住
む
人
び
と
を
オ
オ
イ
で
あ
る
尾
形
家
は
、ゴ
シ
ン
ル
イ（
御
親
類
）

と
呼
び
、
家
で
冠
婚
葬
祭
な
ど
が
あ
る
と
き
に
は
声
を
か
け
る
。
そ
の
な
か
で
も
と

く
に
関
係
が
深
い
家
を
イ
チ
シ
ン
ル
イ
（
一
親
類
）
と
呼
び
、
生
業
活
動
や
年
中
行

事
な
ど
を
通
じ
て
密
接
な
付
き
合
い
を
し
て
き
た
。
栄
一
氏
が
日
記
を
書
い
た
時
代

に
は
、
イ
チ
シ
ン
ル
イ
は
小
々
汐
内
の
六
軒
の
家
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
で

は
一
〇
軒
の
家
が
イ
チ
シ
ン
ル
イ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
イ
チ
シ
ン
ル
イ
の
範

囲
に
つ
い
て
は
、
時
代
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

《
参
考
文
献
》

　

川
島
秀
一

二
〇
一
二『
津
波
の
町
に
生
き
て
』冨
山
房
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ	

ル

　

気
仙
沼
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編

一
九
九
七
『
気
仙
沼
市
史
Ⅴ
産
業
編
（
下
）』
宮
城
県
気
仙
沼
市	

長　

小
野
寺
信
雄
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弟
に
あ
た
る
。
忠
行
氏
、
栄
一
氏
た
ち
の
父
、
良
蔵
氏
は
不
惑
を
待

た
ず
し
て
早
逝
し
て
い
る
。
日
記
が
記
さ
れ
た
当
時
は
、
栄
一
氏
た

ち
の
母
親
が
忙
し
く
働
い
て
い
た
様
子
が
確
認
で
き
る
。

　

日
記
は
高
等
小
学
校
の
最
終
年
度
に
あ
た
る
一
九
三
二（
昭
和
七
）

年
度
と
そ
の
翌
年
の
生
活
を
、
ほ
ぼ
毎
日
記
録
し
て
い
る
。
横
長
の

藁
半
紙
の
帳
面
に
記
さ
れ
て
お
り
、
特
に
決
ま
っ
た
形
式
は
な
い
。

右
開
き
の
帳
面
に
新
暦
の
月
日
順
に
記
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
二
年

度
は
一
六
七
頁
に
わ
た
っ
て
日
記
が
記
さ
れ
、
最
終
頁
に
所
在
が
記

さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
三
年
度
は
、
一
二
五
頁
に
記
載
が
あ
る
。
こ

の
日
記
に
は
当
時
一
〇
代
半
ば
だ
っ
た
栄
一
氏
が
経
験
し
た
尾
形
家

の
生
業
や
年
中
行
事
、
人
生
儀
礼
や
民
俗
信
仰
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の

様
々
な
営
み
に
関
わ
る
家
族
や
親
族
た
ち
の
様
子
が
簡
潔
に
記
録
さ

れ
て
い
た
。

　

は
じ
め
に
で
も
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
日
記
に
注
目
し
た
き
っ
か

け
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
二
〇
一
三
年
三
月
か
ら
九
月
に
か

け
て
総
合
展
示
第
四
室
の
副
室
で
開
催
し
た
特
集
展
示
『
東
日
本
大

震
災
と
気
仙
沼
の
生
活
文
化
』
に
と
も
な
う
資
料
調
査
で
あ
っ
た
。

日
記
に
は
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
こ
の
地
を
襲
っ
た
昭
和
三
陸

大
津
波
の
様
子
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
た
。

　

も
っ
と
も
、
震
災
と
津
波
の
記
録
の
克
明
さ
に
比
し
て
、
通
常
の

日
記
の
記
述
は
非
常
に
簡
潔
で
あ
る
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
義
務
的

　

尾
形
栄
一
氏
の
日
記
は
、
生
活
用
具
・
文
書
の
救
援
活

動
が
終
っ
て
か
ら
、
約
六
ヶ
月
後
の
二
〇
一
二
年
春
に
見

つ
か
っ
た
。
見
つ
か
っ
た
の
は
、
救
っ
た
資
料
を
全
て
市

内
に
あ
る
旧
月つ
き
だ
て立

中
学
校
校
舎
に
運
び
、
資
料
整
理
を
し

て
い
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
日
記
に
は
個
人
的
な
生
活
の

◉ 

尾
形
栄
一
日
記
の
概
要

1932（昭和7）年日記表紙
OEI32-0　　

　

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
歴
博
と
小
々
汐
・
尾
形
家
と
の
関
わ

り
は
二
〇
〇
八
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
総
合
展
示
第
四
室
「
民
俗
」
の

更
新
作
業
を
進
め
て
い
た
当
館
は
、
日
本
の
祭
祀
・
儀
礼
の
空
間
と

し
て
の
民
家
を
展
示
室
に
再
現
す
る
計
画
を
立
て
た
。
そ
の
対
象
と

し
て
小
々
汐
・
尾
形
家
住
宅
を
選
ん
だ
。
お
盆
と
お
正
月
を
中
心

に
各
二
度
調
査
し
、
年
中
行
事
の
や
り
方
や
年
中
行
事
の
な
か
で
用

い
る
行
事
食
な
ど
を
記
録
し
た
。
そ
し
て
再
現
模
型
製
作
の
た
め

の
採
寸
や
各
月
の
年
中
行
事
の
調
査
を
始
め
よ
う
と
し
た
矢
先
の

二
〇
一
一
年
の
三
月
、
尾
形
家
住
宅
は
津
波
で
流
さ
れ
倒
壊
し
た
。

　

被
災
か
ら
一
ヶ
月
が
経
た
な
い
四
月
は
じ
め
、
私
た
ち
は
尾
形
家

住
宅
の
再
現
模
型
を
つ
く
る
計
画
を
進
め
る
是
非
を
判
断
す
る
た
め

気
仙
沼
を
訪
れ
、
所
有
者
の
尾
形
さ
ん
と
話
し
合
っ
て
展
示
の
製
作

と
公
開
を
め
ざ
す
こ
と
を
決
め
た
。
そ
こ
で
生
活
を
伝
え
る
生
活
用

具
や
文
書
を
残
し
、
建
材
を
拾
っ
て
調
査
を
す
る
目
的
で
、
被
災
現

場
で
の
作
業
が
は
じ
ま
っ
た
。

　

作
業
を
は
じ
め
て
み
る
と
、
母
屋
に
あ
っ
た
も
の
は
屋
根
の
下
に

そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
一
方
、
蔵
や
長
屋
門
な
ど

に
あ
っ
た
も
の
は
谷
中
に
散
乱
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
ら
を

◉ 
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー

そ
の
年
の
一
一
月
ま
で
か
け
て
拾
っ
た
。
拾
っ
た
モ
ノ
は
建
材
や
破

片
も
含
め
て
総
計
一
九・五
〇
〇
点
あ
ま
り
に
の
ぼ
っ
た
。

　

拾
っ
た
モ
ノ
は
当
初
、
リ
ア
ス
・
ア
ー
ク
美
術
館
に
運
び
込
ん
で

館
内
の
資
料
に
影
響
し
な
い
場
所
で
保
管
し
て
い
た
が
、
気
温
が
高

く
な
る
に
つ
れ
て
劣
化
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
国
立
民
族
学
博
物

館
の
日
高
真
吾
氏
の
チ
ー
ム
に
指
導
を
仰
い
で
、
カ
ビ
や
ほ
こ
り
、

塩
分
な
ど
を
落
と
す
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
を
は
じ
め
た
。
同
年
一
〇

月
に
美
術
館
が
再
オ
ー
プ
ン
の
準
備
を
進
め
た
時
点
で
、
作
業
場
を

気
仙
沼
市
内
の
旧
月
立
中
学
校
に
移
動
し
た
。
そ
の
後
、
現
在
に
至

る
ま
で
旧
月
立
中
学
校
校
舎
に
て
、
資
料
の
整
理
や
修
復
、
管
理
の

作
業
を
続
け
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
作
業
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
気
仙
沼
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
す
る
一
般
市
民
の
方
々
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の

方
は
博
物
館
に
勤
め
た
経
験
も
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
の

な
か
で
培
っ
た
経
験
を
活
か
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
を
出
し
あ
っ

て
作
業
を
進
め
て
く
だ
さ
っ
た
。
実
際
、
歴
博
の
職
員
は
役
割
と
し

て
は
指
導
す
る
立
場
だ
っ
た
が
、
作
業
を
通
じ
て
モ
ノ
の
特
性
や
資

料
整
理
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
わ
っ
た
。
ま

た
私
た
ち
が
興
味
を
持
ち
そ
う
な
箇
所
に
印
を
つ
け
て
お
い
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
。
そ
う
や
っ
て
整
理
さ
れ
た
資
料
の
一

つ
が
、
今
回
紹
介
す
る
「
尾
形
栄
一
日
記
」
で
あ
る
。

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
よ
る
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー

尾
形
栄
一
日
記
の
概
要

様
子
が
記
さ
れ
て
い

た
た
め
、
ほ
か
の
資

料
の
記
録
化
作
業
と

切
り
離
し
、
歴
博
の

職
員
が
内
容
の
確
認

と
保
存
方
法
を
検
討

し
た
。

　

こ
の
日
記
は
、
現

当
主
、
尾
形
健
氏
の

オ
ジ
（FB

）
に
あ

た
る
尾
形
栄
一
氏
が

記
し
た
も
の
で
あ

る
。
栄
一
氏
は
、
健

氏
の
父
、
忠
行
氏
の
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⑵ 

家
族
・
親
族

　

こ
れ
ら
の
生
業
と
密
接
に
関
連
し
て
登
場
す
る
の
が
、
家
族
・
親

族
や
地
縁
関
係
の
つ
な
が
り
で
あ
る
。
日
記
に
は
、
生
業
や
家
業
の

「
手
伝
い
」
に
く
る
地
縁
、
血
縁
に
連
な
る
人
び
と
が
頻
繁
に
登
場

す
る
。
す
で
に
記
し
た
よ
う
に
オ
オ
イ
に
は
、
小
々
汐
の
な
か
で
も

イ
チ
シ
ン
ル
イ
と
位
置
付
け
ら
れ
る
家
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
の
家

は
、
生
業
の
手
伝
い
は
も
ち
ろ
ん
、
季
節
の
節
目
に
行
わ
れ
る
年
中

行
事
や
衣
食
住
で
も
オ
オ
イ
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
。

仕
事
の
種
類
に
よ
っ
て「
〜
の
オ
ド
ヤ（
父
）」や「
〜
の
オ
ガ
ヤ（
母
）」

の
よ
う
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ご
と
の
差
異
も
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

⑶ 

衣
食
住

　

衣
食
住
の
な
か
で
も
っ
と
も
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
食
」
の

分
野
で
あ
る
。
な
か
で
も
頻
繁
に
登
場
す
る
の
は
、
様
々
な
儀
礼
食

に
用
い
ら
れ
る
餅
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
ト
ロ
ロ
や
小
麦
粉
を
焦
が

し
た
コ
ウ
セ
ン
な
ど
、
季
節
ご
と
に
特
徴
的
な
食
事
が
記
さ
れ
て
い

る
。「
住
」
の
数
は
多
く
は
な
い
が
、
年
末
や
来
客
に
対
応
し
た
掃

除
の
際
に
オ
ク
や
デ
イ
と
い
っ
た
部
屋
の
名
称
が
記
さ
れ
る
。ま
た
、

庭
や
蔵
な
ど
を
含
め
た
労
働
作
業
の
場
所
に
つ
い
て
も
記
録
さ
れ
て

い
る
。
日
常
的
な
衣
料
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
は

少
な
い
。
そ
れ
で
も
、
街
で
購
入
し
て
き
た
帽
子
や
靴
に
つ
い
て
は

記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
大
津
波
の
際
に
も
、
自
ら
の
衣
装

に
つ
い
て
の
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑷ 

年
中
行
事
　

　

年
中
行
事
は
、
こ
の
日
記
の
な
か
で
頻
繁
に
記
述
さ
れ
る
。
と
り

わ
け
、
正
月
と
盆
前
後
の
行
事
が
集
中
す
る
時
期
に
は
、
簡
潔
で
は

あ
る
が
、様
々
な
行
事
が
執
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

桃
の
節
句
や
端
午
の
節
句
、
あ
る
い
は
七
夕
に
つ
い
て
の
記
述
も
み

ら
れ
る
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
稿
に
お
い
て
、
随

時
、
紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

⑸ 

人
生
儀
礼

　

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
節
目
に
行
な
わ
れ
る
人
生
儀
礼
に
つ
い
て
も
、

日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
関
心
を
ひ
く
の
は
、
一
九
三
二

年
の
祖
父
貞
七
氏
の
臨
終
か
ら
葬
儀
、
さ
ら
に
四
十
九
日
ま
で
の
行

事
が
、
記
録
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
、
尾
形
家
の
親
族
の

に
日
々
の
天
気
や
起

床
と
就
寝
時
間
、
一

日
の
勉
強
や
仕
事
と

そ
こ
に
関
わ
っ
た
人

び
と
の
名
前
が
羅
列

さ
れ
て
い
る
よ
う
に	

み
え
る
。
し
か
し
日

記
の
端
々
か
ら
は
、

当
時
の
尾
形
家
が
従

事
し
て
い
た
生
業
の

様
子
や
行
事
の
姿
を

多
角
的
に
読
み
と
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
ら
の
日
記
の
記
述

と
も
な
う
〆
粕
作
り
の
作
業
が
繰
り
返
し
記
録
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

海
苔
と
と
も
に
牡カ

キ蠣
も
養
殖
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
作
業
の
多
く
は
、
小
々
汐
の
同
族
と
の
共
同
作
業
を
前
提
と
し
て

お
り
、
ど
の
よ
う
な
立
場
の
人
が
ど
の
よ
う
な
作
業
に
従
事
し
て
い

た
の
か
を
検
証
す
る
糸
口
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
興
味
深
い
の
は
、
現
金
収
入
と
は
直
結
し
な
い
海
で
の

活
動
が
、
幾
度
も
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
主
に
栄
一

氏
本
人
と
そ
の
兄
弟
た
ち
、時
に
は
祖
母
や
妹
も
交
え
て
行
な
わ
れ
、

自
家
消
費
の
側
面
が
強
い
。
そ
の
意
味
で
は
マ
イ
ナ
ー
・
サ
ブ
シ
ス

テ
ン
ス
と
し
て
の
漁
や
採
集
活
動
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
ア
サ
リ
や
サ
ラ
貝
と
い
っ
た
貝
類
、タ
コ
や
ボ
ラ
、オ
オ
ガ
イ
（
ウ

グ
イ
）
の
釣
り
漁
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

栄
一
氏
は
漁
業
と
と
も
に
農
作
業
に
つ
い
て
も
、
定
期
的
に
記
し

て
い
る
。
当
時
、
尾
形
家
は
小
々
汐
内
だ
け
で
な
く
、
地
区
の
対
岸

の
気
仙
沼
市
田
中
前
や
神か
み
や
ま山
周
辺
の
土
地
で
水
田
を
つ
く
っ
て
い

た
。
田
中
前
は
も
ち
ろ
ん
、
神
山
、
崎さ
き
や
ま山
な
ど
の
地
名
が
繰
り
返
し

出
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
田
仕
事
、
と
り
わ
け
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど

の
作
業
で
も
、
多
く
の
親
族
が
作
業
に
参
加
し
て
い
る
。
同
じ
よ
う

な
共
同
作
業
は
、
麦
の
刈
り
入
れ
や
豆
の
収
穫
で
も
み
ら
れ
る
。
こ

の
他
、
大
根
、
豆
類
、
ジ
ュ
ウ
ネ
ン
（
エ
ゴ
マ
）、
カ
ラ
イ
モ
（
ジ
ャ

ガ
イ
モ
）
な
ど
の
畑
仕
事
の
様
子
も
確
認
で
き
る
。

1933（昭和8）年日記表紙
OEI33-0

を
整
理
し
、
ま
と
め
て
い
く
こ
と
で
、
民
俗
誌
的
に
も
き

わ
め
て
重
要
な
資
料
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
た
。そ
れ
ら
を
い
く
つ
か
の
項
目
に
分
け
て
説
明
す
る
。

⑴ 

生
業

　

日
記
に
は
生
業
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
漁
業
と
農
業
に

つ
い
て
の
記
述
が
目
立
つ
。
ま
ず
漁
業
で
は
、
栄
一
氏
が

主
に
関
わ
っ
た
作
業
と
し
て
、
海の
り
よ
う
し
ょ
く

苔
養
殖
と
イ
ワ
シ
漁
に

尾
形
栄
一
日
記
の
概
要

尾
形
栄
一
日
記
の
概
要

後年の尾形栄一氏
（尾形栄樹氏提供）
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本
報
告
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
「
尾
形
栄
一
日
記
」
を
中
心

に
オ
オ
イ
の
年
中
行
事
を
紹
介
す
る
。
そ
こ
か
ら
昭
和
初
年
の
年
中

行
事
の
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
位
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
基
本
的

な
目
的
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
本
報
告
で
は
、
オ
オ
イ
に
お
け
る
年

中
行
事
の
時
系
列
的
な
変
化
の
過
程
を
、
い
く
つ
か
の
文
献
資
料
と

聞
き
取
り
に
よ
る
資
料
を
通
じ
て
整
理
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

戦
後
の
資
料
と
し
て
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
終
わ
り
に
に
竹
内
利

美
が
行
っ
た
漁
村
調
査
の
報
告
書
『
漁
村
と
新
生
活—

気
仙
沼
湾
地

区
基
礎
調
査—

』
が
あ
る
（
資
料
①
）。
こ
の
報
告
書
は
、
小
々
汐

を
含
め
た
四
ヶ
浜
漁
村
の
社
会
形
態
を
報
告
し
て
い
る
。
地
域
に
お

け
る
オ
オ
イ
の
存
在
の
重
要
性
に
注
目
し
て
お
り
、
そ
の
社
会
的
役

割
や
年
中
行
事
、
宗
教
儀
礼
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
報
告
は
、
あ
ま
り
詳
細
と
は
い
え
な
い
が
、
他
地
域
と
の
比
較
の

上
で
は
参
考
に
な
る
記
述
が
多
い
。

	 　

次
に
『
三
陸
沿
岸
の
漁
業
と
漁
業
習
俗
』
の
な
か
の
「
宮
城
県

気
仙
沼
市
四
ヶ
浜
」
の
章
に
も
、
小
々
汐
を
は
じ
め
と
す
る
四
ヶ
浜

の
漁
業
と
生
活
習
俗
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
報
告
書
は
、

生
業
を
中
心
に
記
録
し
て
い
る
が
、
幾
つ
か
の
記
述
に
は
、
小
々
汐

の
年
中
行
事
に
関
連
す
る
記
述
も
み
ら
れ
る
た
め
、
適
宜
、
参
照
す

◉ 

そ
の
他
の
参
照
資
料
に
つ
い
て

る
こ
と
に
し
た
い
（
資
料
②
）。
同
様
に
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年

に
発
刊
さ
れ
た
気
仙
沼
市
史
の
民
俗
編
に
つ
い
て
も
、
他
地
域
と
の

比
較
事
例
の
際
に
は
、
随
時
、
参
照
し
て
い
く
（
資
料
③
）。

　

最
後
に
二
〇
一
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
オ
オ
イ
の
第
一
別
家
（
分

家
）
の
仁
屋
の
年
中
行
事
と
そ
こ
で
撮
影
さ
れ
た
当
時
の
画
像
資

料
を
参
照
す
る
（
資
料
④
）。
そ
こ
で
紹
介
す
る
資
料
の
多
く
は
、

一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
の
は
じ
め
に
市
史
の
著
者
の
一
人
で

あ
る
川
島
秀
一
が
収
集
し
た
事
例
報
告
で
あ
る
。
こ
の
報
告
書
は
、

仁
屋
の
事
例
が
中
心
と
な
る
が
、
季
節
の
節
目
と
な
る
行
事
で
は
、

し
ば
し
ば
仁
屋
の
当
主
が
オ
オ
イ
に
赴
い
て
行
事
を
手
伝
っ
た
り
、

指
導
し
た
り
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
事
例
は
、
こ
の
時
期
の
オ
オ
イ

の
行
事
を
知
る
貴
重
な
資
料
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
記
述
や
画
像

資
料
に
端
を
発
し
な
が
ら
、
川
島
本
人
か
ら
も
、
い
く
つ
か
の
補
足

事
例
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
こ
の
ほ
か
に
、
震
災
前
後
の
モ

ノ
グ
ラ
フ
と
し
て
、
小
池
淳
一
の
年
中
行
事
の
報
告
、
梅
屋
潔
を
中

心
と
す
る
気
仙
沼
の
無
形
文
化
財
に
関
す
る
調
査
報
告
も
適
宜
、
参

照
し
て
い
る
［
相
沢
他　

二
〇
一
三
、
梅
屋　

二
〇
一
四
］。

　

ま
た
、
震
災
以
前
に
行
わ
れ
た
聞
き
取
り
調
査
の
報
告
も
行
わ
れ

て
い
る
［
小
池　

二
〇
一
三
］。
こ
の
報
告
と
合
わ
せ
て
、
震
災
以

後
に
編
者
た
ち
が
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
資
料
に
つ
い
て
も

紹
介
し
て
い
く
。

婚
姻
に
関
す
る
記
録
も
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
出
産
の
記
事
さ
え
記
さ

れ
て
い
る
。

　

い
わ
ゆ
る
冠
婚
葬
祭
は
、
年
中
行
事
に
比
し
て
特
別
な
出
来
事
と

意
識
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
け
れ
ど
も
、
二
年
間
と
い
う
限
定
さ
れ

た
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
縁
・
血
縁
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が

り
の
な
か
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
何
ら
か
の
人
生
儀
礼
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

⑹ 

民
俗
信
仰

　

民
俗
信
仰
も
ま
た
、
家
族
・
親
族
や
年
中
行
事
と
密
接
に
結
び
つ

い
て
お
り
、
日
記
の
端
々
に
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
あ
た
る
記
述
が
み

ら
れ
る
。
日
記
の
な
か
に
は
、
一
家
の
ほ
ぼ
全
員
、
あ
る
い
は
家
族

の
一
部
が
檀だ
ん
か
で
ら

家
寺
に
参
っ
た
記
事
や
エ
ビ
ス
講
、
あ
る
い
は
金
比
羅

様
、天て
ん
の
う王
様
、明
み
ょ
う
じ
ん神
様
な
ど
、小
々
汐
地
区
で
お
祀
り
し
て
い
る
様
々

な
小
祠
に
対
す
る
信
仰
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
家
の
神

で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
集
落
の
神
で
も
あ
っ
た
オ
シ
ラ
様
に
つ
い
て

の
言
及
も
あ
り
、
口
寄
せ
と
思
わ
れ
る
記
述
も
残
さ
れ
て
い
る
。
残

念
な
点
は
、
他
の
行
事
や
儀
礼
と
同
様
に
各
々
の
信
仰
の
内
容
に
踏

み
こ
ん
だ
記
述
は
、
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

		

こ
の
よ
う
に
「
日
記
」
に
は
民
俗
学
が
テ
ー
マ
と
す
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。こ
れ
ら
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
だ
け
で
も
、

十
分
に
興
味
深
い
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

日
記
に
記
さ
れ
た
内
容
は
、
こ
の
よ
う
な
記
述
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
民
俗
学
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
加
え
て
、
近
代
以
後

に
新
た
に
も
た
ら
さ
れ
た
生
活
環
境
や
社
会
的
な
制
度
に
つ
い
て
の

記
述
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
一
つ
は
、
栄
一
氏
が
通
う
学
校
で
の
生
活
、
す
な
わ
ち
「
近

代
教
育
」
に
関
連
す
る
記
述
で
あ
る
。
当
時
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て

学
校
生
活
は
、
家
や
地
域
に
お
け
る
他
の
様
々
な
活
動
と
も
密
接
に

結
び
つ
い
て
い
た
。
栄
一
氏
が
盛
ん
に
と
り
あ
げ
る
ス
ポ
ー
ツ
（
野

球
、
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
ピ
ン
ポ
ン
、
バ
レ
ー
な
ど
）
は
、
学
校
教
育

の
な
か
で
体
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
季
節
の
節
目
で
行
わ

れ
る
運
動
会
や
学
芸
会
は
、
学
校
行
事
に
留
ま
ら
ず
、
父
兄
を
含
め

た
村
や
地
域
の
催
し
、
言
い
換
え
れ
ば
新
た
な
年
中
行
事
と
し
て
定

着
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　

こ
の
他
に
も
徴
兵
や
教
練
な
ど
の
文
脈
で
登
場
す
る
「
軍
隊
」
に

関
わ
る
記
載
、蓄ち
く
お
ん
き

音
機
や
映
画
と
い
っ
た
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
の
存
在
、

汽
車
や
自
動
車
な
ど
の
交
通
手
段
の
発
達
な
ど
、
日
記
の
中
に
は
、

当
時
の
地
域
社
会
の
変
容
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
昭
和
初
年
の
小
々
汐
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
の
状
況

を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
こ
の
「
尾
形
栄
一
日
記
」
は
、
多

面
的
な
検
証
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

尾
形
栄
一
日
記
の
概
要

そ
の
他
の
参
照
資
料
に
つ
い
て
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本
報
告
の
構
成
と
解
題
に
お
い
て
気
を
配
っ
た
の
は
、
資
料
の
時

系
列
と
そ
れ
ら
を
再
統
合
す
る
編
集
者
の
視
点
の
差
異
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
複
数
の
資
料
の
記
述
や
調
査
者
の
視
点
を
混
同
さ
せ
た

り
、
時
系
列
を
乱
し
た
解
釈
の
挿
入
を
行
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
気

を
配
っ
た
。

　

時
系
列
的
に
事
例
を
配
し
て
い
く
と
、
ど
う
し
て
も
過
去
の
事
例

を
現
在
の
視
点
か
ら
再
構
成
し
が
ち
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
あ
た
か

も
現
状
の
視
点
を
全
一
的
な
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
多
く
な

る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
視
点
を
完
全
に
排
除
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。
複
数
の
視
点
か
ら
編
集
が
行
わ
れ
た
と
し
て

も
、
資
料
の
選
択
や
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
上
で
の
配
置
、
資
料
紹
介
の
ア

ク
セ
ン
ト
の
置
き
方
な
ど
で
、
編
者
の
視
点
や
解
釈
は
含
み
こ
ま
ざ

る
を
得
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
入
れ
子
状
の
解
釈
は
避
け
ら
れ
な
い
に
せ
よ
、
そ
の

枠
組
み
が
な
る
べ
く
判
別
で
き
る
よ
う
に
資
料
を
配
列
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
。
そ
の
た
め
、
各
々
の
時
代
の
資
料
か
ら
客
体
化
さ
れ
る

情
報
に
は
、
で
き
る
だ
け
事
後
的
な
解
釈
や
説
明
を
付
加
し
な
い
よ

う
に
心
が
け
た
。
一
つ
の
行
事
に
つ
い
て
の
記
述
が
断
片
的
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
ら
の
情
報
の
形
態
と
内
容
を
重
視
し
な
が
ら
解
題
を

行
っ
て
い
っ
た
。
煩
雑
な
記
述
に
な
っ
た
部
分
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら

は
各
々
の
資
料
の
様
相
を
重
視
し
た
編
集
の
結
果
で
あ
る
。

　

た
だ
、
最
も
古
い
日
記
資
料
の
解
題
の
段
階
で
、
あ
ら
か
じ
め
付

与
し
た
情
報
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
、
同
時
代
の
言
語
的
な
情
報

の
補
完
で
あ
る
。日
記
中
の
行
事
や
そ
の
内
実
に
つ
い
て
の
言
葉
が
、

主
に
音
韻
的
に
今
日
の
記
述
と
ズ
レ
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
ら
を
共
通

の
事
例
、
な
い
し
は
範
疇
と
し
て
同
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
日
記
で
登
場
す
る
「
モ
ド
ツ
」
や
「
ウ
シ
ヌ
グ
イ
」
は
、
現
在

で
は
、「
モ
ト
ヅ
」、「
オ
シ
ノ
グ
イ
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
て
い
る
。
日
記
に
登
場
す
る
も
の
が
文
字
だ
け
の
場
合
、
あ

る
い
は
特
定
の
行
為
し
か
記
録
し
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
形
式
に

連
続
性
が
見
ら
れ
る
と
判
断
で
き
る
範
囲
内
で
補
足
的
な
説
明
も
行

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
当
時
の
社
会
的
、
地
理
的
な
情
報
に
つ
い
て
も
こ
の
段
階

で
補
足
し
て
い
る
。
地
理
的
な
情
報
と
し
て
、
地
名
や
地
名
に
よ
っ

て
資
料
上
で
意
味
さ
れ
る
家
名
や
人
名
を
付
与
し
て
い
る
。
さ
ら
に

日
記
の
読
解
の
な
か
で
明
ら
か
に
な
っ
た
意
味
の
不
明
瞭
な
言
葉
に

つ
い
て
も
、
注
解
を
記
す
こ
と
に
し
た
。
そ
の
多
く
は
、
日
記
の
著

者
に
と
っ
て
は
常
識
と
し
て
省
略
さ
れ
た
り
、
独
特
の
言
い
回
し
で

表
記
さ
れ
た
り
す
る
言
葉
で
あ
る
。
例
え
ば「
少
倶
」あ
る
い
は「
小

ク
」
と
い
う
表
現
が
日
記
に
は
登
場
す
る
。
前
後
の
文
脈
や
日
記
の

他
の
箇
所
の
表
現
か
ら
、
当
時
、
子
供
達
に
人
気
の
あ
っ
た
娯
楽
雑

誌
、『
少
年
倶
楽
部
』
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
あ
る
い
は
、「
た

ん
が
」
と
言
う
表
現
が
、
遊
び
の
場
面
に
登
場
す
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
は
は
桶
を
固
定
す
る
「
タ
ガ
」
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
タ
ガ
を
回

す
遊
び
が
当
時
か
ら
、
近
年
に
到
る
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、

他
の
資
料
や
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
わ
か
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
様
々
な
事
例
を
ど
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
く
の
か
、

あ
る
い
は
す
で
に
記
述
さ
れ
た
も
の
を
ど
の
よ
う
に
平
準
化
し
て
い

く
の
か
を
考
え
る
一
助
と
し
て
も
、
こ
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
活
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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献
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の
他
の
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に
つ
い
て
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の
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参
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つ
い
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1

２
・
4

２
・
5

２
・
8

２
・
9

２
・
10

２
・
11

２
・
14

新
暦

○
端
午
の
節
句

○
端
午
の
節
句

　

天
長
節

　

神
武
天
皇
祭

○
十
六
日
ま
ん
じ
ゅ
う

　

年
始

○
元
旦　

オ
シ
ノ
グ
イ　

お
か
ざ
り　

寺
参
り　

○
年
始

○
若
木
む
か
え

　

正
月　

年
始
（
ま
わ
る
）

○
お
参
り
（
お
天
王
様
）

　

ノ
ウ
ハ
タ
デ
（
準
備
）

○
ノ
ウ
ハ
タ
デ

　

ア
ワ
ボ
ヘ
イ
ボ

　

小
正
月　

ナ
マ
コ
ド
リ　

歌
い
込
み　

学
芸
会

○
お
寺
参
り

○
紀
元
節

○
エ
ビ
ス
講

日
記
に
記
さ
れ
た
行
事
名

12
・
11

12
・
12

12
・
28

12
・
30

10
・
10

9
・
8

9
・
16

8
・
4

8
・
15

7
・
6

6
・
14

6
・
15

1
・
6

1
・
7

1
・
23

1
・
25　

11
・
27

10
・
7

11
・
3

9
・
23　

10
・
4

8
・
27

8
・
4

8
・
5

○
ス
ス
ハ
キ
の
準
備

○
ス
ス
ハ
キ

○
二
八
日　

町
の
日　

○
松
迎
え　

町
に
買
い
物

　

金
比
羅
様
の
祭
礼　

神
楽

　

運
動
会
（
鹿
折
小
學
校
）（
中
止
）

　

明
治
節

○
彼
岸
の
中
日　

運
動
会

○
八
幡
様
の
祭
礼　

お
名
月
（
十
五
夜
）

　

お
墓
は
ら
い	

お
茶
た
て	

灯
籠
た
て

○
お
天
王
様
参
り　

夜
籠
り　

こ
う
せ
ん

○
お
天
王
の
盛
り
日

表
① 
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
の
年
中
行
事

表
② 

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
の
年
中
行
事

○
印
は
、
本
文
で
資
料
紹
介
を
す
る
行
事
で
あ
る
。
な
お
両
年
共
に
一
二
月
の
行
事
は
、
日
記
に
お
け
る
年
度
初
め
の
記
録

を
表
の
最
後
に
記
載
し
て
い
る
。
新
暦
と
の
対
応
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
ま
と
め
方
を
採
用
し
た
。

日
付
の
太
字
の
方
が
準
拠
し
た
暦
を
示
す
。
こ
の
時
期
の
多
く
の
行
事
が
、
ま
だ
旧
暦
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
九
三
二・一
九
三
三
年
の
年
中
行
事

一
九
三
二・一
九
三
三
年
の
年
中
行
事
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６ ５ ４ ３ ２ １月

１14 518 8 ３16 1239 123571114151620 日　
　

六
月
ヒ
ト
エ

　
　

お
天
王
様

●
○
麦
打
ち

　
　

ご
節
句

●　

シ
ラ
ス
網
結
い

●　

お
田
植
え

　
　

お
十
八
夜

　
　

お
薬
師
様

●
○
田
打
ち

　
　

ご
節
句

　
　

農
ヅ
ラ
様

　
　

彼
岸
の
入
り

　
　

彼
岸
の
中
日

　
　

ツ
タ
コ
正
月

●　

旦
那
の
ダ
ラ
ヒ
キ

　
　

三
ガ
日

　
　

五
か
ん
日

　
　

七
草

　
　

農
ハ
ダ
デ

　
　

女
の
年
越
し

　
　

小
正
月

　
　

ヤ
イ
ド
の
正
月

行
事
名

柏
餅

染
め
餅(

蓬
餅)

農
ヅ
ラ
団
子

ボ
ダ
餅

餅(

魚
の
禁
忌)

御
飯

御
飯

御
飯

お
粥

餅(

お
雑
煮)

御
飯

御
飯

御
飯

七
草
粥

餅(

お
雑
煮)

松
納
め
粥

(
魚
の
禁
忌)

ヤ
イ
ド
粥

朝
食

春
コ
ウ
セ
ン

麦
オ
マ
マ
・
甘
カ
ユ

ア
ズ
キ
粥･

ハ
ッ
ト
ウ

オ
ダ
ノ
カ
ミ

草
餅
（
ゴ
ン
ボ
ッ
葉
餅
）

昼
食

麦
御
飯

お
田
植
え
魚

餅(
ア
ン
コ
餅)

田
打
ち
餅

(

魚
の
禁
忌)

御
飯
・
ア
ズ
キ

御
飯
・
ア
ズ
キ

御
飯
・
ア
ズ
キ

御
飯
・
ア
ズ
キ

ト
ロ
ロ
飯

ソ
バ

御
飯
・
ア
ズ
キ

御
飯
・
ア
ズ
キ

御
飯
・
ア
ズ
キ

御
飯
・
ア
ズ
キ

御
飯
・
ア
ズ
キ

御
飯
・
ア
ズ
キ

(

魚
の
禁
忌)

御
飯
・
ア
ズ
キ

夕
食

歯
が
た
め
餅

休
憩
に
赤
飯

シ
ョ
ウ
ブ
酒

休
憩
に
甘
カ
ユ
（
甘
酒
の
こ
と
）

一
升
餅
・
五
升
酒

ア
ズ
キ
の
饅
頭(

魚
の
禁
忌)

ア
サ
バ
ミ
（
朝
食
）
に
ア
ベ
カ
ワ
餅

ア
ズ
キ
粥
の
こ
と

ア
ズ
キ
粥
の
こ
と

備
考

表
③ 
小
々
汐
仁
屋
の
年
中
行
事
と
食
制

(

●
は
生
業
に
関
す
る
行
事
・
○
は
本
家
へ
行
っ
て
行
な
う
行
事)

12 11 10 ９ ８ ７

18102031 111524 20 161829 115 7131516　
　

カ
ッ
パ
ラ
イ
の
朔
日

　
　

権
現
様
の
年
越

　
　

お
大
黒
様

　

○
煤
掃
き

　
　

冬
至

　
　

お
年
越
し

　
　

厄
神
除
け

●　

油
し
め

　
　

オ
ダ
イ
シ
様

　
　

エ
ビ
ス
講

　
　

農
ヅ
ラ
様

　
　

お
十
八
夜

　
　

お
刈
り
上
げ

●
○
庭
払
い

　
　

彼
岸
の
入
り

　
　

彼
岸
の
中
日

　
　

八
朔
の
一
日

　
　

お
名
月
様

　
　

七
夕

　
　

盆
迎
え

　
　

お
盆

　
　

送
り
盆

農
ヅ
ラ
団
子

(

魚
の
禁
忌)

ボ
タ
餅

餅(

魚
の
禁
忌)

赤
飯(

魚
の
禁
忌)

セ
ナ
カ
デ
バ
ッ
ト
ウ

(

魚
の
禁
忌)

お
粥

餅(

ア
ン
コ
餅)

ケ
ン
チ
ン
ダ
ン
ス

豆オ
オ
ギ
リ
餅
・
豆

カ
ボ
チ
ャ
粥

御
飯

ヒ
ト
カ
タ
ケ
餅
（
亥
の
子
餅
）

油
し
め
団
子
（
ケ
ン
チ
ン
団
子
）

ア
ズ
キ
粥
・
団
子
（
果
報
団
子
）

ボ
タ
餅

ド
ン
コ
汁

餅(

ア
ン
コ
餅
）

餅(

ク
ル
ミ
餅)

餅(

ボ
タ
餅)

御
飯
・
ボ
ダ
餅

豆
・
栗
・
焼
米

御
飯

お
赤
飯
・
団
子

(

魚
の
禁
忌)

風
除
け
餅

休
憩
に
ザ
ッ
コ
（
煮
干
し
）
を
燻
し
て
食
べ
る

ア
ズ
キ
の
饅
頭

ズ
ン
ダ
餅

盆
棚
を
か
く
前
に
魚

ム
ル
ク
シ
団
子
（
モ
ロ
コ
シ
団
子
か
）

小
々
汐
仁
屋
の
年
中
行
事
と
食
制

小
々
汐
仁
屋
の
年
中
行
事
と
食
制
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◉ 
ス
ス
ハ
キ

一
月
二
十
三
日	

土
曜	

晴	

起
＝
七
時
十
分
前　

寝
＝
八
時
二
十
分

	 　

今
日
は
家
の
す
ゝ
は
き
⑴
で
す
朝
早
く
か
ら
外
の
家
の

	 　

人
が
来
て
居
ま
す
。
朝
は
か
な
り
早
か
っ
た
。

	 　

先
生
が
居
な
い
の
で
自
習
を
し
た
。
五
時
間
目
は

	 　

ボ
ー
ル
を
し
た
。
今
日
が
か
り
の
週
番
な
の
で
書
い
た
。

	 　

家
に
来
た
ら
外
の
人
た
ち
は
お
し
め
⑵
等
を
こ
し
ら
へ
て
居
た
。

	 　

庭
を
は
い
た
り
し
た
。
今
夜
は
す
ゝ
は
き
も
ち	

⑶
で
す

	 　

た
い
へ
ん
に
う
ま
い
の
で
た
く
さ
ん
に
食
べ
ま
し
た

	 　

夕
は
ん
が
す
ぎ
た
ら
鬼
う
つ
ま
め
⑷
を
ま
い
た
。

	 　

ま
め
を
た
べ
た
。
大
だ
し
⑸
に
大
ぜ
い
居
た
の
で
あ
そ
ぶ

	 　

ま
め
を
食
っ
て
ね
た
。

⑴
煤
掃
き
。
イ
チ
シ
ン
ル
イ
と
呼
ば
れ
る
親
族
が
集
ま
っ
て
オ
オ
イ
の
大
掃
除
を
行

う
。
⑵
正
月
に
飾
る
注
連
縄
を
さ
す
。
⑶
す
す
は
き
餅
。
⑷
鬼
う
つ
ま
め
、
こ
れ
ら

の
係
も
別
家
ご
と
に
決
ま
っ
て
い
た
。
⑸
小
々
汐
の
地
名
で
、
オ
オ
イ
の
家
の
向
か

い
の
広
場
か
ら
海
岸
部
周
辺
を
指
し
て
い
た
。

OEI32-06
旧暦　1931年12月16日
新暦　1932年1月23日　　

一
月
六
日	

金
曜	

雨	

起=

七
時

寝=

九
時

	 　

朝
よ
り
小
雨
は
ふ
っ
て
居
る
。

	 　

仕
事
も
出
来
な
い
。
明
日
は
す
ゝ
は
き
な
の
で
中
間
⑴

	 　

の
た
な
等
を
か
た
じ
け
る
。

	 　

机
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
出
し
た
が
こ
わ
し
た
。

　

	

夕
方
水
を
く
ん
で
ふ
ろ
を
た
て
る
。

	 　

僕
は
入
ら
ず
。
今
夜
よ
り
又
×
夜
學
。

一
月
七
日	

土
曜	

晴	

起=

七
時
寝=

十
時
半

	 　

今
日
は
家
で
は
す
ゝ
は
き
で
す
。

	 　

朝
早
く
よ
り
外
の
人
は
来
て
働
い
て
居
ま
す
。

	 　

僕
も
何
か
を
か
た
じ
け
た
り
す
る
。

	 　

晝
前
に
す
ゝ
は
き
の
分
は
終
る
。
神
だ
な
。

	 　

お
佛
だ
ん
等
も
は
ら
つ
た
。

	 　

學
校
を
終
っ
て
の
は
じ
め
の
す
ゝ
は
き
天
氣
に
め
ぐ
ま
る
。

	 　

す
ゝ
も
ち
を
は
ら
一
ぱ
い
食
べ
る
。

	 　

×　

夜
學
に
行
く
。
お
そ
く
ま
で
い
う
ぎ
を
す
る
。

　
　

⑴
神
棚
の
あ
る
部
屋
。
仏
壇
の
あ
る
部
屋
は
オ
カ
ミ
と
呼
ば
れ
る
。

OEI33-02
旧暦　1932年12月11,12日
新暦　1933年１月６,7日　　

ス
ス
ハ
キ

ス
ス
ハ
キ
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《
日
記
解
題
》

　

ス
ス
ハ
キ
は
平
た
く
言
え
ば
オ
オ
イ
の
大
掃
除
で
あ
る
。
こ
の
日

は
、
オ
オ
イ
の
イ
チ
シ
ン
ル
イ
と
呼
ば
れ
る
近
所
の
者
た
ち
が
集

ま
っ
て
く
る
。
彼
ら
の
作
業
を
始
め
る
前
の
日
に
、
あ
ら
か
じ
め
掃

除
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
栄
一
氏
は
、
彼
ら
の
こ
と
を

「
外
の
家
の
人
」
と
表
現
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
儀
礼

的
な
場
だ
け
で
な
く
、
農
業
や
漁
業
な
ど
の
日
常
的
な
労
働
の
場
に

も
頻ひ
ん
ぱ
ん繁

に
登
場
す
る
。

　

日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
彼
ら
の
作
業
と
し
て
、
ま
ず
、「
お
し
め

な
ど
を
こ
し
ら
」
え
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
注し
め
な
わ
連
縄
の
こ
と

を
指
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
掃
除
も
行
わ
れ
た
。
三
三
年
の
記
述

で
は
、
神
棚
や
仏
壇
な
ど
の
掃
除
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い

る
。
む
し
ろ
、
新
年
を
前
に
神
仏
に
関
わ
る
場
所
を
清
浄
に
す
る
こ

と
が
、
ス
ス
ハ
キ
の
重
要
な
目
的
の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

夜
に
な
る
と
「
す
ゝ
は
き
も
ち
」
を
食
べ
た
と
あ
る
。
名
前
が
つ

い
て
い
る
よ
う
に
、こ
の
日
は
モ
チ
を
つ
き
、食
べ
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
た
。
夕
食
後
に
は
、「
鬼
打
つ
豆
」が
ま
か
れ
た
。
こ
の
行
事
は
、

他
地
域
の
節
分
に
行
わ
れ
る
行
事
と
内
容
的
に
は
変
わ
ら
な
い
。　

《
資
料
》

　

資
料
①
で
は
「
煤
払
」、
資
料
②
で
は
「
ス
ス
ハ
ラ
イ
」
と
表
記

右　ススハキに用いるワラウチ石
　　1988.12　撮影	川島秀一
上　ススハキの作業
　　1988.12　撮影	川島秀一

このワラウチ石は津波によって行方不明と
なったが、約１年後に発見されることになる。

さ
れ
る
。「
特
定
の
六
軒
の
分
家
か
ら
男
女
各
一
名
が
参
集
。
男
は

ス
ス
ハ
ラ
イ
、
女
は
台
所
の
清
掃
に
当
る
。
終
了
し
て
〝
一
別
家
〟

の
も
の
が
豆
ま
き
を
す
る
」
と
あ
る
。
こ
の
記
述
に
あ
る
一い
ち
べ
っ
か

別
家
と

は
、
後
に
の
べ
る
仁に
ん
や屋

の
こ
と
で
あ
る
。

　

資
料
③
、
④
で
は
、「
煤
掃
き
」
と
表
記
さ
れ
る
。
資
料
④
に
よ

る
と
仁
屋
で
も
、自
分
の
家
で
使
う
注
連
縄
を
自
分
で
な
っ
て
い
た
。

た
だ
し
ワ
ラ
を
打
つ
時
に
、
椿
の
木
で
で
き
た
槌
を
使
っ
て
は
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
も
し
椿
で
打
つ
と
テ
ン
テ
ン
コ
ブ
シ
と
い
う

妖
怪
が
訪
れ
て
く
る
と
さ
れ
た
。

　

仁
屋
の
豆
ま
き
も
、
ス
ス
ハ
キ
の
夜
に
行
わ
れ
た
。
オ
ガ
ミ
か
ら

外
へ
向
か
っ
て
、「
天
打
ち
、
地
打
ち
、
四
方
打
ち
、
鬼
は
外
、
福

は
内
、
鬼
の
目
玉
ぶ
っ
潰
せ
」
と
三
回
唱
え
な
が
ら
豆
を
ま
く
。
そ

の
後
、マ
ス
に
入
っ
た
豆
を
、一
人
ひ
と
り
手
づ
か
み
で
食
べ
る
が
、

そ
の
時
に
年
の
数
よ
り
一
つ
多
い
数
に
当
た
る
と
、
縁
起
が
良
い
と

さ
れ
た
。《

聞
き
取
り
》

　

注
連
縄
を
作
る
際
に
は
、
炉
辺
の
そ
ば
の
土
間
に
埋
ま
っ

て
い
る
ワ
ラ
ウ
チ
石
を
用
い
た
。
こ
の
石
に
ワ
ラ
を
置
き
、

叩
い
て
よ
く
な
じ
ま
せ
て
か
ら
縄
を
な
っ
て
い
く
。
前
当
主

が
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
、
ス
ス
ハ
キ
に
イ
チ
シ
ン
ル
イ
を
呼

ぶ
こ
と
も
な
く
な
り
、
こ
の
作
業
も
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

震
災
前
ま
で
は
、
町
で
注
連
縄
を
購
入
し
て
い
た
。

　

ス
ス
ハ
キ
モ
チ
に
は
、
ア
ン
コ
モ
チ
と
お
雑
煮
を
食
べ
て

い
た
。
豆
ま
き
は
、
囲
炉
裏
で
大
豆
を
炒
っ
た
も
の
を
ま
い

た
。
豆
を
炒
る
係
は
新し
ん
や屋
の
主
人
が
担
当
し
、	

ま
く
係
は
仁

屋
の
主
人
が
担
っ
た
。

　

こ
の
日
に
別べ
っ
か家
の
長
老
に
よ
っ
て
、
尾
形
家
や
小
々
汐
に

ま
つ
わ
る
伝
説
が
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。　

上　ススハキの際、囲炉裏で豆殻を燃やす
　　1986.12　撮影	川島秀一
下　豆まきの豆を炒る
　　1986.12　撮影	川島秀一
　　この豆をまくのは仁屋の当主の係であった。

ス
ス
ハ
キ

ス
ス
ハ
キ
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◉ 
町
の
日

二
月
四
日	

木
曜	

雪	

起
＝
六
時
半
・
寝
＝
八
時
半

　

朝
早
く
家
を
出
た
。
今
日
は
二
十
八
日
で
町

　

の
日
で
す
。
家
か
ら
お
母
さ
ん
と
竹
代
あ
ね
さ
ん
が

　

行
つ
た
。
三
時
間
で
歸
っ
た
。
途
中
少
し
頭

　

が
い
た
か
つ
た
。
家
に
来
て
お
ひ
る
を
食
べ
た
。

　

町
お
ど
を
見
に
松
鼻
ま
で
見
に
行
っ
た
。

　

来
な
い
の
で
家
に
歸
る
。

　

雑
誌
を
讀
む
。
頭
が
い
た
い
。
町
お
ど
は
歸
っ
た
。

　

だ
い
し
や
う
を
も
ら
つ
て
来
た
。
お
み
や
げ
を

　

も
ら
つ
た
。
夕
は
ん
す
ぎ
に
頭
が
い
た
い
の
で
早

　

く
と
こ
に
つ
き
ま
し
た
。

一
月
二
十
三
日	

月
曜	

雨
後
晴	

起=

七
時
半　

寝=

九
時

　

今
朝
は
常
よ
り
朝
ね
ぼ
う
を
し
た
。

　

雪
は
大
へ
ん
に
つ
も
っ
て
居
る
。そ
れ
に
ど
し
く
ふ
っ
て
居
る
。

　

雪
は
ら
ひ
を
す
る
。
×
高
雄
あ
ん
こ
は
今
日
き
り

　

で
家
に
歸
る
と
い
ふ
の
で
あ
づ
き
め
し
等
を
た
く

　

朝
は
ん
を
食
べ
て
用
意
を
す
て
出
で
行
く
。

　

雪
は
ま
だ
は
れ
な
い
。
兄
さ
ん
と
こ
な
つ
き
を
す
る
。

　

う
で
は
い
た
く
な
つ
た
。
は
せ
の
雪
を
は
ら
ふ
。

　

雪
は
は
れ
た
。
表
の
雪
を
は
ら
っ
た
。
小
舟
も
は
ら
う
。　

OEI33-06
旧暦　1932年12月28日
新暦　1933年1月23日　　

OEI32-09
旧暦　1931年12月28日
新暦　1932年 2月4日　　

　

今
日
も
海
苔
取
り
に
出
た
。
六
七
十
枚
ば
か
り
と
る
。

　

今
日
は
旧
の
二
十
八
日
で
町
の
日
だ
。
外
で
は
皆
行
く
。

　

家
で
は
ひ
み
じ
⑴
は
悪
い
の
で
行
か
な
い
。
今
夜
よ
り
夜
學
終
る
。

　

⑴
「
ひ
み
じ
」
は
、
日
が
悪
い
と
い
っ
た
意
味
で
、
家
を
出
る
の
を
控
え
る
表
現
か
。

《
日
記
解
題
》

　

町
の
日
は
、
旧
の
一
二
月
二
十
八
日
と
さ
れ
る
。
こ
の
日
は
、
町

で
正
月
に
入
用
な
も
の
を
購
入
す
る
日
と
さ
れ
て
い
た
。
三
二
年
の

記
述
で
町
に
出
か
け
た
家
族
が
、「
お
母
さ
ん
と
竹
代
あ
ね
さ
ん
」

で
あ
る
と
記
し
て
い
る
部
分
は
、
後
の
オ
オ
イ
か
ら
の
聞
き
取
り
と

符
合
す
る
。

《
資
料
》

　

他
の
資
料
で
は
、
市
史
の
一
般
的
な
記
述
を
の
ぞ
く
と
、「
町
の

日
」
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
資
料
④
の
仁
屋
で

は
、
オ
ミ
ダ
サ
マ
の
箕
を
こ
の
日
に
町
で
購
入
し
て
い
た
と
あ
る
。

《
聞
き
取
り
》

　

新
暦
で
も
二
八
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
の
間
、
内
湾
地
区
の
港
付
近

に
気
仙
沼
市
内
の
新
城
、所
沢
と
い
っ
た
山
間
部
の
主
婦
が
注
連
縄
、

松
、
南
天
な
ど
を
売
る
店
を
出
す
。
近
年
で
は
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で

も
、
ホ
シ
ノ
タ
マ
な
ど
と
一
緒
に
販
売
し
て
い
る
。

　

震
災
前
ま
で
は
、
オ
オ
イ
で
も
町
に
正
月
関
係
の
品
物
を
買
い
に

行
く
日
と
さ
れ
た
。
町
の
日
に
は
基
本
的
に
は
二
人
で
買
い
物
に
い

く
。
ま
ず
、新
年
に
オ
シ
ラ
様
に
被
せ
る
布
で
あ
る
オ
セ
ツ
を
買
う
。

購
入
す
る
の
は
、
七
二
×
一
五
セ
ン
チ
で
、
主
に
赤
い
生
地
の
布
を

選
ん
で
買
っ
て
い
た
。
同
じ
店
で
は
、
新
年
の
挨
拶
用
の
お
し
ぼ
り

も
購
入
す
る
。
震
災
前
は
一
二
セ
ッ
ト
を
購
入
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
お
年
神
様
に
そ
な
え
る
お
箸
や
椀
、
茶
碗
な
ど
も
購
入
す

る
。
か
つ
て
は
、
若
水
用
の
バ
ケ
ツ
と
柄ひ
し
ゃ
く杓

も
買
っ
て
い
た
が
、
震

災
以
前
か
ら
、
す
で
に
買
わ
な
く
な
っ
て
い
た
。
仏
壇
に
飾
る
花
も

買
っ
て
い
る
。
な
お
幣
束
や
水み
ず
ひ
き引
は
鹿
折
の
八
幡
神
社
か
ら
購
入
し

て
い
る
。

町
の
日

町
の
日
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◉ 
年
越
し

二
月
五
日	

金
曜
日	

晴	

起
＝
六
時
五
十
分　

寝
＝
九
時
十
分

　

朝
行
く
途
中
竹
治
お
ぢ
さ
ん
の
家
に
半
を　

　

持
つ
て
行
く
。
今
日
は
旧
の
年
こ
し
な
の
で
い
そ

　

が
し
い
の
で
二
時
間
し
た
。

　

家
に
来
て
非
常
に
い
そ
が
し
い
の
で

　

木
を
入
れ
た
り
庭
を
は
い
た
り

　

戸
を
し
め
た
り
代
へ
う
⑴
を
は
っ
た
り

　

ほ
し
の
た
ま
⑵
を
は
っ
た
り
し
た
。

　

お
せ
い
ぼ
⑶
の
人
だ
ち
は
く
る
の
で
早
く
飯
を

　

食
ふ
。
お
そ
く
ね
た
。

一
月
二
十
五
日	

水
曜
日	

晴	

起
＝
六
時
半
寝
九
時
二
十
分

　

朝
か
ら
天
氣
が
よ
い
。
家
で
は
今
日
正
月
の
町
に

　

行
く
そ
う
だ
。
便
船
を
た
づ
ね
た
か
な
い
。

　

や
う
く
新
屋
の
船
で
お
母
さ
ん
一
人
は
行
く
。

　

お
ば
あ
さ
ん
は
海
苔
×
×
し
き
で
僕
等
は
の
り
ほ
す
だ
。　

　

大
へ
ん
に
い
そ
が
し
い
。僕
の
取
っ
た
の
が
二
百
十
一
枚
あ
っ
た
。

　

晝
す
ぎ
に
お
母
さ
ん
は
来
る
。
知
行
み
ゑ
子
の
長
く
つ
を
買
っ
て
来
た
。

　

お
松
⑷
を
仁
屋
の
お
ど
や
を
た
の
ん
で
む
か
い
た
。

　

今
夜
も
餅
つ
き
を
す
る
。
四
う
す
。

OE33-06
旧暦	1932年12月29日
新暦	1933年１月25日　　

OE32-09
旧暦	1931年12月29日
新暦	1932年 2月5日　　

⑴
「
代
へ
う
」
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
⑵
ほ
し
の
た
ま
は

正
月
の
紙
飾
り
で
、
五
枚
や
七
枚
一
組
の
こ
と
が
多
い
。

現
在
で
は
市
販
さ
れ
て
い
る
。
⑶
お
せ
い
ぼ
と
い
う
表
現

が
何
度
か
出
て
く
る
。
⑷
正
月
の
松
飾
り
に
用
い
る
松
の

こ
と
。

《
日
記
解
題
》

　

年
越
し
の
記
録
は
、
後
述
す
る
聞
き
取
り

と
参
与
観
察
の
内
容
に
比
べ
て
簡
潔
で
あ
る
。

三
二
年
に
は
、
木
入
れ
や
掃
除
の
他
に
「
代
へ

う
」、「
ほ
し
の
た
ま
」
を
貼
る
作
業
に
従
事
し

て
い
る
。
こ
の
他
に
、「
お
せ
い
ぼ
の
人
だ
ち
」

が
く
る
の
で
、
夕
食
を
早
く
食
べ
た
と
あ
る
。

こ
の
暮
れ
の
慣
行
に
つ
い
て
は
、
戦
後
早
い
時

期
の
記
録
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

翌
年
は
、
行
事
の
日
程
が
一
日
ず
れ
て
お

り
、
本
来
の
行
事
と
は
、
異
な
る
行
事
が
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
年
は
、
こ
の
日
に
町
に
買
い

物
で
行
く
が
、
そ
の
時
も
、
通
常
二
人
で
行
く

買
い
物
に
栄
一
氏
の
母
親
が
一
人
で
向
か
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
か
な
り
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
形

ホシノタマの展示（国立歴史民俗博物館）　2016.1.21		撮影	川村清志

オカミの幣束
2010.12.31
撮影	勝田徹

囲炉裏端の幣束
2010.12.31
撮影	勝田徹
囲炉裏の幣束は12
本置かれるが、閏年
（かつては旧暦の閏
月のある年）は13
本用意される。

年
越
し

年
越
し
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式
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
生

業
に
さ
か
れ
る
人
手
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
、
仕

方
の
な
い
判
断
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

三
三
年
に
は
「
お
松
を
仁
屋
の
お
ど
や
を
た

の
ん
で
む
か
い
た
」
と
あ
る
。
こ
の
松
は
、
後

述
す
る
よ
う
に
正
月
の
松
飾
り
に
用
い
る
松
や

注
連
縄
に
結
わ
え
る
松
の
枝
先
、
あ
る
い
は
明

神
様
や
金
比
羅
様
と
い
っ
た
小
々
汐
の
神
様
に

供
え
る
松
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ち
な
み
に
三
三
年
の
元
旦
に
行
わ
れ
た
「
年

越
し
の
作
業
」
で
は
、「
う
し
ぬ
ぐ
い
の
か
わ

を
と
る
」と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の「
う

し
ぬ
ぐ
い
」
と
い
う
表
記
の
内
容
は
、
市
史
な

ど
で
は
、「
オ
シ
ノ
グ
イ
」
と
記
述
さ
れ
る
も

の
に
相
当
す
る
。
こ
の
行
事
に
は
、
松
の
若
木

の
幹
も
用
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
素
材
を
頼
ん

だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　《

資
料
》

　

資
料
①
で
は
、旧
暦
の
一
二
月
三
〇
日
を「
御

歳
暮
」
と
記
し
て
い
る
。「
集
落
内
各
戸
の
男

上　　仁屋のオシノグイ
　　　1992.1.2		撮影	川島秀一
右上　オオイの松飾り
　　　2009.12.31		撮影	勝田徹　
右下　当主による松飾りの準備　
　　　2009.12.31		撮影	勝田徹　　
　　　オオイでも戦前はオシノグイを作って松飾
　　　りを作ったが、後には縁側の柱に一ヶ所、松
　　　飾りを行うようになった。小正月やそれ以
　　　後の飾りも同様である。性

が
暮
の
挨
拶
に
参
集
。贈
答
が
あ
る
。こ
れ
以
前
に
、

特
定
分
家
が
寄
り
、
男
性
は
シ
メ
つ
く
り
、
女
は
餅
つ

き
を
し
、そ
の
飾
付
も
特
定
分
家
二
戸
の
分
担
で
あ
る
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

資
料
④
に
よ
る
と
、
仁
屋
で
は
一
九
九
〇
年
代
ま
で

オ
シ
ノ
グ
イ
を
建
て
て
い
た
。
皮
を
取
っ
て
白
木
に
し

た
松
の
木
を
二
本
、
神
棚
の
正
面
に
あ
た
る
庭
に
立
て

る
。
こ
の
木
に
松
の
枝
と
栗
の
枝
を
飾
り
、
白
木
の
間

に
ナ
ラ
の
木
を
添
え
た
う
え
で
、
注
連
縄
を
張
る
。
オ

シ
ノ
グ
イ
の
材
は
、
年
の
瀬
が
迫
っ
た
頃
に
山
か
ら
他

の
松
な
ど
と
と
も
に
切
り
だ
し
て
く
る
。
オ
シ
ノ
グ
イ

の
木
は
、正
月
が
済
む
と
イ
ナ
グ
イ
（
稲
杭
）
と
し
て
、

毎
年
二
本
ず
つ
補
給
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

正
月
の
飾
り
は
、こ
の
オ
シ
ノ
グ
イ
か
ら
始
ま
る
が
、

「
祝
い
こ
む
」
と
い
い
、
外
か
ら
家
の
中
へ
向
か
っ
て

飾
り
付
け
を
し
て
い
き
、
は
ず
す
と
き
は
、
逆
に
内
か

ら
外
へ
と
作
業
し
て
い
く
。
ま
た
、
正
月
の
門
松
は
、

ど
の
山
か
ら
迎
え
て
も
非
難
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
松
ぼ
ん
こ
（
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
）
の
つ
い
た
松
は
、

孫
が
生
ま
れ
る
と
行
っ
て
好
ま
れ
た
。

　

家
の
中
で
は
、お
年
神
と
オ
ミ
ダ
サ
マ
が
作
ら
れ
る
。

震災前の天王様の正月飾り
201012.30		撮影	勝田徹	
周囲の林は震災時の火災で延焼したため、2015
年には、全て切り倒された。

ミツミネ様の正月飾り
2010.12.30	
撮影	勝田徹
ミツミネ様（イワクラ
様）は、オクヤマイリの
南側の丘陵の中腹に位
置する。

震災後の年末のタクバへのお参りの様子
2013.12.30		撮影	川村清志
タクバの周辺は、道路建設の造成工事のために、完
全に失われた。

年
越
し

年
越
し
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お
年
神
は
松
の
木
の
皮
を
む
き
、
ホ
ウ
キ
の
よ
う
な
形
を
し

て
、
先
端
に
幣
束
を
五
本
挿
し
て
い
る
。

　

オ
ミ
ダ
マ
様
は
、
オ
ホ
ト
ケ
（
御
先
祖
様
）
を
正
月
三
ヶ

日
だ
け
は
神
様
と
し
て
祀
る
も
の
で
、
箕
の
上
に
ご
飯
、
小

豆
餅
と
白
い
餅
を
一
重
ね
ず
つ
と
、
串
柿
な
ど
を
の
せ
て

飾
っ
た
。
年
越
し
の
日
か
ら
四
日
ま
で
の
あ
い
だ
、
仏
壇
の

前
に
祀
ら
れ
る
。
オ
ミ
ダ
マ
様
は
、
ロ
ー
ソ
ク
を
上
げ
る
だ

け
で
、
線
香
は
た
か
な
い
。

　

ミ
ダ
マ
と
は
亡
く
な
っ
た
先
祖
の
霊
の
こ
と
で
、
三
ヶ
日

の
あ
い
だ
に
シ
ン
ル
イ
や
シ
ン
セ
キ
が
拝
み
に

く
る
。
オ
ミ
ダ
マ
さ
ま
に
上
げ
た
ご
飯
は
、
三

日
間
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
が
、
そ
の
他
の
供

え
物
は
後
で
お
ば
あ
さ
ん
が
い
た
だ
く
。

　

こ
の
他
に
、
仁
屋
で
は
、
カ
ケ
ノ
ヨ
、
ミ
ズ

の
餅
を
作
っ
た
り
、
漁
の
た
め
の
船
に
関
す
る

一
連
の
行
事
が
行
わ
れ
る
。

《
聞
き
取
り
》

　

松
飾
り　

三
〇
日
は
屋
外
の
神
々
に
松
飾
り

を
す
る
。
屋
敷
地
内
に
あ
る
明
神
様（
山
の
神
）

に
は
、
幣
束
を
立
て
る
。
ま
た
、
鳥
居
の
二
本

上：金比羅様の正月飾り
　　1980年代　撮影		川島秀一
左：震災後の金比羅様での祭礼
　　2014.11.23　撮影		尾形健

金比羅様の石碑も、震災の被害を受けたが、
2012年には、復旧の神事も行われている。

上　かつての明神社様
　　1992.12.31		撮影	勝田徹

かつてのお明神社は、林の中にひっそりと
佇んでいたことがわかる。

右　震災後の明神様の正月飾りの様子
　　2013.12.31	撮影	川村清志

お明神様周辺の林も、津波による塩害に
よって枯死したため、ほとんど切り倒され
た。現在、道路工事のために、お明神様の周
辺は、さらに変貌を遂げつつある。

の
柱
に
注
連
縄
を
通
し
、
松
の
枝
を
二
本
の
柱

に
結
わ
え
る
。
オ
ハ
ネ
リ
（
生
米
）
を
ま
い
て

か
ら
、
神
前
に
祈
り
を
捧
げ
る
。
金
比
羅
様
の

石
碑
、
オ
オ
イ
の
家
か
ら
は
向
か
い
に
位
置
す

る
入
山
の
山
腹
に
あ
る
イ
ワ
ク
ラ
様
（
磐
座
様

の
意
か
。
ミ
ツ
ミ
ネ
様
と
も
言
う
。
こ
ち
ら
に

は
鳥
居
は
な
い
の
で
、
近
く
に
あ
る
木
に
注
連

縄
を
張
る
。）、
元
の
屋
敷
跡
と
伝
え
ら
れ
る
タ

ク
バ
の
近
く
に
あ
る
天
王
様
で
も
同
様
の
所
作

を
行
う
。
ま
た
、
タ
ク
バ
の
屋
敷
地
に
あ
っ
た

井
戸
の
井
戸
神
様
（
場
所
不
分
明
）
に
も
幣
束

を
た
て
る
。

　

三
一
日
は
屋
内
の
神
々
の
飾
り
を
す
る
。
縁

側
の
柱
に
松
と
栗
に
昆
布
と
水
引
を
重
ね
て
く

く
り
つ
け
る
。
こ
の
時
、
枝
が
五
段
に
分
か
れ

て
い
る
松
を
選
ぶ
。

　

屋
敷
地
内
の
建
物
に
も
幣
束
を
供
え
る
。
中

門
、
車
庫
、
石
倉
、
木
小
屋
、
板
倉
、
厩
、
便

所
の
七
カ
所
で
あ
る
。
屋
内
に
も
、
囲
炉
裏
の

上
の
屋
根
裏
に
一
二
本
（
閏
年
は
一
三
本
）、

座
敷
の
屋
根
裏
に
七
本
の
幣
束
を
さ
す
。
ま
た

年
越
し

年
越
し
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お歳神と正月飾りの準備
1980.12　撮影	川島秀一
先代当主、尾形忠行氏によるお歳神と
正月飾りの準備の様子。

水
神
様
と
称
し
て
裏
山
か
ら
引
い
て
い
る
樋と
い
の
脇
に
も
幣
束
を
立
て

る
。

　

臼
ふ
せ　

三
一
日
に
皿
に
生
米
を
敷
き
、
そ
の
上
に
白
餅
と
煮
た

小あ
ず
き豆
を
搗つ

き
込
ん
だ
小
豆
餅
を
置
く
。
さ
ら
に
そ
の
上
に
臼
を
か
ぶ

せ
て
お
く
。
四
日
の
朝
に
起
こ
す
。
同
じ
こ
と
を
小
正
月
の
一
五
日

の
晩
に
も
行
い
、
正
月
三
一
日
に
起
こ
す
。

　

お
年
神　

ま
っ
す
ぐ
な
松
の
木
の
皮
を
剥
い
て
白
い
棒
を
つ
く

り
、
先
端
に
そ
の
年
に
刈
っ
た
青
い
稲い
な
わ
ら藁

を
巻
き
付
け
て
三
ヶ
所
を

縄
で
し
ば
っ
て
箒
状
に
し
た
も
の
に
、
五
色
の
幣
束
を
さ
す
。
こ
れ

を
お
年
神
様
と
い
い
、座
敷
の
隅
の
年
神
の
紙
札
の
そ
ば
に
た
て
る
。

　

オ
ミ
ダ
マ　

箕
に
餅
と
小
豆
餅
を
五
つ
づ
つ
串
に
さ
し
た
も
の
、

干
し
柿
、
み
か
ん
、
勝
栗
、
布
海
苔
を
並
べ
、
お
年
神
様
の
そ
ば
に

南
に
向
け
て
天
井
か
ら
吊
す
。
モ
チ
を
差
す
串
は
、
ア
オ
キ
の
枝
を

用
い
た
。
た
だ
、
震
災
前
は
近
く
に
ア
オ
キ
が
な
か
っ
た
た
め
、
常

緑
の
木
の
枝
で
代
用
し
て
い
た
。

　

オ
ミ
ダ
マ
様
は
家
に
よ
っ
て
か
な
り
異
な
る
。
隣
村
の
小
松
家
で

は
最
も
新
し
い
位
牌
を
仏
壇
か
ら
箕
の
中
に
移
し
、
餅
や
菓
子
、
果

物
を
供
え
る
。
箕
は
仏
壇
の
前
に
置
き
、
そ
の
口
は
南
に
向
け
る
。

仁
屋
で
も
仏
壇
の
前
に
設
え
る
の
は
同
様
だ
が
、位
牌
は
移
さ
な
い
。

餅
と
小
豆
餅
を
ず
ら
し
て
重
ね
て
供
え
る
。
オ
ミ
ダ
マ
様
に
あ
げ
る

お歳神と正月飾りの準備
1985.	　撮影	川島秀一
この頃、オオイの部屋には、柱ごとに、
このワラ飾りを供えていた。

上　　飾られたお年神とオミダマ
　　　2009.12.31	撮影	勝田徹
右上　国立歴史民俗博物館のお年神とオミダマの展示
									2013.12.22	撮影	川村清志
右中　オミダマの内容
			　　2010.12.31		撮影	勝田徹
右下　オテモリ
　　　2010.12.31	撮影	勝田徹

熨の
し
ぶ
く
ろ

斗
袋
は
赤
か
黒
か
は
迷
う
人
が
多
い
。
正
月
の
間

は
仏
様
で
も
神
様
だ
、
と
言
っ
て
赤
い
熨
斗
袋
を
用

い
る
場
合
が
多
い
よ
う
だ
。

　

オ
シ
ラ
様　

ふ
だ
ん
は
箱
に
入
れ
て
神
棚
の
向
か

い
の
屋
根
裏
に
し
ま
っ
て
い
る
が
、
正
月
に
は
降
ろ

し
て
オ
シ
ラ
様
を
出
し
餅
を
供
え
る
。
ま
た
ロ
ウ
ソ

ク
、
線
香
立
て
も
用
意
し
、
左
脇
に
オ
ハ
ネ
リ
と
い

う
米
を
入
れ
る
鉢
を
置
く
（
五
九
頁
写
真
参
照
）。

　

オ
オ
イ
で
は
、
オ
シ
ラ
様
を
祀
っ
て
い
る
の
で
四

つ
足
（
動
物
）
の
肉
と
卵
も
食
べ
て
は
い
け
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
現
当
主
の
曾
祖
母
の
代
に
「
卵
だ
け

は
食
べ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
願
っ
て
食
べ
る
よ
う

に
し
た
。
肉
も
家
で
調
理
し
て

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
今
の
当
主
の
代
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
、
正
月
一
日
か

ら
一
五
日
ま
で
は
肉
と
卵
を
食

べ
て
は
い
け
な
か
っ
た
。
一
六

日
の
朝
に
オ
シ
ラ
様
を
し
ま
う

と
食
べ
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。　

年
越
し

年
越
し
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◉ 
正
月
三
ヶ
日
（
一
九
三
二
）

二
月
六
日	

土
曜	

晴	

起
＝
六
時
半　

寝
＝
八
時
十
分

　

今
日
は
旧
の
元
旦
元
朝
ま
い
り
⑴
に
姉
さ
ん
が
行
く
。

　

私
も
近
く
に
お
ま
い
り
に
行
っ
た
。

　

朝
学
校
に
行
か
ふ
と
し
て
居
る
と
桑
唐
（
※
入
れ
換
え
記
号
）

　

の
ぢ
さ
ん
た
ち
は
来
た
。
學
校
に
行
っ
た
ら

　

大
ぜ
い
来
て
居
た
。
ピ
ン
ポ
ン
を
し
て
あ
そ
ぶ

　

十
時
か
ら
始
ま
つ
て
一
時
間
家
に
い
そ
い
で

　

来
た
ら
お
ぢ
さ
ん
が
ご
ね
ん
し
に
行
っ
た

　

と
い
ふ
の
で
私
は
行
か
な
い
。

　

お
か
み
⑵
に
軍
艦
を
か
ざ
っ
た
ら
皆
に
ほ
め

　

ら
れ
た
。
夕
方
に
な
っ
て
み
え
子
の
こ
し

　

ら
へ
た
ぶ
ら
ん
こ
を
し
た
。

　

夕
は
ん
に
は
と
ろ
ろ
を
し
て
食
っ
た
。

二
月
七
日	

日
曜	

晴	

起
＝
六
時
四
十
分　

寝
＝
八
時

　

朝
常
の
位
に
お
き
た
。
も
ち
を
た
べ
た
。

　

朝
は
ん
す
ぎ
に
お
ぢ
さ
ん
た
ち
か
ら
お
ひ
き
を
も
ら
つ
た
。

　

私
（
二
十
銭
）。
そ
れ
か
ら
少
し
も
よ
つ
て
姉
さ
ん
か
ら

　

二
人
と
お
ぢ
さ
ん
は
町
に
行
っ
た
。

　

家
に
は
私
と
お
ぢ
い
さ
ん
と
お
母
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
居

　

た
い
た
の
ま
を
ふ
い
た
り
し
て
か
せ
い
だ
の
で
お
ば
あ
さ

OEI32-09
旧暦　1932年1月1,2日
新暦　1932年 2月6,7日　　

　

ん
か
ら
十
錢
お
か
あ
さ
ん
か
ら
五
錢
も
ら
っ
た
（
お
ひ
き
）

　

夕
は
ん
す
ぎ
に
早
く
ね
た
。

二
月
八
日	

月
曜
日	

晴	

起
＝
六
時
四
十
分　

寝
＝
八
時
半

　

今
日
は
十
時
始
業
で
二
時
間
ピ
ン
ポ
ン
を
し
た
。

　

二
時
間
し
て
歸
つ
て
す
ぐ
浦
島
分
教
場

　

の
展
覧
會
を
見
に
行
く
。

　

夕
方
歸
っ
て
来
る
。
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

　

午
後
か
ら
村
上
先
生
が
行
つ
た
。

　

浦
島
で
ピ
ン
ポ
ン
等
を
し
て
あ
そ
ん
だ
。

　

夕
方
木
を
入
れ
た
。
夕
は
ん
す
ぎ
に
ろ
に

　

あ
た
つ
て
色
々
の
話
を
し
た
。

⑴
元
朝
参
り	

元
旦
の
朝
に
周
辺
の
神
社
や
少
祠
に
お
参
り
す
る
こ
と
。
家
に
よ
り
参

る
場
所
に
は
違
い
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
⑵
お
か
み	

仏
壇
の
あ
る
部
屋
の
こ
と
。
こ

こ
に
飾
っ
た
軍
艦
と
は
、「
三
笠
」
で
あ
る
。

OEI32-10
旧暦　1932年1月3日
新暦　1932年 2月8日　　

年越しの夜にいただく御膳
2010.12.31　撮影	勝田徹

正
月
三
ヶ
日

正
月
三
ヶ
日
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◉ 
正
月
三
ヶ
日
（
一
九
三
三
）

一
月
二
十
六
日	

木
曜	

晴
後
曇	

起=

七
時
半
寝=

八
時
二
十
分

　

今
日
は
正
月
元
日
⑴
だ
。

　

家
で
は
今
晩
年
取
り
な
の
で
う
し
ぬ
ぐ

　

い
⑵
の
か
わ
を
と
る
。
仙
台
よ
り
小
包
は
来
た
。

　

仁
屋
の
お
ど
や　

奥
山
の
常
治
は
手
傳
ひ
に
来
た
。

　

お
松
等
⑶
を
た
て
る
。
く
え
を
ぬ
く
の
に
め
に
あ
っ
た
。

　

お
か
ざ
り
も
す
る
。
僕
は
ふ
ろ
を
た
て
た
。
皆
入
っ
た
。

　
　
　

み
え
子
＝
は
ご
板

　
　
　

家
内
＝
お
菓
子

　
　
　

カ
レ
ン
ダ
ー
＝
二
枚

　
　
　

ハ
ミ
ガ
キ
＝
二
袋

　

今
朝
は
ほ
し
た
の
り
は
上
ら
ず
。
た
こ
こ
は
い
だ
。

　

早
く
夕
飯
を
食
べ
る
。
ふ
ろ
に
入
っ
た
。

　

お
せ
い
ぼ
の
人
た
ち
は
来
た
。　　
　
　
　
　
　
　

　

早
く
ね
る
。

⑴
こ
の
年
は
「
ひ
み
じ
」
が
悪
い
と
い
っ
て
町
の
日
を
一
日
ず
ら
し
て
お
り
、
結
果

と
し
て
、
元
旦
も
一
日
ず
れ
た
と
言
う
こ
と
だ
ろ
う
。
⑵
「
う
し
ぬ
ぐ
い
」
は
、
市

史
な
ど
で
は「
オ
シ
ノ
グ
イ
」と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
正
月
の
松
飾
り
の
こ
と
を
さ
す
。

⑶
年
越
し
の
日
の
一
連
の
松
飾
り
と
考
え
ら
え
る
。

OE133-06
旧暦　1933年1月1日
新暦　1933年１月26日

一
月
二
十
七
日	

金
曜	

晴
起=

六
時
三
十
五
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寝=

八
時
三
十
五
分

　

今
日
は
旧
の
正
月
二
日
だ
。

　

家
で
は
今
日
は
元
日
だ
。
兄
さ
ん
は
お
寺

　

に
行
く
。
僕
は
小
々
汐
中
を
廻
る	

。

　

明
戸
の
お
ぢ
さ
ん
は
来
た
。
の
り
を

　

は
さ
か
す
。
上
つ
た
。
晝
す
ぎ
に

　

う
た
ひ
の
先
生
は	

来
た
の
で
兄
さ
ん
は
行
く
。

　

御
年
始
は
来
た
ば
あ
さ
ん
た
ち
も
来
る
。

一
月
二
十
八
日	

土
曜	

晴	

起=

六
時
半
寝=

九
時

　

庭
を
は
い
た
り
す
る
。
ふ
と
ん
を
は
さ
か
す	

。

　

御
年
始
の
人
た
ち
は
来
た
。

　

お
ば
あ
さ
ん
は
寒
い
と
い
ふ
て
晝
前
ね
た
。

　

屋
敷
中
の
お
ど
や
は
竹
代
ね
ゑ
さ
ん
の

　

す
ね
を
も
×
み
に
来
る
。

　

夕
方
唐
桑
の
お
ぢ
さ
ん
た
ち
は
二
人
で
来
た
。

　

家
内
は
大
ぜ
い
に
な
つ
た
の
で
に
ぎ
や
か
だ
。

OEI33-07	
旧暦　1933年1月2,3日
新暦　1933年１月27,28日　　

正
月
三
ヶ
日

正
月
三
ヶ
日

儀祝お
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《
日
記
解
題
》

　

正
月
に
つ
い
て
は
三
二
年
と
三
三
年
の
両
年
に
わ
た
っ
て
記
載
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
三
三
年
に
つ
い
て
は
、
正
月
の
行
事
が
本
来

の
暦
と
は
一
日
ず
れ
て
い
る
。

　

元
旦
の
記
述
と
し
て
は
、
三
二
年
の
元
朝
参
り
、
小
々
汐
へ
の
年

始
の
挨
拶
と
寺
参
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
元
が
ん
ち
ょ
う朝
参
り
」
と
い
う
言

葉
は
現
在
の
聞
き
取
り
の
な
か
で
も
確
認
で
き
た
。
早
朝
、
一
年
の

最
初
の
お
参
り
に
、
家
の
近
く
の
明
神
様
や
金
比
羅
様
の
石
碑
に
向

か
う
こ
と
を
指
し
て
い
た
。

　

翌
年
に
は
兄
の
忠
行
氏
が
寺
参
り
に
行
き
、
次
男
で
あ
る
栄
一
氏

は「
小
々
汐
中
を
廻
る
」と
あ
る
。
こ
の
寺
参
り
は
通
年
の
も
の
か
、

前
年
に
祖
父
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
と
関
連
す
る
の
か
は
確
定
で
き
な

い
。
小
々
汐
を
廻
る
と
い
う
の
は
、お
そ
ら
く
オ
オ
イ
と
し
て
の「
お

年
始
」
の
挨
拶
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
夜
に
は
「
と
ろ
ろ
を
し
て
食
っ
た
」
と
あ
る
。
長
芋

の
ト
ロ
ロ
の
こ
と
で
あ
る
。
正
月
の
儀
礼
食
の
一
つ
で
あ
り
、
オ
オ

イ
で
は
、
三
ヶ
日
に
食
べ
る
も
の
が
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
正
月
の
食
べ
物
に
つ
い
て
は
、
聞
き
取
り
と
仁
屋
の
事
例
を
後
に

紹
介
す
る
。

　

次
に
正
月
二
日
に
な
る
と
二
ヶ
年
と
も
に
餅
を
食
べ
た
と
あ
る
。

こ
れ
も
お
そ
ら
く
雑
煮
の
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
三
二
年
の
記
事

に
は
家
族
、親
族
か
ら
「
お
ひ
き
」
を
も
ら
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

お
ひ
き
は
駄
賃
に
当
た
る
意
味
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
お
年
玉
」
に
あ

た
る
も
の
だ
ろ
う
。

　

三
日
に
な
る
と
特
に
注
目
す
べ
き
事
柄
は
、
両
年
と
も
に
記
さ
れ

て
い
な
い
。
た
だ
三
二
年
に
は
、「
夕
は
ん
す
ぎ
に
ろ
に
あ
た
つ
て

色
々
の
話
を
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
誰
と
話
を
し
た
の
か
も
わ

か
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
場
で
、
様
々
な
伝
承
や
昔
話
が
語
ら
れ

た
可
能
性
も
あ
る
。

《
資
料
》

　

資
料
①
で
は
、
午
前
中
、
尾
形
家
同
族
全
戸
の
男
性
（
主
人
）
が

参
集
し
、
午
後
は
主
婦
の
会
合
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

資
料
④
の
仁
屋
の
事
例
で
は
、
正
月
の
新
年
会
、
オ
テ
ガ
ケ
、
オ

門
松
の
御ご
ぜ
ん膳
、
オ
ミ
ダ
マ
拝
み
、
若
水
迎
え
な
ど
、
多
様
な
行
事
の

様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
オ
オ
イ
の
聞
き
取
り
に
対
応

す
る
事
例
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

若
水
迎
え　

家
の
当
主
の
こ
と
を
正
月
中
は「
年
男
」と
呼
ぶ
が
、

い
ろ
い
ろ
な
役
目
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
若
水
を
迎
え
る
。
早
朝
に
井

戸
か
ら
水
を
汲
み
上
げ
る
行
事
で
あ
る
が
、
そ
の
時
、
三
回
唱
え
ご

と
を
繰
り
返
す
。
唱
え
ご
と
は
「
ア
キ
の
方
か
ら
お
年
男
が
若
水
迎

え
に
参
り
ま
し
た
。
何
を
釣
る
釣
る
、
福
の
水
を
釣
り
上
げ
る
」
と

語
る
。
若
水
を
汲
む
バ
ケ
ツ
に
は
注
連
縄
、
ヒ
シ
ャ
ク
に
は
ミ
ズ
ヒ

キ
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
臼
の
上
に
置
か
れ
る
。

　

年
男
は
そ
の
ほ
か
に
元
朝
参
り
や
、「
ア
サ
ヒ
焚
き
」
と
い
っ
て

毎
朝
に
豆ま
め
が
ら殻

を
燃
や
す
役
、
あ
る
い
は
馬
に
シ
ロ
ミ
ズ
（
米
を
と
い

だ
水
）
を
与
え
る
役
が
あ
っ
た
。
正
月
三
日
の
「
洗
濯
の
し
始
め
」

に
は
、
年
男
の
手
ぬ
ぐ
い
を
先
に
洗
い
、
そ
れ
が
済
め
ば
、
あ
と
は

い
つ
で
も
洗
濯
が
で
き
た
。
洗
濯
は
一
二
月
二
五
日
の
「
竿
休
め
」

か
ら
正
月
二
日
ま
で
休
ん
で
い
る
。

　

臼
の
餅　

臼
を
逆
さ
に
し
て
、
そ
の
中
に
皿
を
置
く
が
、
皿
に
生

米
を
少
し
い
れ
て
か
ら
、
そ
の
上
に
小
豆
餅

と
白
餅
を
重
ね
て
お
く
。
こ
れ
を
「
臼
の

餅
」
と
呼
ぶ
。
臼
の
周
り
に
も
注
連
縄
を
か

け
、
臼
の
上
に
は
、
若
水
を
汲
む
バ
ケ
ツ
と

ヒ
シ
ャ
ク
が
、
こ
れ
も
注
連
縄
を
付
け
ら
れ

て
お
か
れ
る
。

　

四
日
の
朝
に
は
、
年
男
が
臼
を
起
こ
し
、

杵
で
臼
の
餅
を
三
カ
エ
リ
（
三
度
）
押
し
つ

け
る
。
臼
の
餅
に
付
い
た
生
米
の
量
に
よ
っ

て
、
そ
の
年
の
豊
作
と
不
作
を
占
う
。
鍋
に

も
オ
ソ
ナ
エ
を
上
げ
る
が
、こ
の
「
鍋
の
餅
」

は
年
男
が
食
べ
る
。

上　オオイの臼の飾り
　　2010.12.30		撮影	勝田徹
左　国立歴史民俗博物館での臼の展示
　　2013.12.13		撮影	川村清志

正
月
三
ヶ
日

正
月
三
ヶ
日



4243

　

ト
ロ
ロ
塗
り　

元
旦
の
夜
は
、
ト
ロ
ロ
飯
を

食
べ
る
。
用
い
た
ト
ロ
ロ
芋
を
雨
戸
な
ど
に

塗
っ
て
あ
る
く
と
、
家
に
対
し
て
魔
よ
け
に
な

る
。
こ
の
ト
ロ
ロ
を
食
べ
る
と
風
邪
を
ひ
か
な

い
と
い
わ
れ
た
。

　
《
聞
き
取
り
》

　

若
水　

元
日
に
当
主
が
朝
五
時
に
起
き
て
水

を
汲
み
、
そ
の
水
で
お
茶
を
入
れ
、
煮
炊
き
に

も
そ
の
水
を
用
い
る
。

　

年
頭
の
挨
拶　

分
家
の
当
主
た
ち
が
朝
八
時

過
ぎ
か
ら
次
々
に
挨
拶
に
や
っ
て
く
る
。
当
主

は
オ
テ
カ
ケ（
三
宝
に
み
か
ん
、干
し
柿
、勝
栗
、

布
海
苔
、
米
の
粉
に
煎い

っ
た
豆
を
混
ぜ
て
楕
円

形
に
し
た
も
の
を
並
べ
て
あ
る
）
を
脇
に
置
い

て
応
対
す
る
。
小
々
汐
集
落
全
体
の
新
年
会
は

一
〇
時
か
ら
会
館
（
公
会
堂
）
で
行
わ
れ
る
。

こ
の
時
も
オ
オ
イ
の
当
主
は
上
席
に
座
る
。
二

日
は
当
主
が
親
戚
の
挨
拶
回
り
に
出
か
け
る
。

主
婦
は
家
に
い
て
挨
拶
を
受
け
る
。

　

正
月
の
食　

正
月
三
ヶ
日
は
、
ほ
ぼ
毎
日
、

上　オオイへの正月の挨拶の様子
2010.1.1	撮影	勝田徹
当主の横にオテカケがあり、奥にはお年神とオ
ミダマ様が見える。かつての尾形家での年始の
挨拶も、この年が最後となる。

右　年始の客用の料理とお菓子
　　2010.1.1	撮影	勝田徹

小々汐会館での新年会の様子
2011.1.1		撮影	勝田徹

食
べ
る
も
の
が
決
ま
っ
て
い
る
。
元
旦
の
朝
は
、お
雑
煮
を
食
べ
る
。

雑
煮
に
は
、
餅
の
ほ
か
に
大
根
、
人
参
、
ゴ
ボ
ウ
な
ど
の
根
菜
類
を

入
れ
、
ダ
シ
は
ヨ
メ
ガ
イ
と
い
う
貝
か
ら
と
っ
て
い
た
。
ヨ
メ
ガ
イ

は
ウ
ラ
ム
ラ
サ
キ
の
こ
と
で
、
か
つ
て
は
小
々
汐
で
も
取
る
人
が
お

り
、
そ
れ
を
ゆ
ず
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
ヨ
メ
ガ
イ
が
手

に
入
り
に
く
く
な
り
、
サ
ラ
ガ
イ
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。
サ
ラ
ガ

イ
は
ア
ズ
マ
ニ
シ
キ
と
い
う
二
枚
貝
の
地
域
変
種
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
ち
ら
も
量
は
少
な
い
が
、
地
元
で
取
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
サ
ラ
ガ
イ
も
手
に
入
ら
な
く
な
っ
た
た
め
、
近
年
で

は
、
ホ
タ
テ
貝
を
用
い
て
雑
煮
を
作
っ
て
い
る
。

　

元
旦
の
夜
は
今
も
ト
ロ
ロ
ご
飯
を
作
る
。
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る

通
り
で
あ
る
。
二
日
目
も
朝
は
餅
を
食
べ
た
。
こ
の
時
は
、
ア
ン
コ

餅
に
し
て
食
べ
た
。
二
日
目
の
夕
食
に
は
、
ソ
バ
を
食
べ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
三
日
の
朝
も
餅
だ
が
、
少
し
味
を
変
え
る
た
め
に
ゴ

小々汐の会館（小々汐漁業活性化推進施設）
2011.1.1		撮影	勝田徹　
この施設も津波によって全壊した

マ
や
ク
ル
ミ
を
つ
け
て
食
べ
た
。

　

御
歳
暮
に
く
る
客
に
出
す
た
め
に
、
サ
サ

ギ
（
大
角
豆
）
の
煮
豆
、キ
ン
ピ
ラ
ゴ
ボ
ウ
、

昆
布
の
入
っ
た
お
煮
し
め
な
ど
を
作
っ
て
お

い
た
。

　

以
上
の
オ
オ
イ
の
食
事
の
内
容
は
、
仁
屋

の
一
九
九
〇
年
代
の
正
月
食
と
か
な
り
似
て

い
る
も
の
の
、
家
ご
と
の
違
い
も
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
（
表
③
参
照
）。

　

な
お
、
元
日
の
朝
、
囲
炉
裏
の
火
を
お
こ

す
時
に
は
、
栗
の
皮
を
一
緒
に
燃
や
し
た
。

前
年
か
ら
栗
の
実
を
食
べ
た
あ
と
に
、
皮
を

残
し
て
乾
燥
さ
せ
る
。
こ
の
栗
の
皮
を
三
ヶ

日
の
朝
に
火
に
入
れ
て
燃
や
し
て
い
た
。

正
月
三
ヶ
日

正
月
三
ヶ
日
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◉ 
若
木
迎
え

一
月
二
十
九
日	

日
曜	

晴	

起=

六
時
半
寝
＝
八
時

　

今
日
は
津
谷
の
兄
さ
ん
た
ち
は
来
る
と
い
ふ
の
で

　

家
の
中
を
か
た
じ
け
る
。
晝
頃
ま
で
ま
つ
て

　

も
来
な
い
。
お
ぢ
さ
ん
た
ち
は
客
船
で
町
に
行
く
。

　

知
行
と
若
木
を
む
か
ひ
に
入
山
に
行
く
。

　

し
ば
ら
く
し
て
歸
っ
て
来
て
見
る
と
ま
だ
来
な
い
。

　

今
日
は
用
が
出
て
来
な
い
も
の
と
思
っ
た
。

　

お
母
さ
ん
と
知
行
と
三
人
で
の
り
す
ほ
す
を
す
て

　

居
る
と
来
た
と
い
ふ
の
で
す
ぐ
行
く
。

《
資
料
》

　

（
資
料
④
）
で
は
、
こ
の
日
は
「
山
入
り
の
日
」
と
さ
れ
た
。
山

で
ウ
ル
シ
と
マ
ン
サ
ク
と
栗
の
木
を
伐
っ
て
く
る
。
こ
の
三
種
の
木

で
「
嬉
し
万
作
来
る
」
と
い
う
文
句
に
か
け
て
い
る
。
山
に
行
く
と

き
に
は
、
モ
チ
と
御
幣
束
を
持
ち
、
木
を
伐
る
前
に
御
幣
束
を
地
面

に
挿
し
、
餅
を
あ
げ
て
拝
む
。
そ
の
モ
チ
は
削
ら
ず
に
持
っ
て
き
て

家
に
戻
っ
て
か
ら
「
山
」
と
い
う
字
を
書
き
、「
山
の
餅
」
と
呼
ん

で
船
に
置
い
て
お
く
。
も
し
海
で
具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
に
、
こ

の
モ
チ
を
少
し
食
べ
さ
せ
る
と
元
気
に
な
る
と
い
う
。

　

ウ
ル
シ
と
マ
ン
サ
ク
と
栗
は
二
把
用
意
し
て
お
き
、
一
把
は
七
草

粥ガ
ユ
を
炊
く
と
き
に
用
い
、
も
う
一
把
は
一
五
日
の
松
納
め
粥
を
炊
く

と
き
に
用
い
る
。　

《
聞
き
取
り
》

　

若
木
迎
え
は
、
前
当
主
の
忠
行
氏
が
行
っ
て
い
た
。
場
所
は
よ
く

わ
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
ほ
ど
遠
く
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
か
つ
て
は
、

こ
の
若
木
を
使
っ
て
、
七
草
粥
を
作
っ
て
い
た
。

OEI33-07
旧暦　1933年1月4日
新暦　1933年1月29日

◉ 

七
草

二
月
十
二
日	

金
曜	

晴	

起
＝
五
時
半
。

寝
＝
八
時
半

　

今
朝
は
早
く
起
き
て
少
倶
⑴
を
讀
ん
だ
。

　

お
ま
い
り
を
し
た
。
七
草
の
お
か
ゆ
⑵
を
食
っ
て

　

學
校
に
行
く
。
十
時
か
ら
始
業
式
。
式
場
を
か
た

　

し
け
た
。
五
時
間
し
た
。
當
番
を
し
た
。

　

げ
き
の
練
習
を
し
た
。
僕
は
大
岡
い
つ
ぜ
ん
の

　

守
に
な
つ
た
。
家
に
来
て
少
倶
を
見
た
。

　

木
を
入
れ
た
。

二
月
一
日	

水
曜	

晴	

起=

六
時
十
分
寝=

十
時

　

今
朝
早
く
お
き
て
た
く
ば
の
天
王
⑶
さ
ま
に

　

お
ま
い
り
に
行
く
。

　

の
り
を
ほ
す
。
か
へ
す
。
今
日
は
コ
イ
コ
の
お
が
や
は

　

手
傳
ひ
に
来
た
。
に
×
わ
の
ひ
き
つ
が
へ
を
か
た
じ
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
そ
く
ね
る
。	

⑴
雑
誌
、『
小
年
倶
楽
部
』
の
こ
と
。
日
記
に
は
、
繰
り
返
し
登
場
す
る
。
⑵
こ
の
七

草
は
当
主
に
よ
っ
て
細
か
く
刻
ま
れ
る
。
た
だ
し
七
草
自
体
は
、
前
日
に
主
婦
が
用

意
し
て
い
た
。
⑶
「
た
く
ば
」
は
、
小
々
汐
の
オ
オ
イ
の
家
か
ら
丘
を
一
つ
越
え
た

南
側
斜
面
に
位
置
す
る
。

OEI32-11
旧暦　1932年1月7日
新暦　1932年 2月12日

OEI33-08
旧暦　1933年1月7日
新暦　1933年 2月1日

若
木
迎
え

七
草
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《
日
記
解
題
》

　

一
月
の
七
日
の
七
草
に
つ
い

て
は
、
二
つ
の
行
事
が
記
さ
れ

て
い
る
。

　

一
つ
は
、
七
草
粥ガ
ユ

に
関
す
る

行
事
で
あ
る
。
三
二
年
の
日
記

に
は
、「
七
草
の
お
か
ゆ
を
食
っ

て
學
校
に
行
く
」
と
書
か
れ
て

い
る
。
こ
の
お
か
ゆ
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
後

述
す
る
聞
き
取
り
と
そ
の
他
の

資
料
か
ら
類
推
す
る
こ
と
に
し

た
い
。

　

も
う
一
つ
は
、
お
参
り
に	

つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
三
二

年
も
お
か
ゆ
を
食
べ
る
前
に

「
お
ま
い
り
」
を
し
た
と
さ
れ

る
。
三
三
年
に
は
、「
今
朝
早

く
お
き
て
た
く
ば
の
天
王
さ
ま

に
お
ま
い
り
」
に
行
っ
た
と
記

し
て
い
る
。
ど
う
や
ら
、
三
二

年
の
早
朝
の
お
参
り
も
「
天
王
さ
ま
」
を
訪
れ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ

う
で
あ
る
。

　

「
た
く
ば
の
天
王
さ
ま
」
は
、
同
じ
小
々
汐
内
で
も
、
オ
オ
イ
の

家
か
ら
は
や
や
距
離
が
あ
る
う
え
に
丘
を
一
つ
越
え
た
所
に
位
置
す

る
。
か
つ
て
タ
ク
バ
に
は
、
オ
オ
イ
の
旧
邸
が
あ
っ
た
と
伝
承
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
年
末
、
年
始
に
は
、
こ
の
タ
ク
バ
に
も
お
参
り

や
お
供
え
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

天
王
様
は
、
そ
の
た
く
ば
よ
り
海
側
の
丘
の
林
内
に
あ
っ
た
。
震

災
前
は
杉
林
の
中
に
あ
り
、
昼
で
も
薄
暗
い
雰
囲
気
で
あ
っ
た
が
、

震
災
後
は
、
周
囲
の
木
が
切
り
倒
さ
れ
て
か
つ
て
の
面
影
は
見
ら
れ

な
い
。

《
資
料
》

　

資
料
①
に
は
、
　

七
草
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。
個
別
の
家
の

儀
礼
に
関
わ
る
も
の
だ
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　

資
料
④
で
は
、仁
屋
で
揃
え
る
七
草
は
、「
ム
ギ
、コ
ム
ギ
、ヨ
モ
ギ
、

ダ
イ
コ
ン
、
ナ
ッ
パ
、
セ
リ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
」
で
あ
っ
た
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
ナ
ッ
パ
は
、
ダ
イ
コ
ン
バ
を
さ
す
。
い
ず
れ

の
場
合
も
七
種
類
の
草
を
揃
え
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
中
身
に
つ

い
て
の
細
か
な
規
定
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
仁

屋
で
は
、
年
男
が
若
水
で
手
足
を
洗
い
、
口
を
す
す
い
で
か
ら
、
草

仁屋で用意していた七草
1987.1.7		
撮影	川島秀一
この写真は、1980 年代
に撮られた仁屋の七草。
オオイでも同じように畑
の菜を含めて七草を用意
していた。

を
サ
イ
バ
ン
（
ま
な
板
）
に
置
い
て
、「
ド
ウ
ド
の
鳥
は
田
舎
の
土

地
に
渡
ら
ぬ
う
ち
に
七
草
は
だ
く
、
七
草
は
だ
く
、
七
草
は
だ
く
」

と
三
回
唱
え
な
が
ら
叩
く
と
さ
れ
る
。

　

ま
た
仁
屋
で
は
、
お
参
り
に
は
、
天
王
様
だ
け
で
な
く
金
比
羅
様

に
も
参
っ
て
い
た
。

《
聞
き
取
り
》

　

七
草
は
、
七
日
の
早
朝
に
当
主
に
よ
っ
て
細
か
く
刻
ま
れ
る
。
た

だ
し
七
草
自
体
は
、
前
日
に
主
婦
が
用
意
し
て
い
た
。

　

一
般
に
七
草
粥
と
言
え
ば
、
ス
ズ
ナ
・
ス
ズ
シ
ロ
・
セ
リ
・
ナ
ズ

ナ
・
ゴ
ギ
ョ
ウ
（
ハ
ハ
コ
グ
サ
）・
ハ
コ
ベ
ラ
・
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
（
コ

オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
）
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
小
々
汐
の
事
例
は
、
こ
れ

ら
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
季
節
の
小
々
汐
で
は
、
セ

リ
や
ハ
コ
ベ
ラ
は
生
え
て
い
る
が
、
ゴ
ギ
ョ
ウ
や
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
は
、

ま
だ
芽
も
出
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
オ
オ
イ
で
は
、
主
に
田
の
野
菜

を
用
い
て
七
種
類
の
葉
物
を
集
め
て
い
た
。
白
菜
や
ほ
う
れ
ん
草
な

ど
も
用
い
て
い
た
と
い
う
。
草
を
叩
く
と
き
に
は
、「
ト
ウ
ド
の
ト

リ
が
渡
ら
ぬ
う
ち
に
七
草
叩
け
、
七
草
叩
け
」
と
唱
え
る
。
ま
た
、

オ
オ
イ
の
七
草
粥
に
は
小
豆
や
お
モ
チ
が
は
い
っ
て
お
り
、
か
な
り

ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

震
災
後
も
、
タ
ク
バ
の
天
王
様
へ
お
参
り
に
行
っ
て
い
た
。
天
王

様
へ
は
、
こ
の
日
が
初
め
て
の
お
参
り
と
な
る
。
か
つ
て
は
、
林
の

な
か
に
あ
っ
た
の
で
、ロ
ウ
ソ
ク
を
持
っ
て
お
参
り
に
行
っ
て
い
た
。

現
在
で
も
、
そ
れ
ほ
ど
早
い
時
間
で
は
な
い
が
、
お
参
り
は
続
け
て

い
る
。

七草を叩こうとする仁屋の尾形栄七翁
1980.		撮影	川島秀一

七
草

七
草
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二
月
十
六
日	

火
曜	

曇	

起
＝
六
時
四
十
五
分	

寝
＝
八
時
十
分
。

　

今
日
は
農
畑
デ
ー
⑴
な
の
で
朝
一
時
頃
か
ら
外

　

の
家
の
人
た
ち
が
来
て
「
も
ど
つ
」
⑵
を
こ
し
ら
へ
ま
し
た	

。

　

お
ぞ
う
に
を
食
っ
て
學
校
に
行
く
。

　

朝
の
う
ち
は
雨
が
隆
つ
て
居
た
が
は
れ
た
。

　

ふ
っ
た
り
は
れ
た
り
し
た
。
五
時
間
目
に
練
習
。

　

當
番
し
て
歸
っ
て
學
校
で
色
々
の
も
の
を
こ
し

　

ら
×
へ
た
。
家
に
来
た
ら
六
時
で
×
あ
っ
た
。

　

お
ざ
う
に
⑶
を
食
つ
て
ま
に
あ
は
せ
た
。

　

ざ
つ
し
を
見
た
。
岡
三
は
頭
が
い
た
い

　

と
い
つ
て
早
く
ね
た
。
と
こ
に
つ
く
。

⑴
ノ
ウ
ハ
ダ
テ
が
こ
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い
る
。
⑵
「
も
ど
つ
」
は
、
元
綱
の
こ

と
を
指
す
と
さ
れ
る
。
⑶
朝
食
か
ら
続
け
て
雑
煮
を
食
べ
て
い
る
。
固
定
さ
れ
た
行

事
食
で
は
な
い
が
、
や
は
り
ノ
ウ
ハ
ダ
デ
の
日
は
餅
を
た
べ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

　

◉ 
ノ
ウ
ハ
ダ
テ

OEI32-12
旧暦　1932年1月11日
新暦　1932年 2月16日

二
月
五
日	

日
曜	

晴	

起=

五
時
半
寝=
八
時
半

　

今
日
は
×
×
×
の
う
は
だ
で
い
⑴
だ
。

　

朝
ね
て
居
る
と
仁
屋
の
お
ど
や
は
来
て
お
こ
し

　

た
。
五
時
少
し
前
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
が
ら
皆
集
っ
た
。
僕
は
五
時
半
頃
に
お
き
た
。

　

も
ち
や
き
⑵
を
す
る
。
終
っ
て
の
り
は
た
き
を
し
た
。

　

あ
か
る
く
な
つ
た
の
で
か
ま
に
火
を
た
き
づ
け
た
。

　

常
治
あ
ん
こ
を
す
け
ら
る
。

　

新
場
の
榮・

・吉
君
も
す
け
ら
れ
た
。
隣
の
お
ど
や

　

も
来
た
。
今
日
は
あ
み
の
人
は
大
へ
ん
に
大
ぜ
い
だ
。

　

十
八
人
行
く
。
夕
方
ま
で
か
〻
る
。

　

い
わ
し
は
又
来
た
。
か
つ
こ
で
十
ぱ
い
ば
か
り
来
る
。

　

一
ぱ
い

　

今
夜
は
十
時
頃
ま
で
た
い
て
や
め
た
。

　

僕
は
早
く
と
こ
に
つ
い
た
。

	

⑴
前
年
と
は
か
な
り
異
な
る
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
⑵
こ
の
餅
は
、
お
供
え
物
の
鏡

餅
を
さ
す
よ
う
で
あ
る
。

OEI33-09
旧暦　1933年1月11日
新暦　1933年 2月5日

ノ
ウ
ハ
ダ
テ

ノ
ウ
ハ
ダ
テ
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《
日
記
解
題
》

　

ノ
ウ
ハ
ダ
テ
に
つ
い
て
は
、
二
カ
年
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。
興

味
深
い
の
は
、
文
字
の
当
て
方
で
あ
る
。
三
二
年
に
は
、「
農
畑

デ
ー
」
と
記
し
、
三
三
年
に
は
、「
の
う
は
だ
で
い
」
と
表
記
し
て

い
る
。
前
者
で
は
、
デ
ー
が
英
語
のD

AY

を
表
し
て
い
る
か
に
見

え
る
表
記
で
あ
る
が
、
そ
の
意
図
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
当

時
、
一
〇
代
半
ば
で
あ
っ
た
栄
一
氏
が
、
こ
の
日
の
行
事
内
容
や
そ

の
意
味
づ
け
を
踏
ま
え
て
字
を
当
て
た
も
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
行
事
は
か
な
り
早
い
時
間
か
ら
始
め
ら
れ
た
よ
う
で
、
三
二

年
に
は
、
朝
一
時
頃
と
記
さ
れ
て
い
る
。
未
明
と
い
う
よ
り
は
深
夜

で
あ
る
。
翌
年
は
、
午
前
五
時
少
し
前
に
仁
屋
に
起
こ
さ
れ
た
と
あ

る
が
、
す
で
に
別
家
の
者
た
ち
は
、
オ
オ
イ
で
作
業
を
し
て
い
た
可

能
性
が
高
い
。
こ
の
あ
と
、
モ
チ
ヤ
キ
を
し
た
と
あ
る
の
で
、
栄
一

氏
が
起
こ
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
餅
を
朝
食
と
し
て
一
緒
に
食
べ
る
た

め
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

別
家
の
者
た
ち
が
集
ま
り
、、「「
も
ど
つ
」
を
こ
し
ら
へ
」
た
と

あ
る
。
こ
れ
は
後
述
の
仁
屋
の
報
告
に
あ
る
「
モ
ト
ヅ
（
元
綱
）」

と
同
一
の
も
の
だ
ろ
う
。

　
《
資
料
》

　

資
料
①
、
②
で
は
、
ノ
ウ
ハ
ダ
テ
（
農
始
め
）
と
記
さ
れ
る
。
ス

ス
ハ
キ
と
同
じ
く
、
特
定
分
家
六
軒
が
、「
未
明
に
参
集
し
、
初
仕

事
を
し
、
朝
食
を
済
ま
し
て
帰
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
仕
事
内
容

に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

資
料
③
で
は
、
ノ
ウ
ハ
ダ
テ
に
つ
い
て
は
、「
農
ハ
ダ
デ
」
と
記

さ
れ
、「
年
が
開
け
て
初
め
て
の
農
作
業
を
行
う
日
」
と
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

　

資
料
④
の
仁
屋
の
事
例
で
は
、「
農
ハ
ダ
テ
」
と
記
さ
れ
て
オ
オ

イ
に
つ
い
て
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

仁
屋
を
始
め
、
別
家
四
軒
が
行
き
、
モ
ト
ヅ
（
元
綱
）
を
綯
い
、

叶
結
び
に
し
て
か
ら
、
オ
ク
ラ
ダ
イ
の
上
の
壁
を
飾
っ
た
。
オ
オ
イ

で
は
こ
の
日
、
オ
シ
ラ
サ
マ
に
供
え
た
モ
チ
を
下
ろ
し
て
か
ら
ア
サ

ノウハタデの元綱（気仙沼市赤岩高前田）
1983.	1　撮影	川島秀一
	

バ
ミ
（
朝
食
）
と
し
て
食
べ
た
。

　

仁
屋
で
も
、
臼
の
モ
チ
・
鍋
の
モ
チ
・
ミ
ズ
の
餅
な
ど
は
、
こ
の

日
に
下
ろ
し
、
包
丁
を
立
て
ず
に
、
餅
箱
の
縁
で
欠
い
て
か
ら
、
お

雑
煮
に
入
れ
た
。
こ
の
と
き
の
餅
の
こ
と
を
「
コ
バ
ヤ
シ
餅
」
と
呼

ん
だ
。
ノ
ウ
ハ
ダ
テ
が
済
ん
だ
午
後
に
は
、
小
正
月
に
飾
る
メ
ェ
ー

ダ
マ
の
木
を
伐
り
に
い
く
。

《
聞
き
取
り
》

　

ノ
ウ
ハ
ダ
テ
も
、震
災
前
に
は
す
で
に
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。

仁
屋
の
記
述
や
オ
オ
イ
で
の
聞
き
取
り
か
ら
、
一
九
九
〇
年
代
の
終

わ
り
頃
に
は
、
行
事
も
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

イ
チ
シ
ン
ル
イ
が
来
て
い
た
頃
に
は
、お
供
え
の
鏡
餅
を
割
っ
て
、

囲
炉
裏
の
側
の
切
り
子
の
上
に
の
せ
て
よ
く
焼
い
た
。
餅
は
相
当
硬

く
な
っ
て
い
る
の
で
、焼
い
て
か
ら
、さ
ら
に
熱
い
お
湯
に
い
れ
て
、

き
な
粉
を
つ
け
て
食
べ
た
。
そ
の
味
が
良
か
っ
た
と
手
伝
い
に
来
て

い
た
シ
ン
ル
イ
の
人
た
ち
が
語
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、別
家
を
呼
ば
な
く
な
っ
た
後
も
、前
当
主
の
忠
行
氏
（
栄

一
氏
の
兄
）
は
、
こ
の
日
の
未
明
に
起
き
て
、
自
分
で
縄
を
な
っ
て

い
た
。
で
き
た
何
本
か
の
縄
を
か
つ
て
の
通
り
に
土
間
の
オ
ク
ラ
ダ

イ
の
と
こ
ろ
に
か
け
て
い
た
が
、
特
に
複
雑
な
結
び
方
な
ど
は
し
て

い
な
か
っ
た
。

　

オオイの屋内にかけられていた元綱
2011.1.1	　撮影	勝田徹
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二
月
二
十
日	

土
曜	

晴	

起
五
時
半	

寝
八
時
十
分

　

今
日
は
旧
で
は
、
十
五
日
な
の
で	

早
く
お
き
て
お
松
を
お
さ

　

め
た
り
「
あ
わ
ぼ
へ
い
ぼ
」
⑴
を
作
ら
う
と
思
っ
て

　

お
き
た
ら
お
母
さ
ん
が
其
の
仕
事
を
し
て
し
ま

　

つ
た
。
ま
つ
は
な
。
明
神
社
⑵
の
お
松
を
お
さ
め
た
。　

　

十
五
日
な
の
で
も
ち
で
お
ま
い
り
を
し
た
。

　

浦
島
に
は
こ
う
し
ん
⑶
が
あ
る
と
い
つ
て
姉
さ
ん

　

は
二
人
行
く
。
今
日
は
、
衆
議
院
議
員
の

　

選
擧
な
の
で
お
ぢ
い
さ
ん
は
常
治
に
こ
が
れ

　

て
行
く
。
歸
り
に
田
中
に
御
年
始
。

　

私
は
田
中
の
と
こ
ろ
で
て
ん
ば
た
⑷
を
あ
げ
て
居
る
の
を

　

見
た
。
早
く
さ
が
っ
て
家
に
歸
つ
た
。

　

今
夜
は
う
た
ひ
こ
み
⑸
で
す	

。
高
雄
あ
ん
こ
の
お
が
た
と

　

が
家
に
来
た
。
知
行
は
う
た
ひ
こ
み
に
は
ま
つ
た
。

　

そ
れ
に
つ
い
て
見
て
あ
る
い
た
。
ね
た
あ

　

と
に
知
行
は
歸
っ
た
。
三
十
五
戔
あ
た
つ
た
。

⑴
粟
穂
稗
穂
の
こ
と
。
⑵
松
鼻
。
小
々
汐
内
の
家
の
屋
号
を
指
し
、
こ
の
家
の
近
く

に
金
毘
羅
の
石
碑
が
あ
る
。
明
神
は
、
オ
オ
イ
の
家
の
裏
手
に
あ
る
小
祠
。
⑶
庚
申

講
の
こ
と
か
。
⑷
テ
ン
バ
タ
は
凧
の
こ
と
。
⑸
大
漁
ウ
タ
イ
コ
ミ
の
こ
と
。
子
ど
も

た
ち
が
大
漁
祈
願
の
唄
を
歌
っ
て
ま
わ
る
。

◉ 
小
正
月

OEI32-13
旧暦　1932年1月15日
新暦　1932年 2月20日

	

二
月
八
日	

水
曜	

晴	

起=

六
時
半
寝=

八
時

　

今
朝
は
隣
の
お
ど
や
は
か
す
た
き
の
手
傳
に
来
た
。

　

兄
さ
ん
と
×
二
人
で
た
く
。
網
は
行
く
。

　

か
す
を
出
す
。
少
し
の
り
は
あ
っ
た
の
で
は
た
く
。

　

明
日
あ
わ
ぼ
へ
い
ぼ
を
な
ら
す
の
で
切
る
。

　

若
木
⑴
も
の
こ
ぼ
ら
か
ら
切
る
。
か
す
を
入
る
。

　

い
わ
し
は
か
つ
こ
⑵
で
１
ぱ
い	

き
つ
さ
ま
⑶
で
一
ぱ
い
町
に
行
く
。

二
月
九
日	

木
曜	

晴	

起=

五
時
半　

寝
九
時

　

今
日
は
浦
島
分
校
の
學
藝
會
で
す
。

　

旧
の
十
五
に
ち
で
休
み
な
の
で
僕
も
行
っ
て
見
る
。

　

家
で
は
お
ば
あ
さ
ん
と
お
母
さ
ん
き
り
の
こ
っ
て
皆
行
く
。

　

終
り
ま
で
み
る
。
中
學
校
の
先
生
は
来
た
。

　

家
に
来
て
な
ま
×
こ
ひ
っ
ぱ
り
⑶
を
知
行
と
し
た
。

　

今
夜
は
う
た
い
こ
み
⑷
だ	

。
知
行
は
は
ま
る
。

⑴
若
木
と
は
、
ア
ワ
ボ
ヘ
イ
ボ
を
か
ざ
る
木
の
こ
と
か
と
考
え
ら
れ
る
。
⑵
小
型
の

磯
舟
の
名
称
。
気
仙
沼
で
は
敷
板
が
一
枚
の
船
を
カ
ッ
コ
、
ま
た
は
サ
ッ
パ
と
呼
ぶ
。

⑶「
な
ま
こ
ひ
っ
ぱ
り
」は
、ナ
マ
コ
ド
リ（
ナ
マ
コ
ヒ
キ
）と
呼
ば
れ
る
行
事
の
こ
と
。

⑷
う
た
い
こ
み
は
、
前
年
に
同
じ
。

OEI33-10
旧暦　1933年1月14、15日
新暦　1933年 2月8、９日

小
正
月

小
正
月
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《
日
記
解
題
》

　

小
正
月
に
は
多
く
の
行
事
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
他

の
行
事
と
同
様
に
小
正
月
の
前
日
か
ら
準
備
作
業
が
行
わ
れ
た
。
主

要
な
作
業
と
し
て
ア
ワ
ボ
ヘ
イ
ボ
、
す
な
わ
ち
「
粟ア
ワ
ボ
ヒ
エ
ボ

穂
稗
穂
」
の
準

備
が
あ
る
。
三
三
年
の
日
記
に
は
、
前
日
の
ア
ワ
ボ
ヘ
イ
ボ
の
切
り

出
し
に
加
え
て
、
そ
れ
ら
を
成
ら
せ
る
た
め
の
若
木
の
用
意
も
行
わ

れ
て
い
た
。
こ
の
若
木
は
、
ノ
コ
ボ
ラ
か
ら
切
る
と
あ
る
が
、
そ
の

具
体
的
な
場
所
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
日
に
は
松
を
収
め
た

と
あ
る
。次
に
三
二
年
の
日
記
に
は
、栄
一
の
姉
た
ち
が
、浦
島
の「
こ

う
し
ん
」
に
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
庚
申
講
の

こ
と
だ
と
考
え
ら
え
る
。

　

ま
た
、こ
の
夜
に
は
、「
う
た
ひ
こ
み
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。
小
々

汐
の
集
落
内
を
、
子
ど
も
た
ち
が
大
漁
祈
願
の
唄
を
歌
っ
て
ま
わ
る

行
事
で
あ
る
。
栄
一
氏
は
、
弟
の
知
行
氏
が
歌
っ
て
ま
わ
る
様
子
を

「
見
て
あ
る
い
た
」
と
記
し
て
お
り
、
自
身
は
参
加
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
な
る
。
翌
年
も
、
弟
の
参
加
が
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、

自
身
が
参
加
し
た
と
は
書
い
て
い
な
い
。
こ
れ
は
個
人
的
な
性
格
と

い
う
よ
り
、
歌
い
込
み
に
参
加
す
る
年
齢
に
一
定
の
上
限
が
あ
っ
た

と
捉
え
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
お
お
よ
そ
の
上
限
は
、
兄
弟
の

歳
の
差
か
ら
考
え
て
、
一
二
歳
前
後
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　

　

最
後
に
三
三
年
に
は
、栄
一
氏
と
知
行
氏
が
「
な
ま
こ
ひ
っ
ぱ
り
」

アワボヘイボ（気仙沼市新月）
1982.1　撮影　川島秀一

仁屋のメェーダマならし
1991.1.14　撮影	川島秀一

を
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
文
字
通
り
ナ
マ
コ
に
ワ
ラ
ヒ
モ
を
つ
な

い
で
引
っ
張
っ
て
い
く
行
事
で
あ
る
（
ナ
マ
コ
を
ワ
ラ
で
巻
い
て
小

さ
な
俵
の
よ
う
な
形
に
す
る
地
域
も
あ
る
）。
家
に
来
て
か
ら
行
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
オ
オ
イ
個
別
の
家
の
行
事
と
し
て
行
わ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

《
資
料
》　

　

資
料
①
に
は
、
小
正
月
の
記
述
が
な
い
。
資
料
②
に
は
、
松
納
め

の
他
に
、「
物
真
似
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
で
「
ア
ワ
ヘ
ボ
・

上　仁屋のナマコドリ（ナマコドーリ）
19911.14　撮影　川島秀一
下　ナマコドリ（気仙沼市太田地区）
1999.1.14　撮影　川島秀一

カ
セ
ド
リ
・
大
漁
祝
い
・
ナ
マ
コ
ビ
キ
・
成
木
責
め
」
な

ど
の
行
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
行
事
は
、
次
に
示
す
④
の
仁
屋
の
事
例
に
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

　

オ
オ
イ
で
は
、
早
い
時
期
に
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
ア
ワ

ボ
ヒ
エ
ボ
だ
が
、
仁
屋
で
も
一
九
八
〇
年
代
に
は
す
で
に

休
止
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
仁
屋
で
は
、
ア
ワ
ボ
ヒ
エ
ボ
に

つ
い
て
の
伝
承
は
残
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
ア
ワ
ボ
ヒ
エ

ボ
の
代
わ
り
に
「
メ
ェ
ー
ダ
マ
な
ら
し
」
が
行
わ
れ
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
行
事
の
関
係
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
ず
、
ア
ワ
ボ
ヒ
エ
ボ
は
、
カ
ツ
ノ
キ
（
ヌ
ル
デ
）
の

木
を
三
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
に
き
り
、皮
を
削
ら
な
い
も
の
を
ア
ワ
、削
っ

た
も
の
を
ヒ
エ
と
称
し
て
、六
本
ず
つ
一
二
本
を
飾
る
。
こ
れ
ら
は
、

切
っ
て
き
た
栗
の
木
に
竹
を
通
し
て
吊
り
下
げ
て
い
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
ま
で
仁
屋
で
は
、
ア
ワ
ボ
ヒ
エ
ボ
の
代
わ
り
に

「
メ
ェ
ー
ダ
マ
な
ら
し
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
ミ
ズ
キ
に
小

さ
く
丸
め
た
紅
白
の
餅
を
な
ら
せ
て
、
家
の
オ
ガ
ミ
に
飾
る
行
事
で

あ
る
。
伝
承
に
よ
る
と
家
で
メ
ェ
ー
ダ
マ
を
生
ら
す
年
は
、
外
で
ア

ワ
ボ
ヒ
エ
ボ
は
行
わ
ず
、外
で
ア
ワ
ボ
ヒ
エ
ボ
を
吊
る
し
た
年
に
は
、

メ
エ
ー
ダ
マ
を
な
ら
さ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

小
正
月

小
正
月
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アワぼへいぼ（新月） アワぼへいぼ（新月）

上　オオイのササとコブの木の飾り
　　1980.		撮影　川島秀一　
下　ササとコブの展示（国立歴史民俗博物館）
　　2014.	1.14			撮影　川村清志　

　

同
時
期
の
仁
屋
は
、
ナ
マ
コ
ド

リ
も
家
礼
と
し
て
行
っ
て
き
た
。

一
五
日
の
昼
間
に
、
子
ど
も
た
ち

が
、
縄
で
結
わ
え
た
ナ
マ
コ
を
引

き
な
が
ら
、
家
の
回
り
を
、
唱
え

ご
と
を
語
り
な
が
ら
一
周
す
る
。

一
人
の
子
ど
も
が
ナ
マ
コ
を
引

き
、
も
う
一
人
は
そ
の
ナ
マ
コ
を

栗
で
打
ち
な
が
ら
あ
る
く
。
栗
の

木
は
門
松
に
飾
ら
れ
た
木
を
用
い

る
。
唱
え
ご
と
は
「
ナ
マ
コ
ド
ー

リ
の
お
通
り
だ
。モ
ン
モ
ラ
モ
ジ
、

除
け
さ
い
だ
。こ
ち
ら
の
旦
那
様
、

金
持
ち
だ
。
銭
と
金
、
舞
い
込
ん

だ
」
と
大
き
な
声
で
語
る
。

《
聞
き
取
り
》

　

日
記
に
記
さ
れ
た
小
正
月
の

行
事
の
大
半
は
、
今
日
で
は
み

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
す
で
に

一
九
八
〇
年
代
で
も
ア
ワ
ボ
ヒ
エ

上　オオイのスギとツタの飾り
　　1980.	　撮影　川島秀一　
下　スギとツタの展示（国立歴史民俗博物館）
　　2014.	1..29			撮影　川村清志								

ボ
は
継
承
さ
れ
て
お
ら
ず
、
第
一

別
家
の
仁
屋
で
も
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
ア
ワ
ボ
ヘ
イ
ボ
の
行
事

が
な
く
な
っ
た
正
確
な
年
代
は
わ

か
ら
な
い
が
、
戦
時
中
の
家
人
が

極
端
に
減
少
し
、
人
出
が
足
り
な

く
な
っ
た
時
期
か
、
戦
後
の
生
活

改
良
運
動
に
準
じ
て
、
行
事
を
簡

略
化
し
た
際
と
考
え
ら
れ
る
。

　

同
様
に
ナ
マ
コ
ド
リ
、
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
ウ
タ
イ
コ
ミ
も
行
わ

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
戦
後

か
ら
高
度
経
済
成
長
期
に
か
け

て
、
休
止
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　

ち
な
み
に
オ
オ
イ
は
、
メ
ェ
ー

ダ
マ
に
つ
い
て
全
く
記
憶
し
て
い

な
い
。
か
つ
て
オ
オ
イ
の
家
の
長

屋
門
の
前
に
自
然
に
ミ
ズ
キ
の
木

が
生
え
て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
れ
を
見
つ
け
た
仁
屋
の
家
族

が
、
こ
の
木
は
家
で
使
う
か
ら
切
ら
な
い
で
欲
し
い
と
オ
オ
イ
に
お

願
い
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

震
災
前
に
行
わ
れ
た
小
正
月
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

　

小
正
月　

一
五
日
の
う
ち
に
門
松
に
笹
と
コ
ブ
の
木
と
を
結
わ
え

て
お
く
。「
さ
さ
（
笹
）、喜
（
コ
ブ
）
べ
」
と
い
う
意
味
だ
と
い
う
。

三
一
日
に
は
漆
と
杉
を
結
び
つ
け
る
。
こ
れ
は
「
う
れ
し
（
漆
）
く

過
ぎ
（
杉
）
た
」
と
い
う
意
味
だ
と
い
う
。

　

た
だ
し
こ
こ
で
ウ
ル
シ
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
実
際
に
は
、
キ
ヅ
タ

で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
落
葉
樹
で
あ
る
ウ
ル
シ
は
、
葉
を
落
と
し
て

い
る
。
仁
屋
で
は
、同
じ
く
キ
ヅ
タ
と
杉
を
飾
る
が
、そ
の
際
は
、「
す

ぎ
て
伝
わ
る
」
と
い
う
語
呂
合
わ
せ
で
あ
る
と
語
ら
れ
る
。

　

巳
年
の
餅　

現
当
主
の
奥
さ
ん
が
記
憶
し
て
い
る
小
正
月
の
行
事

と
し
て
、
こ
の
日
に
巳
年
の
餅
を
作
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

家
族
だ
け
で
な
く
、仙
台
な
ど
に
住
ん
で
い
る
親
戚
の
分
も
作
っ
た
。

巳
年
の
者
の
人
数
だ
け
作
っ
た
餅
を
紙
に
包
ん
で
、
何
事
も
な
い
よ

う
に
と
祈
り
な
が
ら
、
自
分
の
体
に
こ
す
り
つ
け
、
ま
だ
暗
い
時
間

に
近
く
の
海
に
投
げ
て
く
る
。
こ
の
時
、
決
し
て
振
り
返
ら
ず
に
家

に
戻
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
実
際
に
こ
の
行
事
を
行
っ
た
日
は
、
定

か
で
は
な
い
が
、
餅
を
作
る
の
は
小
正
月
の
日
で
あ
っ
た
。

左　起こされた臼
　　2010.1.15　			
　　撮影　勝田徹
右　臼モチ
　　2010.1.15　			
　　撮影　勝田徹

小
正
月

小
正
月
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二
月
二
十
一
日	

日
曜	

晴	

起
＝
五
時
半　

寝
＝
八
時
十
分

　

朝
小
便
た
れ
に
お
き
た
の
を
す
ぎ
お
き
た
。

　

お
き
て
見
る
と
雪
が
ふ
つ
て
居
る
の
で
雪

　

は
ら
ひ
を
し
た
。
表
に
わ
、
家
の
わ
き
。
ま
や
⑴
の
後

　

し
ろ
に
行
つ
た
。「
お
し
し
や
様
」
⑵
お
が
み
が
来
た
。

　

夕
方
ま
で
か
ゝ
つ
て
飛
行
機
だ
こ
の
ほ
ね
を

　

作
っ
た
大
田
の
お
ば
さ
ん
と
大
二
が
来
た
。

　

と
ま
り
に
来
た
。
夕
は
ん
す
ぎ
に
早
く
ね
た
。

⑴
馬
屋
の
こ
と
か
。
⑵
表
現
が
特
異
だ
が
、
お
そ
ら
く
オ
シ
ラ
様
と
考
え
ら
れ
る
。

二
月
十
日	

金
曜	

晴	

起=

六
時
寝
＝
八
時
半

　

今
日
は
朝
早
く
お
き
て
仕
た
く
を
す
る
。今
日
は
お
寺
ま
い
り
だ
。

　

朝
雪
お
す
を
す
る
。
餅
を
食
べ
て
榮
吉
君
等
と
行
く
。

　

お
ま
い
り
は
終
っ
て
歸
る
。
途
中
本
校
の
學
藝
會

　

を
少
し
見
た
。
家
に
来
た
ら
晝
こ
ろ
で
あ
つ
た
。

◉ 
オ
シ
ラ
様
遊
ば
せ 

寺
参
り

《
日
記
解
題
》

　

こ
の
両
日
は
共
に
旧
の
一
月
一
六
日
に
あ
た
る
。
二
年
間
の
記
述

に
共
通
す
る
行
事
は
見
当
た
ら
な
い
。
後
述
す
る
資
料
①
の
報
告
の

な
か
に
、
こ
の
日
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
け
れ
ば
、
見
落
と
す
可
能

性
が
高
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
三
二
年
に
は
、
た
だ
一
行
「「
お
し
し
や
様
」
お
が
み
が

OEI33-10
旧暦　1933年1月16日
新暦　1933年 2月10日

OEI32-13
旧暦　1932年1月16日
新暦　1932年 2月21日

来
た
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
ど
う
や

ら
オ
シ
ラ
様
と
考
え
ら

れ
る
。
オ
シ
ラ
様
に
つ

い
て
は
、
栄
一
氏
自
身

は
、
い
か
な
る
活
動
も

記
し
て
い
な
い
。
他
方
で
、
翌
年
の
三
三
年
に
な
る
と
、「
今
日
は

お
寺
ま
い
り
」
と
記
し
て
い
る
。
朝
食
に
餅
を
食
べ
た
あ
と
、
友
人

た
ち
と
お
参
り
に
行
っ
た
と
あ
る
の
で
、個
人
や
家
で
は
な
く
、小
々

汐
の
行
事
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

《
資
料
》

　

資
料
①
に
は
、「
仏
お
が
み
」
の
日
と
さ
れ
、「
午
前
中
は
男
、
午

後
は
女
の
集
ま
り
で
、本
家
の
「
オ
シ
ラ
サ
マ
」
を
拝
む
」
と
あ
る
。

こ
の
記
述
も
非
常
に
簡
潔
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
、
二
年
間
の
日

記
の
内
容
を
合
わ
せ
た
も
の
に
近
い
。
日
記
の
通
り
な
ら
、
オ
シ
ラ

様
を
拝
む
に
際
し
て
、
宗
教
的
な
職
能
者
で
あ
る
カ
ミ
サ
マ
を
招
い

て
、
オ
シ
ラ
様
遊
ば
せ
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

資
料
③
に
よ
れ
ば
、
気
仙
沼
で
は
、
オ
シ
ラ
様
の
祭
日
を
「
旧
暦

の
三
月
と
九
月
の
一
六
日
に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
正
月
の
一
六
日

を
加
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
正
月
だ
け
祀
っ
て
い
る
家

も
み
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

　

資
料
④
に
は
特
に
行
事
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ
一
覧
表
に
魚

食
の
禁
忌
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
オ
オ
イ
で
は
、
オ
シ
ラ

様
を
出
し
て
い
る
間
は
、
肉
食
の
禁
忌
が
あ
っ
た
の
で
、
関
連
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

《
聞
き
取
り
》

　

今
で
も
、
お
寺
参
り
は
あ
る
。
小
々
汐
の
旦
那
寺
は
鹿
折
の
興

福
寺
な
の
で
、
皆
、
そ
こ
に
参
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
一
六
日

か
ど
う
か
確
証
は
な
い
が
、
当
主
の
奥
さ
ん
が
嫁
い
で
来
ら
れ
た

一
九
七
〇
年
代
後
半
の
頃
で
も
、「
オ
シ
ラ
遊
ば
せ
」
は
行
わ
れ
て

い
た
。
そ
の
頃
も
オ
ガ
ミ
サ
マ
を
呼
ん
で
オ
オ
イ
で
行
っ
て
い
た
。

オ
ガ
ミ
サ
マ
が
い
な
い
時
に
は
、
主
婦
た
ち
が
鹿
折
の
八
幡
様
に
行

き
、拝
ん
で
も
ら
っ
て
か
ら
、休き
ゅ
う
け
い憩を

挟
ん
て
家
路
に
つ
い
て
い
た
。

オシラ様
2010.12.31	撮影	勝田徹
震災前までは、正月にだけオ
シラ様を棚から出して、ナカ
マに飾っていた。

オ
シ
ラ
様
遊
ば
せ　

寺
参
り

オ
シ
ラ
様
遊
ば
せ　

寺
参
り
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二
月
二
十
五
日	

木
曜	

晴	

起
＝
六
時
二
十
分	

寝
＝
九
時
半

　

朝
早
く
行
く
ピ
ン
ポ
ン
を
し
た
、
五
時
間
目
の

　

体
操
の
時
間
に
ピ
ン
ポ
ン
の
し
あ
い
を
し
た
。

　

お
も
し
ろ
か
つ
た
。
五
時
間
で
歸
っ
た
。

　

家
に
来
て
の
り
す
を
入
れ
た
り
し
た
。

　

木
を
入
れ
た
。
の
り
の
て
ん
ぷ
ら
を	

食
べ
た
。

　

今
夜
は
二
十
日
で
え
べ
す
こ
な
の
で	

い
そ
が
し
い
。

　

夕
は
ん
す
ぎ
に
大
ぜ
い
の
人
が
来
た
。

　

中
川
原
よ
り
御
年
始
等と
う
が
来
た
。

　

九
時
し
ぎ
に
歸
っ
て
行
く
。（
あ
み
と
う
）。

二
月
十
四
日	

火
曜	

晴=

×
五
時
半
寝
＝
十
時

　

今
日
は
公
民
學
校
の
査
閲
だ
。

　

七
時
ま
で
に
石
橋
集
合
な
の
で
早
く
用
意
す
る
。

　

誰
も
来
な
い
の
で
ま
っ
た
。
皆
来
た
の
で
行
く
。

　

石
橋
に
つ
い
た
ら
七
時
し
ぎ
で
あ
っ
た
。

　

八
時
頃
ま
で
皆
来
た
。
氣
仙
沼
小
學
校
に
行
く
。

　

査
閲
を
×
受
け
る
村
は
鹿
折
、
氣
仙
沼
、
新
月

　

の
三
組
で
あ
る
。
教
練
學
×
科
等
を
終
へ
て

　

辨
當
を
食
べ
る
。

　

氣
仙
沼
の
鈴
木
マ
ゴ
兵
衛
氏
の
ご
つ
そ
う

◉ 
エ
ビ
ス
講

OEI33-11
旧暦　1933年1月20日
新暦　1933年 2月14日

OEI32-14
旧暦　1932年1月20日
新暦　1932年 2月25日

　

が
有
っ
た

（
サ
ツ
マ
づ
る
肉
も
入
っ
て
と
て
も
う
ま
か
っ
た
）
ド
ン
ブ
リ
デ
一
つ
。

　

家
に
つ
い
た
ら
二
時
頃
で
あ
っ
た
。

　

今
夜
は
エ
ベ
シ
コ
だ
。
皆
集
つ
て
さ
か
も
り
だ

　

大
へ
ん
に
お
も
し
ろ
い
。

《
日
記
解
題
》

　

エ
ビ
ス
講
は
、「
エ
ベ
ス
コ
」、「
エ
ベ	

シ
コ
」
と
表
記
さ
れ
、
両
年
と
も
に
旧

暦
の
一
月
二
〇
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

簡
潔
な
記
述
で
あ
る
が
、
両
年
と
も
に
、
オ
オ
イ
に
多
く
の
人
が
集

ま
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

《
資
料
》

　

エ
ビ
ス
講
に
つ
い
て
は
、
旧
の
一
〇
月
二
〇
日
と
し
て
紹
介
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
資
料
④
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

エ
ビ
ス
講　

俗
に
「
財
布
ざ
か
な
」
と
呼
ば
れ
る
ド
ン
コ
（
エ
ゾ

ア
イ
ナ
メ
）
を
あ
げ
る
。
ド
ン
コ
は
根
魚
の
類
で
、
食
べ
た
も
の
を

口
か
ら
出
す
の
で
、「
財
布
ざ
か
な
」
と
呼
ば
れ
る
。
ド
ン
コ
は
二

匹
、
腹
と
腹
を
合
わ
せ
て
上
げ
る
。
お
膳
は
、
オ
エ
ビ
ス
様
と
オ
ダ

イ
コ
ク
様
へ
の
二
膳
を
あ
げ
る
。
オ
ハ
ギ
、
刺
身
、
お
吸
い
物
を
あ

げ
る
。
た
だ
同
じ
報
告
で
は
、
ヤ
イ
ド
の
正
月
で
、
小
正
月
に
飾
っ

た
メ
ェ
ー
ダ
マ
を
下
ろ
し
（
メ
ェ
ー
ダ
マ
を
か
く
と
い
う
）、
ア
ズ

キ
粥
を
食
べ
る
と
と
も
に
、「「
初
エ
ビ
ス
」の
日
で
も
あ
る
の
で
、「
エ

ビ
ス
コ
振
る
舞
い
」
も
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

 《
聞
き
取
り
》

　

震
災
前
の
聞
き
取
り
で
は
、「
エ
ビ
ス
講
」
は
、
年
末
に
恵
比
寿

大
黒
に
魚
を
用
い
た
膳
を
夕
方
に
供
え
て
い
た
。
恵
比
寿
大
黒
の
紙

札
が
貼
っ
て
あ
る
下
に
膳
を
二
つ
置
く
。
オ
オ
イ
で
は
ド
ン
コ
の
田

楽
を
作
る
。
別
の
機
会
に
は
、
ド
ン
コ
汁
を
作
る
こ
と
も
あ
る
と
語

ら
れ
て
い
る
。
家
の
中
だ
け
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

上　オオイのエビス講に供えられ			
　　たドンコの田楽
　　2010.12.16		撮影	川島秀一
下　仁屋のドンコ汁
　			1990.12.10		撮影	川島秀一

エ
ビ
ス
講

エ
ビ
ス
講
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◉ 
桃
の
節
句

　
四
月
八
日	

金
曜	

雨	

起
＝
六
時
半　

寝
＝
八
時
二
十
分

　

今
日
は
旧
の
三
月
三
日
で
す

　

も
ち
つ
き
を
し
た
。
大
漁
祭
で
神
明
様
⑴
　
　

　

で
お
ど
り
が
あ
る
と
い
ふ
の
で
も
ち
を
食
っ
て

　

兄
さ
ん
と
行
く
。
お
ど
り
船
に
の
つ
て
見
て
居
る

　

雨
が
ふ
つ
て
大
へ
ん
に
こ
ま
つ
た
。

　

ひ
る
頃
家
に
歸
っ
た
。
三
月
ご
せ
っ
く
い
わ
い
⑵

　

の
人
た
ち
は
来
て
居
た
。

　

夕
方
雨
は
は
れ
た
。
ベ
ス
ボ
ー
ル
を
し
て
あ
そ
ぶ

　

兄
さ
ん
は
浦
島
に
保
護
會
総
會
に
行
く
。

⑴
神
明
様
は
、
内
湾
地
区
の
五
十
鈴
神
社
の
こ
と
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
⑵
桃
の

節
句
に
「
節
句
祝
い
」
と
い
う
名
目
で
来
客
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

《
日
記
解
題
》

　

桃
の
節
句
は
、
三
二
年
の
日
記
に
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
三
三

年
の
旧
三
月
三
日
に
は
、
特
に
記
載
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略

し
た
。
こ
の
約
一
月
前
（
一
九
三
三
年
三
月
四
日
）
に
起
き
た
昭
和

OEI32-26
旧暦　1932年	3月3日
新暦　1932年 4月8日

の
大
津
波
の
余
波
で
、
行
事
そ
の
も
の
が
自じ
し
ゅ
く粛
さ
れ
た
と
考
え
る
の

が
妥
当
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
通
年
の
行
事
と
考
え
ら
れ
る
三
二
年
は
、
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

日
誌
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
最
初
に
餅
つ
き
が
行
わ
れ
た
と
あ
る
。
こ

の
時
の
モ
チ
に
つ
い
て
は
、
後
の
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
補
足
さ
れ
る

内
容
が
あ
る
。
次
に
栄
一
氏
た
ち
は
、
神
明
様
の
大
漁
祭
り
を
見
物

に
い
っ
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
神
明
様
は
小
々
汐
を
含
め
た

四
ヶ
浜
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
内
湾
地
区
の

五い

す

ず
十
鈴
神
社
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
神
社
で
の
大
漁
祭
り

に
「
お
ど
り
」
が
奉
納
さ
れ
た
の
で
、
兄
と
一
緒
に
見
物
に
行
っ
た

と
あ
る
。
行
事
は
午
前
中
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

午
後
に
な
っ
て
帰
る
と「
ご
せ
っ
く
い
わ
い
」の
人
が
き
て
い
た
。

桃
の
節
句
に
も
オ
オ
イ
に
人
が
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
れ
は
、
後
述
す
る
資
料
①
の
小
々
汐
内
で
の
「
節
句
礼
」
に
相
当

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

《
資
料
》

　

資
料
①
に
は
「
節
句
礼
」
男
の
み
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
資
料
②

に
は
、
特
に
記
述
が
な
い
。

　

資
料
④
の
仁
屋
の
事
例
で
は
、
こ
の
日
は
「
ヨ
モ
ギ
を
入
れ
た
菱

餅
に
梅
の
花
を
そ
え
て
、
神
様
へ
あ
げ
る
」
と
あ
る
。

《
聞
き
取
り
》

　

桃
の
節
句
に
は
、
白
餅
と
草
餅
の
菱ひ
し
も
ち餅
を
作
っ
た
。
そ
こ
に
梅
の

花
や
蕾つ
ぼ
みの

つ
い
た
枝
を
添
え
て
、
神
仏
に
供
え
た
。
神
様
に
は
計
六

つ
、
仏
前
に
は
計
二
つ
供
え
た
。
三
月
の
節
句
に
関
し
て
は
、
新
暦

で
行
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。　　
　

仁屋の3月の節句の膳
1986.4.11		撮影　川島秀一	　
仁屋でも、梅の枝を膳に添えていたことがわかる。

桃
の
節
句

桃
の
節
句
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◉ 
旧
の
十
六
日

四
月
二
十
一
日	

木
曜
日	

晴	

起
＝
六
時　

寝
八
時
二
十
分

　

今
日
は
旧
の
十
六
日
な
の
で
ま
ん
じ
ゆ
を
作

　

つ
た
。
大
へ
ん
に
う
ま
か
つ
た
。
お
母
さ
ん
は
二
十
一
⑴
に
行
く

　

ひ
る
す
ぎ
に
田
の
し
り
⑵
に
死
人
は
よ
つ
た
と
い

　

ふ
の
で
大
さ
わ
ぎ
し
た
。
ず
ん
さ
等
は
来
た
。

　

夕
方
お
×
母
さ
ん
は
×
歸
つ
て
来
た
。

　

早
く
ね
た
。

十
月
十
五
日	

土
曜	

晴	

起=

六
時
十
分
寝=

九
時

　

朝
は
ん
を
食
べ
る
。
十
六
日
（
旧
）
の
ま
ん
ぢ
う	

を
食
ふ
。

　

大
作
と
二
人
で
し
ば
た
て
を
す
る
。
大
工
は
来
た	

。

　

夕
方
新
場
の
ぢ
い
さ
ん
は
悪
い
の
で　

ガ
ケ
ま
で
お

　

ば
ん
さ
ん
を
む
か
ひ
に
行
く
。

四
月
十
日
（
月
）
晴　

起
＝
六
時
半　

寝
＝
九
時
半

　

今
朝
は
十
六
日
ま
ん
じ
ゅ
う
だ
。

　

朝
早
く
よ
り
作
る
。
大
変
に
う
ま
い
。

　

海
苔
を
取
り
に
行
く
。
二
百
ば
か
り
取
る

　

⑴
気
仙
沼
市
の
少
し
山
あ
い
の
集
落
の
名
前
。
⑵
小
々
汐
内
の
地
名
。

OEI33-25
旧暦　1933年 3月16日
新暦　1933年 4月10日

OEI32-67
旧暦　1932年	9月	16日
新暦　1932年10月15日

OEI32-29
旧暦　1932年 3月16日
新暦　1932年 4月21日

《
日
記
解
題
》

　

日
記
に
は
、
計
三
回
、
旧
の
十
六
日
と
い
う
表
現
が
出
て
く
る
。

三
二
年
は
、旧
暦
の
三
月
一
六
日
と
九
月
一
六
日
が
そ
れ
に
あ
た
り
、

三
三
年
に
は
同
三
月
一
六
日
に
記き
さ
い載

が
あ
る
。い
ず
れ
も
、マ
ン
ジ
ュ

ウ
を
作
っ
て
食
べ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
栄
一
氏
は
こ
の
マ
ン

ジ
ュ
ウ
が
気
に
入
っ
て
い
た
よ
う
で
、繰
り
返
し
、「
大
変
に
う
ま
い
」

と
書
き
残
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
日
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ

た
の
か
、
記
さ
れ
て
い
な
い
。
何
か
の
信
仰
の
対
象
が
あ
っ
た
の
か

も
明
確
で
は
な
い
。
と
り
あ
え
ず
、
旧
暦
の
三
月
と
九
月
の
一
六
日

が
、
と
も
に
「
旧
の
十
六
日
」
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
に
と
ど
ま
る
。

《
資
料
》

　

資
料
①
、
②
で
は
、
こ
の
両
日
に
女
性
に
よ
る
「
オ
シ
ラ
様
お
が

み
」
が
行
わ
れ
る
と
し
て
い
る
。

　

資
料
④
の
仁
屋
の
事
例
で
は
、
こ
の
日
を
「
農
ヅ
ラ
サ
マ
」
と
呼

び
、
田
畑
の
神
様
を
祀
る
日
と
し
て
い
る
。
資
料
③
で
も
、
こ
の
慣

行
が
気
仙
沼
に
広
く
み
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
仁
屋
で
も
、

田
畑
の
神
様
へ
マ
ン
ジ
ュ
ウ
を
一
六
個
作
っ
て
祀ま
つ
っ
た
。
こ
の
日
は

で
き
る
だ
け
遅
く
田
畑
に
出
る
も
の
と
さ
れ
、
逆
に
九
月
一
六
日
の

農
ヅ
ラ
サ
マ
の
日
は
、
で
き
る
だ
け
遅
く
田
畑
に
出
る
も
の
と
さ
れ

た
。
い
く
ら
か
で
も
長
く
、
田
畑
に
い
て
も
ら
う
た
め
だ
と
い
う
。

《
聞
き
取
り
》

　

一
九
八
〇
年
代
の
中
頃
は
、
オ
オ
イ
で
も
マ
ン
ジ
ュ
ウ
を
作
っ
て

い
た
。
上
新
粉
を
練
り
、
そ
の
な
か
に
小
豆
の
ア
ン
コ
を
入
れ
て
、

お
湯
で
茹
で
て
作
っ
た
。
大
変
美
味
し
い
そ
う
だ
っ
た
が
、
す
ぐ
に

食
べ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
ず
、
神
様
に
供
え
て
い
た
。
こ
の
頃
は

忙
し
い
た
め
、
前
日
の
夜
に
用
意
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。　

仁屋にてマスに入れて供えられた十六ダンゴ
1985.	5.5　撮影：川島秀一

旧
の
十
六
日

旧
の
十
六
日
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×
六
月
七
日	

火
曜	

×
×
雨　

起
＝
五
時
五
十
分　

寝
＝
九
時

　

朝
よ
り
田
に
や
る
か
す
つ
き
を
し
た
。

　

雨
は
ふ
っ
て
居
る
伊
里
よ
り
こ
う
ろ
し
を
か
り　

　

て
来
て
お
ろ
し
た
。

　

ド
ン
を
し
た
。
ひ
る
す
ぎ
に
は
大
へ
ん
強
く
雨
は

　

ふ
つ
て
来
た
。
よ
も
ぎ
を
か
っ
た
。
ふ
ろ
に
火
を
も　　
　

　

し
た
。
し
や
う
ぶ
て
や
ね
を
ふ
い
た
。
明
日
五
せ
っ
く

　

し
や
う
ふ
ゆ
な
の
で
皆
入
つ
た
。
も
ち
を
つ
い
た
。

×
六
月
八
日	

水
曜	

曇
後
→
雨　

起
＝
六
時　

寝
＝
八
時
半

　

今
日
は
旧
の
×
×
五
日
で
五
せ
つ
く
だ
。
朝
よ
り
も
ち

　

つ
き
⑴
だ
。
か
ほ
を
あ
ら
つ
×
て
お
ま
い
り
を
し
た
。

　

か
す
つ
き
を
始
め
た
。
五
せ
っ
く
れ
い
⑵
お
す
る
人
は
大
ぜ
い

　

来
る
。
前
林
の
べ
つ
か
の
男
の
人
は
も
ち
さ
け
た
ん

　

も
の
⑶
等
を
持
つ
て
来
た
。
と
う
×
お
ぢ
さ
ん
も
来
た
。

			

夕
方
近
く
に
大
は
ふ
つ
て
来
た
。

			
兄
さ
ん
と
二
人
で
田
の
土
の
高
い
所
よ
り
ひ
く
い
所

			
に
土
を
あ
こ
ん
だ
。（
引
た
わ
ら
）

			

し
や
う
ぎ
を
し
た
。

◉ 
端
午
の
節
句

OEI32-41
旧暦　1932年 5月4,5日
新暦　1932年 6月7,8日

五
月
二
十
七
日
（
土
）
晴

起
＝
五
時

寝
＝
九
時

　

今
日
は
田
打
⑷
だ
。
外
の
人
は
家
よ
り
下
の

　

人
を
た
の
ん
だ
。

　

僕
は
家
に
居
て
シ
ヤ
ウ
ブ
で
屋
根
を
ふ
い
た

　

り
す
る
。
夕
方
歸
り
来
た
。
×
寒
い
日
だ
。

五
月
二
十
八
日　

（
日
）
　

晴　

起
＝
七
時
半　

寝
＝
九
時
半

　

今
日
は
旧
の
五
月
五
日　

五
節
句
だ
。

　

朝　

餅
つ
き
を
す
る
。
お
ま
い
り
等
を
す
る
。

　

夕
方　

兄
さ
ん
と
二
人
で
新
場
の
便
船
で
芝
居

　

見
物
に
行
く
。
人
は
大
勢
で
あ
っ
た
。

　

ツ
ジ
レ
×
ニ
シ
キ
。
實
エ
イ
競
。
慈
愛
の
光

　

等
有
り
て
大
変
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

⑴
カ
シ
ワ
餅
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑵
五
節
句
礼
の
こ
と
か
。
⑶
餅
、
酒
、
反
物

の
こ
と
か
。
⑷
田
植
え
を
前
に
田
を
掘
り
起
こ
し
て
土
を
細
か
く
砕
く
作
業
。

　

OEI32-35
旧暦　1933年 5月4,5日
新暦　1933年 5月27,28日

仁屋のカシワ餅
1988.	6.17			撮影		川島秀一	

端
午
の
節
句

端
午
の
節
句
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《
日
記
解
題
》

　

五
月
の
節
句
は
三
二
年
と
三
三
年
の
両
年
に
渡
っ
て
記
さ
れ
て
い

る
。
両
者
で
共
通
の
行
事
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
三
二
年
の
方
が
や

や
詳
細
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

　

端
午
の
節
句
の
前
日
に
は
、
毎
年
、
シ
ョ
ウ
ブ
に
よ
る
屋
根
葺
き

の
作
業
が
行
わ
れ
る
。三
二
年
に
は
、家
族
の
全
員
が
菖
蒲
湯
に
入
っ

た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

気
に
な
る
の
は「
ヨ
モ
ギ
を
か
っ
た
」と
言
う
表
現
で
あ
る
。「
刈
っ

た
」
の
か
「
買
っ
た
」
の
か
は
前
後
の
文
脈
で
は
判
然
と
し
な
い
が
、

お
そ
ら
く
前
者
だ
ろ
う
。
翌
日
の
五
日
の
日
に
は
、
両
年
で
お
参
り

を
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ど
こ
に
お
参
り
が
行
わ
れ
た

の
か
明
確
で
は
な
い
。

　

こ
の
端
午
の
節
句
に
も
、
餅
つ
き
が
行
わ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
カ
シ

ワ
餅
の
こ
と
で
あ
る
。

　

三
二
年
の
日
誌
に
は
、
祝
い
の
人
々
が
多
く
訪
れ
た
と
し
る
さ
れ

て
お
り
、祝
い
の
品
を
持
参
し
た
人
も
い
た
。
ま
た
、三
三
年
に
は
、

便
船
に
乗
っ
て
芝
居
見
物
に
行
っ
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
船
で
の

移
動
と
い
う
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
対
岸
の
市
街
地
で
の
公
演
を
見
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
公
演
は
、
節
句
の
日
と
い
う
よ
り

は
日
曜
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
か
も
し
れ
な
い
。

酒
を
呑
む
。　

　

ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
の
半
ば
に
撮
影
さ

れ
た
茅か
や
ぶ
き葺
民
家
の
端
午
の
節
句
の
様
子
も
み

ら
れ
る
。こ
の
写
真
に
よ
る
と
文
中
の「
シ
ャ

ウ
ブ
で
屋
根
を
ふ
い
た
」
と
い
う
表
現
の
実

際
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。
シ
ョ
ウ
ブ
は
屋

根
の
軒
の
部
分
に
ほ
ぼ
等
間
隔
に
突
き
刺

さ
っ
て
い
る
。し
か
も
、写
真
に
よ
る
と
シ
ョ

《
資
料
》

　

資
料
①
で
は
、桃
の
節
句
と
同
じ
く
、「「
節

句
礼
」
男
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
。

　

仁
屋
の
事
例
（
資
料
④
）
は
、
次
の
通
り

で
あ
る
。
旧
暦
の
四
月
二
八
日
か
ら
五
月
五

日
ま
で
は
、
鯉
の
ぼ
り
を
あ
げ
る
。
ヨ
モ
ギ

と
シ
ョ
ウ
ブ
を
門
口
、
裏
口
、
イ
ノ
ヒ
（
戌

亥
の
方
角
）の
門
口
な
ど
に
挿
す
。こ
の
三
ヶ

所
に
三
つ
ず
つ
、
あ
る
い
は
こ
の
三
ヶ
所
を

含
め
た
五
ヶ
所
に
五
つ
ず
つ
挿
す
。
四
日
の

晩
は
シ
ョ
ウ
ブ
湯
に
入
り
、
布
団
の
下
に
も

シ
ョ
ウ
ブ
を
敷
い
て
寝
て
、翌
日
に
納
め
る
。

ま
た
、
シ
ョ
ウ
ブ
を
頭
に
巻
き
、
シ
ョ
ウ
ブ

仁屋の屋根に挿されたヨモギとショウブ　
1988.6.17		撮影　川島秀一	
複数の場所にヨモギとショウブが挿されているのが確認できる。

屋根に挿されたヨモギとショウブ　
1985.6.22　撮影　川島秀一
1980 年代半ばに撮影された市内の茅
葺民家の事例。オオイでもこのように
ショウブとヨモギを飾ったものと考え
られる。

仁屋でのカシワ餅を作る様子
1988.6.17　撮影	川島秀一	

端
午
の
節
句

端
午
の
節
句
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ウ
ブ
だ
け
で
な
く
、
ヨ
モ
ギ
も
同
時
に
屋
根
に
突
き
刺
し
て
い
る
。

　

カ
シ
ワ
餅
に
つ
い
て
は
、
仁
屋
の
様
子
を
写
真
か
ら
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
写
真
を
見
る
限
り
、
カ
シ
ワ
餅
に
は
白
餅
と
草
餅
の
二
種

が
あ
る
。
草
餅
の
方
に
は
ヨ
モ
ギ
を
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

《
聞
き
取
り
》

　

オ
オ
イ
で
も
震
災
前
ま
で
、シ
ョ
ウ
ブ
と
ヨ
モ
ギ
を
供
え
て
い
た
。

ヨ
モ
ギ
は
、
裏
の
田
の
土
手
な
ど
に
生
え
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ら
を

摘
ん
で
利
用
し
て
い
た
。
ま
た
。
カ
シ
ワ
餅
に
用
い
る
カ
シ
ワ
の
葉

は
、
明
神
様
の
林
の
裾
に
生
え
て
い
た
カ
シ
ワ
の
木
か
ら
と
っ
て
い

た
。
忠
行
氏
が
存
命
だ
っ
た
頃
で
も
、
す
で
に
か
な
り
高
い
と
こ
ろ

に
枝
を
張
っ
て
い
た
た
め
、
剪せ
ん
て
い定
バ
サ
ミ
を
用
い
て
葉
を
取
っ
て
い

た
。

　

そ
の
後
、
人
手
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
シ
ョ
ウ
ブ
と
ヨ
モ
ギ
を
屋

根
に
挿さ

す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
震
災
前
の
数
年
間

は
、
屋
根
の
下
の
縁
側
に
か
つ
て
の
本
数
と
同
じ
だ
け
、
シ
ョ
ウ
ブ

と
ヨ
モ
ギ
を
お
い
て
い
た
と
い
う
。

　

ヨ
モ
ギ
は
近
く
で
取
れ
た
が
、
シ
ョ
ウ
ブ
は
奥
さ
ん
が
町
で
買
っ

て
き
た
。
供
え
る
場
所
が
多
い
た
め
、
シ
ョ
ウ
ブ

を
た
く
さ
ん
購
入
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
オ
オ
イ
で
も
、
シ
ョ
ウ
ブ
湯
に
入
り
、

枕
の
下
に
シ
ョ
ウ
ブ
を
敷
い
て
眠
る
こ
と
は
行
わ

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
頭
に
シ
ョ
ウ
ブ
を
巻
い
た

り
、
シ
ョ
ウ
ブ
酒
を
飲
む
と
い
っ
た
慣
行
は
行
わ

れ
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　

ショウブを頭に巻き、ショウブ酒を飲む
1985.			撮影　川島秀一	

ショウブ酒
1985.			撮影、川島秀一	

◉ 

天
王
様

七
月
十
七
日	

日
曜	

晴	

起=

六
時
寝=

九
時
半

　

兄
さ
ん
と
知
行
と
三
人
で
お
う
が
い
⑴	

を
ひ
い
た

　

二
十
匹
ば
か
り
を
ひ
い
×
た
。

　

か
ら
い
も
⑵
を
ほ
っ
た
。
こ
う
せ
ん
⑶
を
ひ
い
た
の
で

　

食
ふ
。
あ
さ
り
を
た
く
さ
ん
か
い
た
の
で
あ
さ
り
む
き	

を
し
た

　

今
日
は
御
天
の
う
様
な
の
で
お
は
た
を	

持
×
つ
て
行
く
。

　

大
ぜ
い
お
よ
う
ご
も
り
は
来
て
居
た
。
家
よ
り
も

　

行
く
。
こ
う
せ
ん
等
を
食
べ
た
。

　

家
に
来
て
あ
そ
ぶ
。

　

青
年
團
×
の
ひ
よ
×
う
を
二
十
×
錢
要カ
ナ
メに
や
つ
た
。

　

明
日
は
チ
フ
ス
の
豫
防
注
射
を
ガ
ケ
で
す
る
と
通
知
あ
り
。

八
月
四
日
（
金
）
　

晴　

起
＝
五
時
四
十
分　

寝
＝
八
時

　

朝
飯
を
食
べ
て
兄
さ
ん
と
天
王
様
に
そ
う
じ
に
行
く
。

　

お
母
さ
ん
た
ち
は
あ
さ
り
か
き
に
行
く
。（
む
か
ひ
）

　

お
ば
あ
さ
ん
は
前
の
は
ま
で
か
く
。

　

晝
×
す
ぎ
に
お
母
さ
ん
と
兄
さ
ん
と
三
人
畠
に
行
く
。

　

空
模
様
は
悪
く
な
っ
て
雨
は
少
し
来
た
。
そ
れ
で
も
終
っ
た
。

　

み
え
子
等
は
天
王
様
に
お
ま
い
り
に
行
く
こ
う
せ
ん
等
を
頂
く
。

OEI33-48
旧暦　1933年 6月13日
新暦　1933年 8月4日

OEI32-50
旧暦　1932年 6月14日
新暦　1932年 7月17日

端
午
の
節
句

天
王
様
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八
月
五
日
（
土
）
　

曇　

起
＝
六
時
半　

寝
＝
八
時

　

今
日
は
旧
の
六
月
十
五
日
⑷
だ
。
天
の
う
様
の
盛
り
日
だ
。

　

朝
お
詣
り
を
す
る
。

　

お
母
さ
ん
た
ち
は
む
か
ひ
に
あ
さ
り
か
き
に
行
く
。

　

僕
と
お
ば
あ
さ
ん
は
表
を
か
く
。

　

浅
利
か
き
は
大
漁
だ
。

⑴
お
う
が
い	

ウ
グ
イ
の
降
海
型
を
さ
す
。
⑵
カ
ラ
イ
モ

気
仙
沼
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
こ
と
を
さ
す
。
⑶
は
っ
た
い
粉
の
こ
と
。
⑷
暦
で
は
、
こ
の
日
は
旧
暦
の
六
月
の

一
四
日
に
な
る
が
、
日
記
で
は
一
五
日
と
な
っ
て
い
る
。

《
日
記
解
題
》

　

三
三
年
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
六
月
一
四
日
か
ら
天
王
様
の
掃
除
が

行
わ
れ
て
い
る
。
家
族
の
な
か
に
は
、
こ
の
日
に
お
参
り
に
行
く
者

も
い
た
。
栄
一
氏
は
一
五
日
の
朝
早
く
に
お
参
り
に
行
っ
て
い
る
。

　

三
二
年
の
記
述
で
は
、「
御
天
の
う
様
な
の
で
お
は
た
を
持
っ
て

行
く
」
と
あ
る
。
当
時
は
こ
の
小
祠
に
も
、
祭
日
に
は
ハ
タ
を
立
て

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
天
王
様
に
は
、「
お
よ
う
ご
も
り
」

が
大
勢
来
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
小
々
汐
の
多
く
の
家
か
ら
お

参
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
日
は
コ
ウ
セ
ン
を
い
た
だ
く
日

で
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

《
資
料
》

　

資
料
②
に
は
、
一
四
日
の
晩
、
キ
ュ
ウ
リ
を
天
王
様
に
備
え
て
夜

籠
り
を
す
る
と
あ
る
。
一
五
日
は
〝
河
童
〟
さ
ま
と
い
っ
て
、
海
に

キ
ュ
ウ
リ
を
流
す
。
こ
の
日
の
前
に
は
キ
ュ
ウ
リ
は
食
べ
な
い
も
の

と
記
さ
れ
て
い
る
。
日
記
中
の
「
お
よ
う
ご
も
り
」
と
は
、こ
の
「
夜

籠
り
」
に
あ
た
る
も
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
日
記
の
な
か
に
は
、
金
比

羅
様
に
も
「
お
よ
う
ご
も
り
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
縁
日
や
願
掛

け
に
際
し
て
、
夜
に
神
様
の
所
に
籠
も
る
慣
行
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　

資
料
④
で
は
、
次
に
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
タ
ク
バ
に
あ
る
天

OEI33-48
旧暦　1933年 6月14日
新暦　1933年 8月5日

王
様
へ
参
詣
に
行
く
と
き
、
キ
ュ
ウ
リ
を
持
っ
て
い
き
、
途
中
で
海

に
向
か
っ
て
「
こ
れ
は
河
童
さ
ま
に
上
げ
す
」
と
言
っ
て
海
に
納
め

た
。そ
の
キ
ュ
ウ
リ
は
拾
っ
て
食
べ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
わ
れ
た
。

前
日
の
一
四
日
の
晩
に
は
、「
春
コ
ウ
セ
ン
」
と
呼
ん
で
、
コ
ウ
セ

ン
（
は
っ
た
い
粉
）
を
食
べ
た
。

《
聞
き
取
り
》

　

オ
オ
イ
で
は
、キ
ュ
ウ
リ
を
作
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
昔
、

オ
オ
イ
の
先
祖
に
病
人
が
出
た
と
き
、
こ
れ
か
ら
キ
ュ
ウ
リ
を
作
ら

な
い
の
で
治
し
て
ほ
し
い
と
願
を
か
け
た
。
そ
の
た
め
、
自
分
の
畑

で
は
キ
ュ
ウ
リ
を
植
え
な
い
。
そ
の
後
、
種
が
と
ん
だ
か
何
か
で
、

屋
敷
の
中
に
自
然
に
キ
ュ
ウ
リ
が
オ
ガ
っ
た
（
生
え
た
）
時
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
時
に
も
病
人
が
で
た
。
そ
の
た
め
、
今
で
も
キ
ュ
ウ
リ

は
植
え
な
い
。た
だ
し
他
所
か
ら
も
ら
っ
て
食
べ
る
の
は
構
わ
な
い
。

上　かつての天王様の様子
　　1986.6　撮影　川島秀一
下　天王様に詣る尾形民子、健浩さん　　　
2011.8.15		撮影	葉山茂
震災の年のお盆。本来、盆に天王様に参ることはな
いはずだが、この年はここにも足を運んだ。

共同墓地からみた天王様とタクバの様子
2013.12.30		撮影	川村清志　
天王様の周辺の林の木は、半ば切り倒されている。残りの杉
の木ものちに全て切り倒された。奥のタクバの周辺も今で
は、道路建設のために埋め立てられている。

天
王
様

天
王
様
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◉ 
七
夕

八
月
五
日	

金
曜	

晴
曇	

起=

五
時
半
寝=

九
時

　

皆
今
日
も
あ
さ
り
を
か
き
に
行
く	

。

　

き
よ
ち
や
ん
た
ち
も
行
く
。

　

む
く
を
と
っ
た
。

　

今
日
た
な
ば
た
か
み
を
か
っ
た	

。
夕
方
き
つ
た
。

　

田
の
草
取
り
を
し
た
。
な
お
ゑ
お
ば
さ
ん
は
来
た
。

八
月
六
日	

土
曜	

晴	

起=

五
時
十
分
寝=

九
時
十
分

　

七
夕
さ
ま
の
か
み
を
た
く
さ
ん
に
き
っ
た

　

か
み
よ
り
も
よ
っ
た	

。

　

菊
畠
の
草
取
り
を
し
た	

。

　

朝
早
く
知
行
と
二
人
で
な
ほ
ゑ
お
ば
さ
ん
の

　

と
こ
を
も
だ
い
だ
ま
で
こ
い
で
行
く
。

八
月
七
日	

日
曜	

晴	

起=

五
時
二
十
分
×
寝
八
時
半

　

朝
よ
り
か
み
を
き
っ
た
。

　

ひ
る
こ
ろ
ま
で
や
う
く
終
っ
た
。

　

か
き
だ
れ
も
き
っ
た
。

　

ひ
る
す
ぎ
に
竹
を
切
っ
た	

。

　

つ
る
し
た
。
ふ
さ
な
が
し
も
つ
け
た	

。

　

兄
さ
ん
は
、
ど
う
そ
う
か
い
な
の
で
中
學
校
に
行
く	

。

OEI32-054
旧暦　1932年 7月4,5,6日　
新暦　1932年 8月5,6,7日　

　

夕
方
お
は
つ
だ
。
四
じ
は
ん
す
ぎ
に
見
物
に
行
く
。

八
月
八
日	

月
曜	

晴	

起=

四
時
五
十
分
寝=

八
時

　

朝
早
く
お
き
て
か
ざ
っ
た
。
朝
は
ん
を
食
べ

　

て
七
夕
様
を
な
が
し
た
。

　

今
日
は
皆
し
て
道
路
。
お
は
か
な
ど
を

　

は
ら
っ
た	

。

　

《
日
記
解
題
》

　

七た
な
ば
た夕

は
旧
暦
の
七
月
四
日
か
ら
準
備
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
日

に
、七
夕
の
た
め
の
紙
を
購
入
し
、そ
れ
を
切
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

翌
日
の
五
日
に
は
、
さ
ら
に
紙
を
切
っ
た
う
え
で
、「
か
み
よ
り
」

を
よ
っ
た
。
こ
れ
は
紙
を
七
夕
の
竹
と
結
わ
え
る
た
め
の
も
の
だ
ろ

う
。
六
日
に
な
っ
て
も
紙
を
切
る
作
業
は
続
き
、
そ
の
日
の
昼
ご
ろ

に
よ
う
や
く
完
了
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
作
業
の
一
環
で
、
カ

キ
ダ
レ
も
製
作
し
て
い
る
。
午
後
に
な
る
と
七
夕
用
の
竹
を
切
っ
て

い
る
。
お
そ
ら
く
、
家
の
裏
手
の
山
に
自
生
し
て
い
る
竹
を
用
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
切
っ
て
き
た
竹
を
家
に
吊
る
し
、
フ
サ
ナ
ガ

シ
も
付
け
て
い
る
。

　

こ
の
翌
日
、
七
夕
様
と
呼
ば
れ
る
こ
の
竹
飾
り
は
、
朝
食
後
に
流

し
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る
仁
屋
の
記
述
か
ら
、
小
々
汐
の

海
に
流
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
日
に
は
、
地
区
の

道
路
と
墓
地
の
清
掃
が
あ
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

《
資
料
》

　

い
ず
れ
の
資
料
に
も
、
オ
オ
イ
に
つ
い
て
、
七
夕
の
行
事
に
つ
い

て
の
報
告
は
な
い
。
以
下
で
は
、
ま
ず
小
々
汐
の
事
例
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
資
料
②
を
み
て
い
く
。

OEI32-054
旧暦　1932年 7月7日
新暦　1932年 8月8日　

七
夕

七
夕
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タ
ナ
バ
タ　

六
日
。
男
の
子
供
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
二
〜
三
人
ず
つ

の
仲
間
組
で
、
小
遣
い
を
出
し
合
っ
て
紙
を
買
い
、
笹
竹
を
伐
っ
て

短
冊
を
飾
っ
た
タ
ナ
バ
タ
を
作
っ
て
家
の
庭
先
に
立
て
、
机
の
上
に

果
物
・
キ
ュ
ウ
リ
を
供
え
る
。
子
ど
も
た
ち
は
オ
カ
ミ
で
、
白
い
ご

飯
と
カ
ラ
イ
モ
（
馬ば
れ
い
し
ょ

鈴
薯
）
汁
の
ご
馳
走
を
食
べ
る
。
タ
ナ
バ
タ
は

翌
日
、
海
辺
に
立
て
る
。

　

ナ
ノ
カ
ビ　

七
日
を
ナ
ノ
カ
ビ
と
い
う
。
墓
払
い
・
井
戸
替
え
を

す
る
日
で
あ
る
。

　

次
に
資
料
④
か
ら
仁
屋
に
つ
い
て
の
記
述
を
紹
介
す
る
。

　

ナ
ノ
カ
ビ　

八
月
七
日
（
以
前
は
旧
暦
の
七
月
七
日
）
は
、
ナ
ノ

カ
ビ
。
こ
の
日
、
井
戸
替
え
（
井
戸
掃
除
）
を
す
る
と
井
戸
に
良
い

水
が
湧
く
と
い
わ
れ
た
。「
七
夕
様
に
貸
す
」
と
い
っ
て
、
こ
の
日
、

家
の
衣
装
を
干
す
と
「
衣
装
持
ち
」
に
な
る
と
い
わ
れ
た
。

　

七
夕
は
天
幕
を
張
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
神
様
に
供
え
さ
せ
た
。

七
夕
の
竹
に
は
、
習
字
を
し
た
紙
や
裁さ
い
ほ
う縫

を
し
た
も
の
を
吊
す
と
習

字
や
裁
縫
の
技
能
が
上
が
る
と
も
い
わ
れ
た
。
七
夕
の
竹
は
、
ウ
ラ

（
先
端
）
の
方
を
残
し
て
お
き
、
枝
を
三
つ
か
五
つ
つ
け
た
も
の
を

海
に
た
て
た
り
す
る
。
モ
ト
（
根
元
）
は
、
畑
に
刺
し
て
虫
除
け
の

呪
い
と
し
た
。「
こ
れ
ら
の
こ
と
を
七
夕
様
を
送
る
」
と
言
う
。

《
聞
き
取
り
》

　

現
当
主
夫
妻
の
記
憶
の
限
り
で
は
、
オ
オ
イ
で
七
夕
に
関
す
る
特

別
な
行
事
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
七
夕
の
行
事
も
戦
時

中
か
、
戦
後
の
早
い
時
期
に
休
止
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

仁屋の七夕の竹飾り
1989.7.6　撮影　川島秀一
おそらく、材質は異なるものの、日記と同じように七夕紙、フサナ
ガシ、カキダレなどが竹に飾られている。

八
月
一
四
日	

日
曜	

曇
り
小
雨
晴	

起
五
時
半
寝=
九
時

　

今
日
は
旧
の
十
三
日
町
の
日
な
の
で
お
母
さ
ん
と

　

お
ぢ
い
さ
ん
と
三
人
利
雄
に
こ
が
れ
て
行
く
。

　

お
ぢ
い
さ
ん
は
目
、
耳
、
見
え
な
い
。
き
こ
え
な
い
の
で

　

一
緒
に
あ
る
く
。
せ
ん
こ
う
花
火
⑴
を
買
っ
た
。

　

小
雨
は
ふ
っ
た
が
は
れ
た
。

　

く
ん
れ
ん
ふ
く
を	

買
っ
て
も
ら
っ
た
（
二
円
六
×
十
戔
）

　

は
ら
が
少
し
へ
っ
た
の
で
お
母
さ
ん
と
天
を
食
べ
た
。

　

家
に
来
て
た
な
⑵
を
作
っ
た
。

　

色
々
な
物
を	

か
ざ
っ
た
。

　

外
の
×
人
は
大
勢
来
た
の
で
つ
く
お
ん
き
⑶
を
か
け
る
。

八
月
十
五
日	

月
曜	

晴
夕
立	

起=

五
時
寝=

　

朝
起
き
て
た
な
前
は
ぬ
か
る
の
で
土
を
取
る

　

吾
平
お
や
ぢ
は
来
て
戸
の
口
に
赤
土
を
お
い
た

　

せ
な
か
で
は
つ
と
う
⑷
を	

食
べ
た
。

　

外
の
人
は
ポ
ツ
く
来
た
。

　

お
よ
ぎ
を
二
回
し
た

　

夕
方
お
ら
ひ
さ
ま
⑸
雨
は
来
た
。

◉ 

お
盆

OEI32-056
旧暦　1932年 7月13,14日
新暦　1932年 8月14,15日

七
夕

お
盆
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八
月
十
六
日	

火
曜	

雨
晴	

起=

五
時
半
寝=

八
時

　

朝
よ
り
雨
は
ふ
っ
て
居
る
の
で
お
墓
ま

　

い
り
は
出
来
な
い
か
と
思
っ
た
。

　

雨
は
は
れ
た
。
家
の
わ
き
を
お
が
む
。

　

船
で
行
く
。
雨
あ
が
り
の
爲
大
へ
ん
ぬ
か
っ
た
。

　

お
よ
ぎ
を
し
た
。
せ
ん
か
う
花
火
等
⑷
を
し
た
。

八
月
十
七
日	

水
曜	

晴	

起=

六
時
寝=

八
時

　

今
日
は
朝
は
道
路
作
業
な
の
で
行
く
。
學

　

校
坂
ば
か
り
す
る
。
ぼ
ん
船
⑸
を
な
が
し
た	

。

　

朝
飯
を
た
べ
て
十
時
よ
り
支
部
總
會
會
催

　

午
後
一
時
よ
り　

同
窓
會	（
會
費
十
錢
）

　

僕
も
参
加
す
る
。
盛
大
な
り
。

　

⑴
購
入
さ
れ
た
線
香
花
火
は
、
一
六
日
に
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
儀
礼
的
な
意
味

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
⑵
盆
棚
の
こ
と
。
⑶
「
つ
く
お
ん
き
」
は
蓄
音
機
を
さ
す
。

来
客
の
た
め
の
娯
楽
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
⑷
セ
ナ
カ
デ
と
い
う

道
具
の
形
に
似
せ
た
ハ
ッ
ト
ウ
（
ス
イ
ト
ン
）
の
こ
と
。
⑸
盆
舟
の
こ
と
。
こ
の
頃

は
海
に
流
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
⑸
お
ら
ひ
さ
ま
は
、
お
雷
様
で
雷
の
こ
と
。

OEI32-056
旧暦　1932年 7月15,16日
新暦　1932年 8月16,17日

仁屋で作られたセナカデバットウ
1985.8.16　撮影　川島秀一
同じものをオオイでも、一五日に食べる

《
日
記
解
題
》

　

盆
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
三
二
年
の
日
記
に
し
か
記
さ
れ
て
い
な

い
。
三
三
年
は
、
　

九
月
二
日
（
旧
暦
七
月
一
三
日
）
に
「
此
の
間
、

忙
し
い
の
で
（
日
記
を
）
つ
け
ま
せ
ん
」
と
記
さ
れ
、
一
週
間
ほ
ど

の
空
白
が
あ
る
。
こ
の
前
年
に
栄
一
氏
に
と
っ
て
の
祖
父
、
貞
七
氏

が
逝
去
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
年
が
初
盆
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
様
々

な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
時
期
の
営
み

が
日
誌
に
記
さ
れ
て
い
た
な
ら
、
非
常
に
貴
重
な
記
録
と
な
っ
て
い

た
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
一
九
三
二
年
の
日
誌
で
は
、
お
盆
に
つ
い
て
は
、
八
月

一
四
日
、
旧
暦
の
七
月
一
三
日(

以
下
、
旧
暦
で
の
表
記
）
か
ら
始

ま
る
。
一
三
日
は
「
町
の
日
」
と
さ
れ
、
栄
一
氏
と
そ
の
母
、
さ
ら

に
祖
父
も
市
内
に
買
い
物
に
出
て
い
る
。
買
い
物
は
、「
せ
ん
こ
う

花
火
」し
か
書
か
れ
て
い
な
い
が
、そ
れ
以
外
に
盆
で
入
り
用
な
品
々

を
購
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

家
に
帰
る
と
「
た
な
」
を
作
っ
た
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
ナ
カ
マ

に
作
る
盆
棚
の
こ
と
で
あ
る
。
棚
に
飾
っ
た
「
い
ろ
い
ろ
な
も
の
」

に
つ
い
て
は
、
聞
き
取
り
と
参
与
観
察
に
よ
る
資
料
を
後
で
紹
介
す

る
。

　

一
四
日
に
な
る
と
、「
せ
な
か
で
は
っ
と
う
」
を
食
べ
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
形
が
特
異
な
ハ
ッ
ト
ウ
（
ス
イ
ト
ン
）
で
、
震

災
前
ま
で
オ
オ
イ
で
も
作
ら
れ
て
い
た
。

　

一
五
日
に
な
る
と
天
候
が
悪
い
な
か
で
、
墓
参
り
が
行
わ
れ
た
。

「
船
で
行
く
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
小
々
汐
の
共
同
墓
地
の
こ
と

で
あ
る
。
共
同
墓
地
は
、
オ
オ
イ
の
あ
る
小
々
汐
の
谷
か
ら
南
に
丘

を
一
つ
越
え
て
、さ
ら
に
小
さ
な
谷
を
挟
ん
だ
丘
の
上
に
位
置
す
る
。

そ
の
丘
越
え
の
道
が
雨
で
ぬ
か
る
ん
で
い
た
た
め
、
海
沿
い
に
船
で

移
動
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
共
同
墓
地
が
あ
る
丘

ま
で
の
道
は
、「
大
へ
ん
ぬ
か
っ
た
」よ
う
で
あ
る
。
こ
の
夜
に
は「
せ

ん
か
う
花
火
等
」
を
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
単
な
る
娯

楽
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
の
仁
屋
の

事
例
が
参
考
に
な
る
。

　

一
六
日
は
、た
だ
「
ぼ
ん
船
を
な
が
し
た
」
と
い
う
記
述
の
み
が
、

盆
に
関
連
す
る
行
事
で
あ
る
。
こ
の
簡
潔
な
記
述
か
ら
は
、し
か
し
、

オ
オ
イ
で
も
盆
舟
を
海
に
流
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ

は
、
後
述
の
現
在
の
行
事
次
第
と
は
異
な
る
。

《
資
料
》

　

資
料
①
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

七
月
一
三
日　

盆　

オ
ミ
ヤ
ゲ
の
贈
答
あ
り
。
女
連
。
夜
、
男
連

中
が
仏
お
が
み
に
参
集
。

　

七
月
一
四
日　

男
の
盆
礼

お
盆

お
盆
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七
月
一
六
日　

男
、
仏

送
り
に
参
集
。

　

い
ず
れ
も
旧
暦
で
記

さ
れ
て
お
り
、
戦
後
も

一
九
五
〇
年
代
ま
で
は
、

月
遅
れ
で
は
な
く
旧
暦
で

行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
。

　

次
に
資
料
④
か
ら
仁
屋

の
盆
行
事
を
紹
介
す
る
。

オ
オ
イ
と
重
な
る
行
事
も

多
い
が
、
行
事
の
日
時
や

内
容
に
微
細
な
違
い
も
あ

る
。
そ
れ
ら
の
差
異
に
つ

い
て
も
今
後
検
討
す
る
た

め
に
、
関
連
す
る
行
事
を

以
下
に
掲
載
す
る
。

　

盆
棚　

八
月
一
三
日
に

盆
棚
を
作
る
こ
と
を
「
盆

棚
を
か
く
」
と
言
う
。
棚

の
上
か
ら
先
祖
の
位
牌
・

団
子
、
ア
ワ
米
・
果
物
・
花
の
順
番
で
上
げ
る
。「
ア
ワ
米
」
と
は
、

米
、
玄
米
・
オ
ダ
ナ
マ
ン
ジ
ュ
ウ
・
ア
ケ
ビ
、
ハ
ッ
カ
ケ
シ
バ
ミ
な

ど
を
総
称
し
て
言
う
。
盆
棚
の
後
ろ
側
に
は
、「
無
縁
様
」
も
祀
る
。

盆
棚
を
作
っ
た
ら
魚
を
食
べ
る
。

　

八
月
一
五
日
は
、お
赤
飯
を
食
べ
、一
六
日
に
は
「
セ
ナ
カ
デ
バ
ッ

ト
ウ
」
を
食
べ
る
。
こ
の
日
、
盆
に
帰
っ
て
き
た
オ
ホ
ト
ケ
が
荷
物

を
背
負
っ
て
戻
っ
て
い
く
と
い
わ
れ
、
セ
ナ
カ
デ
（
背
中
あ
て
）
と

い
う
運
搬
具
に
似
た
帯
状
の
ハ
ッ
ト
ウ
（
は
っ
た
い
粉
を
練
っ
た
も

の
を
汁
に
い
れ
た
食
べ
物
、ス
イ
ト
ン
の
こ
と
）
を
作
っ
て
食
べ
る
。

　

盆
中
に
魚
を
食
べ
る
日
は
、
一
三
日
に
盆
棚
を
か
い
た
と
き
、

盆に用いる品の販売
1988.8
撮影　川島秀一	
町の日には、気仙沼の山あい
の集落から、主婦たちが、盆に
使う品物を売りにくる。

仁屋の盆棚
1990.8.15　撮影　川島秀一	

一
四
日
の
昼
、
一
五
日
の
墓
参
り
か
ら
帰
っ
て
き
た
と
き
だ
け
で
あ

る
。
一
七
日
か
ら
は
、
魚
を
通
常
通
り
に
食
べ
た
。

　

盆
船　

船
は
カ
ヤ
で
作
る
。
柳
の
枝
で
作
る
盆
箸
は
、
盆
舟
の
帆

柱
に
用
い
た
。
盆
舟
に
は
盆
棚
に
上
げ
た
も
の
を
乗
せ
て
、流
し
た
。

　

墓
参
り	

墓
参
り
に
行
く
の
は
八
月
一
五
日
で
、
お
墓
に
上
げ
た

物
に
カ
ラ
ス
が
付
か
な
い
と
秋
時ジ

ケ化
に
な
る
と
い
わ
れ
る
の
で
、「
カ

ラ
ス
さ	

食
（
か
）
せ
す
」
と
語
っ
た
り
、「
カ
ラ
ス
！
カ
ラ
ス
！
」

と
呼
ん
だ
り
す
る
。こ
の
こ
と
を「
オ
ミ
サ
キ
を
付
け
る
」と
い
っ
た
。

　

盆
火
と
ラ
ッ
ツ
ォ
ク　

	

「
盆
火
は
、
八
月
一
三
〜
一
六
日
ま
で
毎

晩
燃
や
し
た
。
オ
ガ
ミ
の
盆
棚
の
前
で
は
、
下
に
灰
皿
を
置
い
て
線

香
花
火
を
し
た
。
ラ
ッ
ツ
ォ
ク
は
、
八
月
一
五
日
・
二
〇
日
の
廿
日

盆
、
三
〇
日
の
晦
日
盆
に
燃
や
す
。
ラ
ッ
ツ
ォ
ク
を
燃
や
し
た
ら
、

家
の
周
り
を
祓
い
、
そ
の
後
、
戸
の
口
（
玄
関
）
に
持
っ
て
き
て
、

足
を
火
に
近
づ
け
な
が
ら
、「
ヘ
ー
ビ
、ム
カ
デ
に
喰
わ
れ
ぬ
よ
う
に
」

と
唱
え
る
。

《
聞
き
取
り
》

　

震
災
前
の
オ
オ
イ
の
行
事
と
日
記
の
記
述
に
は
、
実
施
す
る
期
間

に
ず
れ
が
あ
る
。
日
記
の
時
期
は
、
旧
暦
の
七
月
一
三
日
か
ら
一
六

日
に
か
け
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
震
災
前
の
オ
オ
イ

で
は
、
日
本
の
他
の
多
く
の
地
域
と
同
様
に
月
遅
れ
の
八
月
一
三
日

国立歴史民俗博物館のオオイの盆棚展示
2014.7.31　撮影　川村清志

オオイの盆棚
2010.8.15　撮影　松田睦彦

お
盆

お
盆
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か
ら
一
六
日
に
か
け
て
盆
行
事
が
行
わ
れ
る
。こ
れ
は
、

完
全
に
新
暦
の
暦
に
移
行
し
た
正
月
の
行
事
と
も
、
旧

暦
を
守
る
エ
ビ
ス
講
や
端
午
の
節
句
と
も
異
な
る
季
節

の
選
択
の
仕
方
で
あ
る
。

　

盆
の
支
度　

盆
の
買
い
物
は
一
二
、一
三
日
に
行
う
。

こ
の
両
日
、
港
近
く
の
交
差
点
に
盆
マ
チ
が
出
る
。
こ

れ
は
近
隣
の
農
家
の
主
婦
た
ち
が
、
盆
に
用
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
道
具
や
供
物
を
売
る
も
の
で
、
今
で
は
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
も
購
入
で
き
る
が
、根
強
い
人
気
が
あ
る
。

　

売
ら
れ
る
品
は
、盆
舟（
マ
コ
モ
、五
百
円
）、帆
柱（
ヤ

ナ
ギ
、百
円
）、お
棚
も
の
（「
山
の
も
の
」
と
も
い
う
。

ア
ケ
ビ
、ク
リ
、ヤ
マ
ナ
シ
ハ
シ
バ
ミ
な
ど
。
二
百
円
）、

お
棚
饅
頭
（
小
麦
を
原
料
と
し
、
食
紅
な
ど
で
五
色
に

色
を
つ
け
た
も
の
。
二
百
円
）、
カ
キ
ダ
レ
（
盆
棚
の

柱
に
飾
り
つ
け
る
色
紙
。
二
百
円
）、
コ
ン
ブ
（
同
前
。

二
百
円
）、
ラ
ッ
ツ
ォ
ク
（
一
三
、一
六
、三
〇
日
の
晩

に
燃
や
す
。
麻
殻
の
端
に
硫
黄
を
塗
っ
た
も
の
。
三
把

で
二
百
円
）、
竹
筒
（
墓
で
の
花
立
て
。
五
百
円
）、
花

（
三
百
円
）
な
ど
で
あ
る
。
全
て
、
山
間
の
農
家
が
畠

や
家
の
周
り
で
調
達
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

盆
マ
チ
に
店
を
出
す
人
は
年
々
少
な
く
な
っ
て
き
て

博物館の盆棚にお参りす
る尾形家の親族
2013.7.31
撮影	川村清志
歴博の尾形家の再現展示
では、各々の季節に合わ
せて、正月と盆の展示を
行なっている。写真は、盆
棚の展示に合わせて尾形
家が来館された時の様子
である。
　　　

お
り
、
今
年
は
三
人
だ
け
で
あ
っ
た
。
一
二
日
は
九
時

か
ら
七
時
頃
ま
で
、
一
三
日
は
午
前
中
で
、
安
く
し
て

で
も
売
り
切
り
、
荷
物
を
な
く
し
て
帰
る
。

　

盆
棚　

盆
棚
を
作
る
こ
と
を
「
盆
棚
を
か
く
」
と
い

う
。
仏
壇
の
あ
る
オ
カ
ミ
で
は
な
く
、
庭
に
面
し
た
神

棚
の
あ
る
ナ
カ
マ
で
庭
に
向
け
て
作
る
。
仏
壇
か
ら
位

牌
を
全
て
移
し
、
掛
軸
を
下
げ
、
飾
り
つ
け
る
。
盆
棚

の
前
に
机
を
置
き
、
ウ
チ
シ
キ
を
敷
い
て
、
供
物
や
線

香
立
て
、
ロ
ウ
ソ
ク
立
て
を
置
く
。

　

盆
棚
は
高
さ
一
八
八
〇
ミ
リ
、
幅
一
五
〇
〇
ミ
リ
、

奥
行
き
九
一
〇
ミ
リ
程
度
で
、
奥
行
き
の
異
な
る
上
下

二
段
か
ら
な
る
。
上
段
に
位
牌
、
団
子
、
落
雁
、
お
膳

な
ど
を
置
き
、二
段
目
に
は
盆
舟
、茶
碗
に
水
を
汲
み
、

ミ
ソ
ハ
ギ
の
花
の
枝
を
添
え
て
置
く
。

　

盆
棚
の
奥
の
壁
に
十
三
仏
の
掛
軸
を
下
げ
、
前
面
に

茣コ

モ蓙
を
垂
ら
し
て
、
掛
軸
や
観
音
や
祖
師
の
軸
を
下
げ

る
。
痛
ん
で
吊
る
せ
な
く
な
っ
た
も
の
も
多
く
あ
る
。

　

盆
の
お
膳
は
、
上
段
と
二
番
目
、
さ
ら
に
空
に
な
っ

た
仏
壇
に
も
供
え
る
。
盆
棚
を
か
い
た
後
は「
お
精
進
」

と
い
い
、
魚
や
肉
な
ど
は
食
べ
な
い
。

　

迎
え
火　

一
三
日
に
屋
敷
の
墓
で
稲
の
藁
束
を
十
束

右上　ハスで供え物を包む当主の奥さん
右下　盆舟
上　　ホトケ様を送る
　　　2010.8.16		撮影		松田睦彦	

供え物はハスの葉にくるんでマコモで作ら
れた盆舟にのせる。盆舟の帆にはカワヤナ
ギの枝を用いる。

右　盆棚の裏側のお供え
　　2010.8.15
　　撮影	小池淳一

手前にあるのはミソ
ハギ

左　オオイのセナカデ
バットウとのっぺい
汁とキュウリ

　　2010.8.15
　　撮影	小池淳一

お
盆

お
盆
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上　家の脇での墓参り
　　2010.8.15		撮影　松田睦彦
左　家の脇で盆舟を燃やす
　　2010.8.16		撮影　松田睦彦

日記にあるようにかつてはオオイで
も、盆舟を海に流していた。現在で
は、16 日に家の脇の墓地に持って
いき、燃やしている。

べ
る
。
こ
の
ハ
ッ
ト
ウ
で
ご
先
祖
様
が
供
物
を
背
負
っ

て
あ
の
世
に
持
っ
て
帰
る
の
だ
と
い
う
。
小
麦
粉
を

練
っ
て
、
翌
朝
に
平
た
く
伸
ば
し
て
、
九
〇
ミ
リ
×

二
五
ミ
リ
く
ら
い
に
切
っ
て
茹
で
上
げ
、
き
な
粉
と
砂

糖
を
ま
ぶ
す
。
こ
れ
と
の
っ
ぺ
い
汁（
豆
腐
、コ
ン
ニ
ャ

ク
、
油
揚
、
麩ふ

、
椎し
い
た
け茸

、
茄
子
、
サ
サ
ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ニ
ン
ジ
ン
を
小
さ
く
切
っ
て
葛
を

か
け
て
、
と
ろ
み
を
つ
け
る
）
を
食
べ
る
。

　

奥
さ
ん
の
民
子
さ
ん
に
よ
る
と
、
セ
ナ
カ
デ
バ
ッ
ト

ウ
は
、
ま
ず
、
茹
で
る
前
に
適
当
な
大
き
さ
に
切
っ
た

と
こ
ろ
で
、
一
度
、
盆
棚
に
お
供
え
す
る
。
そ
れ
か
ら

茹
で
て
き
な
粉
を
か
け
た
も
の
が
で
き
る
と
、
そ
ち
ら

も
お
供
え
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

墓
参
り
は
三
ケ
所
を
ま
わ
る
。
ま
ず
小
々
汐
を
含
め

た
四
ヶ
浜
地
区
の
共
同
墓
地
、
次
に
小
々
汐
の
沢
沿
い

（
シ
ン
ヤ
イ
リ
と
呼
ば
れ
る
）
に
あ
る
古
い
墓
、
最
後

に
屋
敷
地
近
く
に
あ
る
古
い
墓
の
順
番
に
回
る
。
団
子

や
野
菜
、
米
な
ど
を
切
っ
て
混
ぜ
た
オ
ソ
ナ
エ
モ
ノ
と

甘
酒
、
水
、
花
、
線
香
を
持
っ
て
い
く
。
オ
ソ
ナ
エ
モ

ノ
と
甘
酒
は
器
な
ど
に
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
直
接
、

墓
石
と
そ
の
前
に
注
ぎ
か
け
る
。
三
ヵ
所
全
部
を
回
る

上　被災後のシンヤイリでの墓参り
右　被災後の家の脇での墓参り
　　2011.8.14		撮影　葉山茂

震災の年は、まだ周囲にさまざまな
被災物が残るなかで、盆の行事が行
われている。
上のシンヤイリの古い墓は、現在で
は、架橋道路の工事のために埋め立
てられた。

ほ
ど
燃
や
す
こ
と
を
「
迎
え
火
」
と
い
っ
た
。
以
前
は

海
に
火
を
つ
け
た
藁
束
を
流
し
た
と
い
う
。
か
つ
て
は

麦
藁
で
あ
っ
た
。
田
を
作
ら
な
く
な
っ
て
か
ら
や
め
て

し
ま
っ
た
。

　

ま
た
一
三
日
の
夜
に
家
の
庭
で
ラ
ッ
ツ
ォ
ク
を
燃
や

す
。
一
本
づ
つ
等
間
隔
で
火
を
つ
け
た
方
を
家
屋
に
向

け
て
お
く
。
さ
ら
に
家
か
ら
門
に
向
け
て
一
本
づ
つ
置

く
。
こ
れ
を
「
仏
さ
ん
の
足
元
を
照
ら
す
」
と
い
う
。

消
え
て
も
気
に
し
な
い
。
す
ぐ
に
集
め
て
、
一
箇
所
で

完
全
に
燃
や
す
。「
蛇
・
百
足
に
か
（
喰
）
れ
な
い
よ

う
に
」
と
言
い
な
が
ら
、
足
な
ど
に
か
ざ
す
。

　

盆
礼
ほ
か　

一
四
日
は
午
前
中
に
（
朝
八
時
過
ぎ
か

ら
）
小
々
汐
集
落
の
家
々
の
人
が
盆
礼
に
来
る
。
当
主

は
盆
棚
の
前
で
迎
え
、「
盆
前
の
頃
は
い
ろ
い
ろ
と
お

世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
只
今
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
挨
拶
す
る
。
一
五

日
は
午
前
中
に
墓
参
り
を
し
、
花
や
水
の
他
に
甘
酒
や

団
子
を
墓
石
一
つ
一
つ
に
供
え
る
。
午
後
は
親
戚
筋
の

家
々
を
当
主
が
回
る
（
現
在
で
は
母
方
の
親
戚
、
従
兄

弟
を
中
心
に
一
三
軒
）。

　

一
五
日
の
朝
に
は
セ
ナ
カ
デ
バ
ッ
ト
ウ
を
作
っ
て
食

お
盆

お
盆
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九
月
十
五
日	

木
曜	

曇
雨	

起=

六
時
半
寝=
八
時
半

　

今
日
は
旧
の
八
月
十
五
日
な
の
で
八
幡
様
⑴
だ
。

　

今
年
は
會
館
の
前
（
×
×
任
屋
の
こ
や
の
わ
き
）

　

に
や
し
ん
だ
。
な
し
を
食
っ
た
。

　

晝
す
ぎ
に
雨
は
強
く
ふ
っ
て
来
た
。

　

今
夜
は
お
名
月
で
豆
、
小
豆
、
や
こ
め
⑵
等
を

　

わ
け
て
皆
で
食
べ
る
。
大
工
さ
ま
は
家
に
行
く
。

十
月
×
四
日		

晴　

起
＝
六
時
半　

寝
＝
八
時

　

今
日
は
旧
の
八
月
十
五
日
で
村
社
八
幡
神
社
の
祭
典

　

で
あ
り
ま
す　

僕
は
朝
早
く
お
ば
あ
さ
ん
の
お
薬
を

　

取
り
に
病
院
ま
で
行
く
。
つ
い
で
に
運
動
會
用
の

　

パ
ン
チ
を
買
っ
て
歸
る　

十
時
頃
家
に
来
る
。

　

十
一
時
に
み
こ
し
は
来
た
。
今
年
は
山
根
の
前
で
休
む

　

午
後
は
知
行
と
栗
ひ
ろ
い
に
行
く
。

　

今
夜
の
お
明
月
に
た
い
て
食
べ
る
。

　

⑴
鹿
折
八
幡
神
社
の
こ
と
。
小
々
汐
か
ら
は
、
約
四
キ
ロ
ほ
ど
北
に
位
置
す
る
。
日

記
に
あ
る
よ
う
に
小
々
汐
を
含
め
た
鹿
折
村
の
村
社
で
あ
っ
た
。
⑵
や
こ
め
は
焼
米

の
こ
と
。

◉ 

お
名
月
（
八
幡
様
の
祭
礼
）OEI33-56

旧暦　1933年 8月15日
新暦　1933年10月4日

OEI32-62
旧暦　1932年 8月15日
新暦　1933年 9月15日

の
は
一
時
間
半
ほ
ど
か
か
る
。
シ
ン
ヤ
イ
リ
の
墓
は
小
々
汐
集
落
全

体
の
古
墓
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
に
参
る
の
は
オ
オ
イ
と
し
て
の
役

目
ら
し
い
。
午
後
に
は
ガ
ー
ゼ
タ
オ
ル
や
風
呂
敷
と
御
仏
前
（
二
千

円
）
と
を
持
っ
て
、
親
戚
を
回
る
。

　

一
六
日
に
は
、
か
つ
て
は
ア
ン
コ
モ
チ
を
作
っ
て
食
べ
た
。
こ
の

日
は
朝
の
う
ち
に
盆
棚
を
片
付
け
、
位
牌
を
仏
壇
に
戻
し
て
、
盆
舟

を
仕
立
て
る
。
盆
の
間
の
供
物
を
蓮
の
葉
に
包
み
、
か
つ
て
は
海
に

流
し
た
が
、
今
で
は
墓
地
で
燃
や
し
て
し
ま
う
。
夕
方
に
ラ
ッ
ツ
ォ

ク
を
燃
や
す
。
三
十
日
は
ミ
ソ
カ
盆
と
い
い
、
再
び
ラ
ッ
ツ
ォ
ク
を

燃
や
す
と
い
う
。

上　共同墓地への参拝の様子
　　2011.8.16
　　撮影　葉山	茂
下右　ラッツォク
下左　ラッツォクの火を足に	
　　　当てる
　　　2009.8.16
　　　撮影　川島秀一
　　　ラッツォクの火に足を	
　　　あてると虫に咬まされ	
　　　ないとされた。

震災後の住居でラッツォクを燃やす
2012.8.16　撮影		葉山	茂
震災後に移り住んだ町での生活でも、盆にラッツォ
クを燃やす行事は続けられていた。

お
盆

お
名
月
（
八
幡
様
の
祭
礼
）
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《
日
記
解
題
》

　

旧
暦
の
八
月
一
五
日
は
二
年
間
に
わ
た
り
、
二
つ
の
行
事
が
記
さ

れ
て
い
る
。
一
つ
は
「
村
社
八
幡
神
社
の
祭
典
」
で
あ
り
、
も
う
一

つ
は
、「
お
名
月
」
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
八
幡
神
社
の
祭
典
で
は
、
二
年
目
の
記
述
に
あ
る
よ
う
に

神
輿
の
到
来
が
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
三
二

年
の
「
会
館
の
前
」、
三
三
年
の
「
山
根
の
前
」
は
、
い
ず
れ
も
そ

の
休
憩
場
所
を
さ
し
て
い
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ

た
の
か
は
日
記
か
ら
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
村
社
と
い
う
規
模
か
ら

も
、
後
の
写
真
の
様
子
か
ら
も
こ
れ
が
小
々
汐
全
体
に
関
わ
る
行
事

で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

二
番
目
の
「
お
名
月
」
の
行
事
は
オ
オ
イ
と
い
う
家
単
位
で
行
わ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
三
二
年
の
記
述
で
は
、「
豆
、
小
豆
、

や
こ
め
等
を
わ
け
て
皆
で
食
べ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
や

こ
め
」
は
焼
米
の
こ
と
で
あ
り
、
資
料
④
の
報
告
と
符
合
す
る
。

《
資
料
》

　

八
幡
神
社
の
祭
礼
に
つ
い
て
は
、
小
々
汐
を
超
え
た
地
域
の
行
事

の
た
め
、あ
ま
り
詳
し
い
記
載
は
な
い
。
八
幡
様
の
神
輿
の
渡
御
は
、

オ
サ
ガ
リ
と
呼
ば
れ
、氏
子
域
全
体
を
移
動
す
る
も
の
で
あ
り
、小
々

汐
を
含
め
た
四
ヶ
浜
も
含
ま
れ
る
。
資
料
②
で
は
、「
小
々
汐
で
は
、

仁屋のお名月の飾り
1992.9.30　撮影　川島秀一	

震災後のオオイのお名月の飾り
2013.9.19　撮影　尾形健浩	

オ
オ
エ
が
そ
の
休
息
所
に
あ
て
ら
れ
て
一
行
の
接
待
を
し
た
と
い

う
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
、
オ
オ
イ
（
オ
オ
エ
）
だ
け

が
、
休
憩
所
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
、
日
記
か
ら
は
確
認
で
き
る
。

　

お
名
月
に
つ
い
て
は
、資
料
④
が
、次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

臼
を
起
こ
し
て
箕
を
の
せ
、
そ
の
上
に
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ゆ
で
豆
、
栗

や
ナ
シ
な
ど
の
果
物
を
盛
り
、
ス
ス
キ
や
ハ
ギ
、
ロ
ウ
ソ
ク
を
供
え

る
。
か
つ
て
は
こ
の
日
に
欠
か
せ
な
い
供
物
が
、も
う
一
つ
あ
っ
た
。

水
口
な
ど
の
青
田
か
ら
刈
っ
て
作
っ
た
ヤ
ゴ
メ（
焼
き
米
）で
あ
る
。

小々汐でのオサガリ
1986..9.15	
撮影		川島秀一	

鶴ケ浦で船に載せられる神輿
1984.	9.15		
撮影		川島秀一

小々汐での八幡様のオサガリ
1984.	9.15		撮影	川島秀一	

お
名
月
（
八
幡
様
の
祭
礼
）

お
名
月
（
八
幡
様
の
祭
礼
）

こ
の
供
物
を
頂
く
者
を
別
当
様
と
呼
び
、
必
ず
そ

の
家
の
当
主
が
そ
の
役
を
務
め
、
女
の
人
は
食
べ

る
も
の
で
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

《
聞
き
取
り
》

　

名
月　

現
当
主
の
奥
さ
ん
が
来
た
頃
も
、
ス
ス

キ
な
ど
は
さ
し
て
い
た
が
、
臼
な
ど
を
出
し
て
行

う
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。こ
の
行
事
も
、

す
で
に
簡
略
化
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
十
五
夜

に
は
、
現
在
で
も
、
ス
ス
キ
と
ハ
ギ
を
い
け
て
、

果
物
な
ど
を
お
供
え
し
て
い
る
。

　

オ
サ
ガ
リ　

現
在
、
八
幡
様
の
祭
り
は
、
月
遅

れ
の
九
月
一
五
日
に
近
い
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
。

震
災
後
の
二
〇
一
五
年
か
ら
は
、
小
々
汐
で
新
し

く
造
成
さ
れ
た
集
会
所
が
休
憩
所
に
な
っ
た
。
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◉ 
彼
岸
の
中
日

九
月
二
十
三
日	

金
曜	

起=

六
時
五
十
分
寝=

八
時

　

朝
お
き
て
見
る
と
雨
は
ふ
つ
て
居
た
。

　

今
日
は
旧
の
×
×
ひ
が
ん
の
中
日
だ	

。

　

運
動
會
は
や
ら
な
い
と
思
っ
た
。
お
母
さ
ん
は
あ
×
と

　

は
行
く
。
雨
は
は
れ
た
。
運
動
會
を
始
×
×
め
る
。

　

と
い
ふ
の
で
、
知
行
、
み
え
子
、
兄
さ
ん
。
等
は
行
く
。

九
月
二
十
三
日
（
土
）
　

晴　

起
＝
四
時　

寝
＝
八
時

　

今
日
は
彼
岸
の
中
日
で
あ
り
ま
す
。
と
と
も
に

　

鹿
折
村
男
女
青
年
團
の
運
動
會
で
あ
り
ま
す
。

　

八
時
半
開
始
で
す
。

　

と
て
も
面
白
い
。
百
米
。
四
百
米
等
で
あ
る
。

　

僕
は
×
は
ね
る
の
は
出
来
な
い
の
で
綱
ひ
き
を
す
る
。

　

又
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
も
参
加
す
る
。

《
日
記
解
題
》

　

二
ヶ
年
に
わ
た
り
「
彼
岸
の
中
日
」
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
旧
」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
二
年
と
も
に
新
暦
の
九
月
二
三
日
が
中
日
に

な
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
日
は
地
区
青
年
団
の
運
動
会

の
日
で
も
あ
っ
た
。
な
お
聞
き
取
り
で
は
、
こ
の
日
は
、
墓
参
り
以

外
に
、
と
り
た
て
て
行
事
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
記
憶
さ
れ
て

い
る
。

OEI33-56
旧暦　1932年 8月4日
新暦　1933年 9月23日

OEI32-63
旧暦　1932年 8月23日
新暦　1933年 9月23日

十
月
二
十
八
日	

金
曜	

晴
起=

六
時
二
十
分
寝=
八
時

　

今
日
は
旧
の
二
十
九
日
（
お
か
り
あ
げ
）	

で
や
す
み
だ
。

　

羽
田
神
社
の
祭
典
な
の
で
む
か
ひ
お
ど
も
⑴
に
行
く
。

　

本
町
橋
⑵
ま
で
行
く
。

　

オ
フ
ダ
、
カ
ケ
マ
モ
リ
、
⑶
等
を
買
っ
た
。

　

お
ぢ
い
さ
ん
は
い
つ
も
の
や
う
だ
。

　

お
ぢ
い
さ
ん
に
お
み
や
げ
を
買
っ
た
。
も
ち
つ
き
を
す
る
。

　

夕
方
、
人
た
の
み
に
あ
る
く
。

　

も
ち
を
食
べ
た
。

⑴
「
迎
え
お
供
」
の
こ
と
か
。
⑵
市
街
地
の
化
粧
坂
か
ら
元
田
中
に
向
か
う
途
中
の

大
川
に
か
か
る
橋
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑶
札
や
掛
け
守
り
は
、
神
輿
に
随
行
す
る
人

た
ち
か
ら
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

《
日
記
解
題
》

　

お
刈
り
上
げ
は
、後
で
み
る
よ
う
に
収
穫
を
祝
う
日
で
あ
っ
た
が
、

日
記
か
ら
は
特
別
な
行
事
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
日
に

餅
つ
き
を
し
て
食
べ
た
と
い
う
の
は
、
こ
の
お
刈
り
上
げ
の
行
事
食

と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
日
は
、ま
た
、「
羽
田
神
社
の
祭
典
」

で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

栄
一
氏
は
、
　

「
む
か
ひ
お
ど
も
に
行
く
」
と
記
し
て
い
る
。「
本

町
橋
」
ま
で
行
っ
た
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
移
動
し
た

の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
　

「
む
か
ひ
お
ど
も
」
と
い
う
表
現

か
ら
も
、
ど
こ
か
の
御
旅
所
ま
で
出
向
い
て
、
神
輿
を
迎
え
、
一
定

の
距
離
を
お
供
し
て
歩
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

OEI32-70
旧暦　1932年 9月29日
新暦　1933年10月28日

◉ 

お
刈
り
上
げ

　
　
　（
羽
田
神
社
の
祭
礼
）　

彼
岸
の
中
日

お
刈
り
上
げ
（
羽
田
神
社
の
祭
礼
）
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《
資
料
》

　

お
刈
り
上
げ
に
つ
い
て
は
、
資
料
③
で
、
気
仙
沼
で
の
概が
い
か
つ括
的
な

記
述
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
旧
暦
九
月
に
三
度
あ
る

九
の
日
を
ミ
ク
ン
チ
（
三
九
日
）
と
言
っ
て
刈
り
上
げ
祝
い
を
す
る

が
、最
後
の
二
九
日
か
、末
日（
三
〇
日
）、又
は
朔
日（
一
〇
月
一
日
）

に
祝
う
風
習
に
な
っ
て
い
る
」
と
さ
れ
る
。
主
に
餅
や
ぼ
た
餅
を
食

べ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
臼
を
伏
せ
て
そ
の
上

に
箕
を
の
せ
、
灯
明
を
点
け
て
、
餅
や
菊
の
花
を
供
え
る
こ
と
も
行

わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

羽は

た田
神
社
は
、
気
仙
沼
の
市
街
か
ら
南
西
部
に
約
八
キ
ロ
ほ
ど
離

れ
た
赤
岩
地
区
上
羽
田
に
位
置
す
る
。
こ
の
旧
暦
の
九
月
二
九
日
の

祭
礼
で
は
、
市
街
地
に
向
け
て
神
輿
の
渡と
ぎ
ょ御
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
際

に
は
市
内
の
五
十
鈴
神
社
、
北
野
神
社
も
経
由
す
る
。

　

資
料
②
に
は
、「
祭
礼
に
は
尾
形
本
家
が
招
待
さ
れ
る
な
ら
わ
し

で
あ
る
が
、
こ
の
神
社
は
本
吉
地
方
二
〇
カ
村
の
鎮
守
と
し
て
祀
ら

れ
て
い
る
も
の
で
、
氏
子
の
範
囲
は
か
な
り
広
範
で
あ
る
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
、
聞
き
取
り
に
お
け
る
尾
形
家
の
始
祖
伝

説
と
も
関
連
性
を
も
っ
て
い
る
。

《
聞
き
取
り
》

　

尾
形
家
と
羽
田
神
社
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
尾
形
家
の
始
祖
伝
説

五十鈴神社での神輿の巡行
2014.10.22		撮影	萱岡雅光
内湾地区の五十鈴神社の周辺でさえ、震災から２年半がたっても復旧は進んでいない。

が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
尾
形
家

は
三
人
兄
弟
で
気
仙
沼
に
や
っ
て
き
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
一
人
は
山
間
部
の
八
瀬

に
住
み
つ
き
、も
う
一
人
も
同
じ
く
羽
田
に
行
き
、

羽
田
神
社
の
宮
司
家
と
し
て
定
着
し
た
。
そ
し
て

小
々
汐
に
は
、
オ
オ
イ
の
祖
が
定
着
し
た
。
三
つ

の
家
は
現
在
は
特
に
行
き
来
し
て
は
い
な
い
。
し

か
し
、
か
つ
て
は
羽
田
神
社
の
御
輿
は
「
小
々
汐

の
オ
オ
イ
が
お
迎
え
に
行
か
な
い
と
出
ら
れ
な

い
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
実
際
に
御
輿
を
迎
え
に

小
々
汐
の
尾
形
家
の
前
当
主
が
気
仙
沼
の
市
街
ま

で
出
か
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
現
当
主
の
健
氏
が
、
羽
田
神
社
の
人

に
由
来
を
話
し
た
と
き
に
は
、
羽
田
の
家
で
は
、

オ
オ
イ
と
の
つ
な
が
り
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
。
日
記
の
記
録
は
、
伝
承
そ
の
も
の
を

裏
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
が
、
祭
礼
に
お
い
て
独

特
の
役
割
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

神輿の巡行
2016.10.29
撮影	萱岡雅光

五十鈴神社での浜下り
1990.11.8
撮影	川島秀一
震災前の五十鈴神社で
の神事の様子。

お
刈
り
上
げ
（
羽
田
神
社
の
祭
礼
）

お
刈
り
上
げ
（
羽
田
神
社
の
祭
礼
）
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勝
田	

徹　　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
博
物
館
事
業
課

　

萱
岡	

雅
光

リ
ア
ス
・
ア
ー
ク
美
術
館	
学
芸
員

　

川
島	

秀
一　

　

川
村	

清
志　

　

小
池	

淳
一

　

葉
山			

茂　

	 　

　

松
田	

睦
彦　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
准
教
授

編
著

　

川
村	

清
志

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
准
教
授

　

葉
山	

茂　　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
特
任
助
教　

監
修

　

川
島	

秀
一　

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
・
教
授

　

小
池	

淳
一　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
教
授

編
集
協
力

　

気
仙
沼
市
教
育
委
員
会

　

リ
ア
ス
・
ア
ー
ク
美
術
館

　

国
立
民
族
学
博
物
館

　

尾
形	

健

　

尾
形	

健
浩

　

尾
形	

民
子

　

川
島	

秀
一

　

幡
野	

寛
治　

気
仙
沼
市
教
育
委
員
会

写
真

　

尾
形	

健

　

尾
形	

健
浩

1932( 昭和 7	) 年度日記（OEI32-) 1933( 昭和 8	) 年度日記（OEI33-)

番号 記載日 番号 記載日 番号 記載日 番号 記載日
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45

	表紙
	1.	1-		1.	6
	1.	7-		1.10
	1.11-	1.14
	1.15-	1.18
	1.19-	1.22
	1.23-	1.26
	1.27-	2.	2
	1.31-	2.	3
	2.	4-		2.	7
	2.	8-		2.11
	2.12-	2.15
	2.16-	2.19
	2.20-	2.22
	2.23-	2.26
	2.27-	3.	1
	3.	2-		3	.5
	3.	6-		3.	8
	3.	9-		3.12
	3.13-	3.16
	3.17-	3.19
	3.20-	3.23
	3.24-	3.27
	3.28-	3.31
	4.1-	4.4
	4.5-	4.7
	4.8-	4.11
	4.12-	4.15
	4.16-	4.18
	4.19-	4.21
	4.22-	4.25
	4.26-	4.27
	4.28-	4.29
	4.30-	5.2
	5.3-	5.6
	5.7-	5.10
	5.11-	5.14
	5.15-	5.19
	5.20-	5.23
	5.24-	5.29
	5.30-	6.3
	6.4-	6.8
	6.9-	6.13
	6.14-	6.18
	6.19-	6.23
	6.24-	6-30

46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83

	7.1-	7.4
	7.5	-7.9
	7.10-	7.13
	7.14-	7.17
	7.18-	7.21
	7.22-	7.25
	7.26-	7.29
	7.30-	8.2
	8.3-	8.8
	8.9-	8.13
	8.14-	8.18
	8.19-	8.21
	8.22-8.27
	8.28-	9.1
	9.2-	9.6
	9.7-	9.13
	9.14-	9.19
	9.20-	9.25
	9.26-	10.1
	10.2-	10.5
	10.6-	10.10
	10.11-	10.16
	10.17-	10.21
	10.22-	10.27
	10.28-	11.1
	11.2-	11.	7
	11.8-	11.11
	11.12-	11.14
	11.15-	11,18
	11.19-	11.23
	11.24-	11.28
	11.29-	12.2
	12.3-	12.7
	12.8-	12.13
	12.14-	12.17
	12.18--	12.22
	12.23-	12.28
	12.29-	12.31

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45

	表紙
	1.1-	1.3
	1.4-	1.8
	1.9-	1.12
	1.13-	1.17
	1.18-	1.22
	1.23-	1.26
	1.27-	1.30
	1.31-	2.3
	2.4-	2.7
	2.8-	2.12
	2.13-	2.14
	2.15-	2.19
	2.20-	2.25
	2.26-	3.1
	3.3
	3.3
	3.8
	3.9-	3.12
	3.13-	3.16
	3.17	-	3.19
	3.20-	3.24
	3.25-	3.29
	3.30-	4.2
	4.3-4-	4.6
	4.7-	4.10
	4.11-	4.14
	4.15-	4.21
	4.22-	4.26
	4.27-	4.30
	5.1-	5.6
	5.7-	5.11
	5.12-	5.15
	5.16-	5.20
	5.21-	5.25
	5.26-	5.31
	6.1-	6.5
	6.6-	6.10
	6-23
	6.24-	6.25
	6.26-	6.28
	6.29	-7.3
	7.4-	7.7
	7.8-	7.13
	7.14-	7.18
	7.19-	7.21

46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64

	7.22-	7.26
	7.27-	7.31
	8.1-	8.6
	8.7-	8.9
	8.10-	8.14
	8.15-	8.18
	8.19-	8.24
	8.25-	8.30
	8.31-	9.2,	9.9
	記載なし
	9.23,	10.2-10.6
	10.7-	10.11
	10.12-	10.15
	10.16-	10.20
	10.21-	10.26
	10.27-	11.1
	11.2-11.5,	11.14
	11,15-11.24
	11.27-11-28,	12.1

表④ 尾形栄一日記資料一覧

尾
形
栄
一
日
記
資
料
一
覧

国立歴史民俗博物館の尾形家再現展示
写真は土間と囲炉裏の様子
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